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ご 挨 拶 

 

「G7 大阪・堺貿易大臣会合」が令和 5 年 10 月 28 日、29 日の 2 日間にわたり開催され、府民・市民の皆様を

はじめ多くの関係者のご協力のもと閉幕しました。 

 

 本会合には、G7 各国及び欧州連合をはじめ、招待国、国際機関の貿易担当大臣や代表の方々が参加され、自由

で公正なルールに基づく多角的貿易体制の維持・強化、経済安全保障の強化等を議題とし、活発な議論が行われま

した。その成果は G7 貿易大臣声明として採択され、議長国記者会見において公表されました。 

 

 ウクライナや中東など国際情勢が不透明な中、中世に世界各国との交易が盛んに行われ、国際貿易都市として繁栄

した堺において、世界経済の持続的な成長に向けて、自由で公正な貿易体制の維持・強化に係る議論が行われたこと

は、大変意義深い機会であったと感じています。 

 

 我々協議会は、本会合が安全・安心かつ円滑に運営されるよう地元としての支援・協力と併せて、会合開催の機会

に、大阪・堺をはじめ南大阪の魅力を世界に向けて発信し、大阪・関西万博につなげる取組を進めるため、大阪府・堺

市・経済団体等により、令和 4 年に発足しました。 

 

 会合開催に向けて、住民や事業者の皆様にご理解をいただき、機運を盛り上げるため、様々な媒体や公民連携によ

る広報活動、イベントの開催、次世代を担う子どもたちの国際感覚の醸成に向けた取組を実施してまいりました。また、

会合期間中は、大阪・堺の歴史・文化・食・産業などの多彩な魅力を参加者に伝えるため、国際メディアセンター内での

大阪・堺 PR 展示ブースの設置、豊富な食材の紹介、世界遺産である仁徳天皇陵古墳の拝所での記念撮影、さらに、

歓迎レセプションによるおもてなしなど、様々な取組を実施しました。これらを通じて、大阪・堺の多彩な魅力を国内外に

広く知っていただくことができたと考えています。 

 

 最後になりましたが、会合の開催にあたり、外務省・経済産業省の皆様のご尽力に心から敬意と感謝の意を表します。

また、安全・安心な開催に取り組んでいただいた皆様、ご寄附・ご協賛をいただいた企業・団体の皆様、ボランティアをは

じめあたたかいおもてなしの心で様々なご協力をいただいた府民・市民・事業者の皆様に心より厚く御礼を申し上げます。 

 

令和 6 年２月 

 

2 0 2 3 年 G 7 貿 易 大 臣 会 合 大 阪 ・ 堺 推 進 協 力 協 議 会 

会 長 （大阪府知事） 吉村 洋文 

会長代行 （堺市長） 永藤 英機 

副 会 長 （公益社団法人 関西経済連合会会長） 松本 正義 

副 会 長 （大阪商工会議所会頭） 鳥井 信吾 

副 会 長 （一般社団法人 関西経済同友会代表幹事） 角元 敬治 

副 会 長 （一般社団法人 関西経済同友会代表幹事） 宮部 義幸 

副 会 長 （堺商工会議所会頭） 葛󠄀村 和正 
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写真でみる G7 大阪・堺貿易大臣会合 

10 月 28 日（土） 

開会セッション（大阪府立国際会議場） 

   
 

アウトリーチセッション（大阪府立国際会議場） 

   
 

記念撮影（仁徳天皇陵拝所） 
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協議会主催歓迎レセプション（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺） 

   
 

   
 

   
 

   
 

セッション 1 ワーキング・ディナー（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺） 
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協議会主催歓迎レセプション（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺） 

   
 

   
 

   
 

   
 

セッション 1 ワーキング・ディナー（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺） 
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10 月 29 日（日） 

セッション 2（大阪府立国際会議場） 

   
 

閉会セッション（大阪府立国際会議場） 

   
 

議長国記者会見（大阪府立国際会議場） 
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10 月 28 日（土）、29 日（日） 

国際メディアセンター（大阪府立国際会議場） 
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セッション 2（大阪府立国際会議場） 

   
 

閉会セッション（大阪府立国際会議場） 

   
 

議長国記者会見（大阪府立国際会議場） 
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第 1 編 G7 大阪・堺貿易大臣会合の概要 

第 1 章 G7 大阪・堺貿易大臣会合の概要 

1．G7 大阪・堺貿易大臣会合について 

⑴ G7 貿易大臣会合とは 

G7 貿易大臣会合は、G7 サミット（主要国首脳会議）に関連して開催される関係閣僚会合の一つで、貿易を取り

巻く環境が大きく変化する中、世界経済の持続的な成長に向けて、G7 の貿易大臣間で緊密に議論し、政策調整を

行う会合とされている。 

G7 貿易大臣会合の初開催はイギリスが議長国を務めた令和 3 年の G7 コーンウォール・サミット開催時であり、これ

までの会合では、自由で公正な貿易の維持・強化に向けて、世界貿易機関（WTO）改革、公正な競争条件の確保、

また、サプライチェーンの強靭化や経済的威圧等について、意見交換が行われてきた。 

G7 貿易大臣会合の開催状況 

開催年 議長国 開催場所 

令和 3 年 イギリス ロンドン 

令和 4 年 ドイツ ノイハルデンベルク 

令和 5 年 日本 大阪・堺 

⑵ G7 大阪・堺貿易大臣会合とは 

令和 5 年の日本の議長下においては、G7 広島サミットに合わせて、15 の都市で関係閣僚会合が開催されることと

なった。その 1 つである G7 大阪・堺貿易大臣会合は、4 月 4 日に第 1 回会合がオンラインで開催され、10 月 28 日

及び 29 日には第 2 回会合が対面により大阪・堺で開催された。 

G7 広島サミットと関係閣僚会合 

会合名 開催日程 開催場所 主管省庁 

G7 広島サミット（主要国首脳会議） 5 月 19 日～21 日 広島県広島市 ― 

G7 札幌気候・エネルギー・環境大臣会合 4 月 15 日～16 日 北海道札幌市 経済産業省、環境省 

G7 長野県軽井沢外務大臣会合 4 月 16 日～18 日 長野県軽井沢町 外務省 

G7 倉敷労働雇用大臣会合 4 月 22 日～23 日 岡山県倉敷市 厚生労働省 

G7 宮崎農業大臣会合 4 月 22 日～23 日 宮崎県宮崎市 農林水産省 

G7 群馬高崎デジタル・技術大臣会合 4 月 29 日～30 日 群馬県高崎市 デジタル庁、総務省、経済産業省 

G7 新潟財務大臣・中央銀行総裁会議 5 月 11 日～13 日 新潟県新潟市 財務省 

G7 仙台科学技術大臣会合 5 月 12 日～14 日 宮城県仙台市 内閣府 

G7 富山・金沢教育大臣会合 5 月 12 日～15 日 富山県富山市・石川県金沢市 文部科学省 

G7 長崎保健大臣会合 5 月 13 日～14 日 長崎県長崎市 厚生労働省 

G7 三重・伊勢志摩交通大臣会合 6 月 16 日～18 日 三重県志摩市 国土交通省 

G7 栃木県・日光男女共同参画・女性活躍担当大臣会合 6 月 24 日～25 日 栃木県日光市 内閣府 

G7 司法大臣会合 7 月 7 日 東京都 法務省 

G7 香川・高松都市大臣会合 7 月 7 日～9 日 香川県高松市 国土交通省 

G7 大阪・堺貿易大臣会合 10 月 28 日～29 日 大阪府大阪市・堺市 外務省、経済産業省 

G7 茨城水戸内務・安全担当大臣会合 12 月 8 日～10 日 茨城県水戸市 警察庁 

※特に断りのない限り、会合の日程、場所等については、対面で開催された会合を記載している。以下同じ。 
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第 1 編 G7 大阪・堺貿易大臣会合の概要 

第 1 章 G7 大阪・堺貿易大臣会合の概要 

1．G7 大阪・堺貿易大臣会合について 

⑴ G7 貿易大臣会合とは 
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また、サプライチェーンの強靭化や経済的威圧等について、意見交換が行われてきた。 
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⑵ G7 大阪・堺貿易大臣会合とは 

令和 5 年の日本の議長下においては、G7 広島サミットに合わせて、15 の都市で関係閣僚会合が開催されることと
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G7 広島サミットと関係閣僚会合 

会合名 開催日程 開催場所 主管省庁 

G7 広島サミット（主要国首脳会議） 5 月 19 日～21 日 広島県広島市 ― 

G7 札幌気候・エネルギー・環境大臣会合 4 月 15 日～16 日 北海道札幌市 経済産業省、環境省 

G7 長野県軽井沢外務大臣会合 4 月 16 日～18 日 長野県軽井沢町 外務省 

G7 倉敷労働雇用大臣会合 4 月 22 日～23 日 岡山県倉敷市 厚生労働省 

G7 宮崎農業大臣会合 4 月 22 日～23 日 宮崎県宮崎市 農林水産省 

G7 群馬高崎デジタル・技術大臣会合 4 月 29 日～30 日 群馬県高崎市 デジタル庁、総務省、経済産業省 

G7 新潟財務大臣・中央銀行総裁会議 5 月 11 日～13 日 新潟県新潟市 財務省 

G7 仙台科学技術大臣会合 5 月 12 日～14 日 宮城県仙台市 内閣府 

G7 富山・金沢教育大臣会合 5 月 12 日～15 日 富山県富山市・石川県金沢市 文部科学省 

G7 長崎保健大臣会合 5 月 13 日～14 日 長崎県長崎市 厚生労働省 

G7 三重・伊勢志摩交通大臣会合 6 月 16 日～18 日 三重県志摩市 国土交通省 

G7 栃木県・日光男女共同参画・女性活躍担当大臣会合 6 月 24 日～25 日 栃木県日光市 内閣府 

G7 司法大臣会合 7 月 7 日 東京都 法務省 

G7 香川・高松都市大臣会合 7 月 7 日～9 日 香川県高松市 国土交通省 

G7 大阪・堺貿易大臣会合 10 月 28 日～29 日 大阪府大阪市・堺市 外務省、経済産業省 

G7 茨城水戸内務・安全担当大臣会合 12 月 8 日～10 日 茨城県水戸市 警察庁 

※特に断りのない限り、会合の日程、場所等については、対面で開催された会合を記載している。以下同じ。 
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2．G7 大阪・堺貿易大臣会合の概要 

⑴ 日程 

月日 開始時刻 行 事 参加国・機関 場 所 

10/28 

（土） 

13時45分 開会セッション G7メンバー 

大阪府立国際会議場 
14時20分 サプライチェーン強靱化アウトリーチセッション 

G7メンバー 
招待国・招待国際機関 
G7の産業界の代表者等 

16時50分 記念撮影 
G7メンバー 
招待国・招待国際機関 

仁徳天皇陵拝所 

17時35分 協議会主催歓迎レセプション 
ホテル アゴーラ 
リージェンシー 大阪堺 18時25分 

セッション1「貿易と持続可能性（環境、開発、 
デジタル）」（ワーキング・ディナー） 

10/29 

（日） 

9時40分 セッション2「自由で公正な貿易 MC13に向けて」 
G7メンバー 

世界貿易機関（WTO） 

大阪府立国際会議場 

10時55分 セッション3「公平な競争条件」 

G7メンバー 13時20分 
セッション4「経済的威圧／サプライチェーン強靱化」

（ワーキング・ランチ） 

14時30分 閉会セッション 

― 議長国記者会見 日本 

⑵ 会合参加者 

 国・機関名 役 職 氏 名 

Ｇ
７
メ
ン
バ
ー 

日本（G7 議長国） 
外務大臣 上川 陽子 

経済産業大臣 西村 康稔 

イタリア 外務・国際協力省政務次官 マリア・トリポーディ 

カナダ 輸出促進・国際貿易・経済開発担当大臣 メアリー・イン 

フランス 対外貿易・誘致・在外フランス人担当大臣 オリヴィエ・ベシュト 

アメリカ 通商代表 キャサリン・タイ 

イギリス ビジネス・貿易大臣 ケミ・ベイデノック 

ドイツ 経済・気候保護省事務次官 ウド・フィリップ 

欧州連合（EU） 欧州委員会上級副委員長兼貿易担当欧州委員 ヴァルディス・ドムブロウスキス 

招
待
国 

オーストラリア 貿易・観光大臣 ドン・ファレル 

チリ 外務省国際経済担当次官 クラウディア・サンウエサ 

インド 商工大臣 ピユシュ・ゴヤル 

インドネシア 商業大臣 ズルキフリ・ハッサン 

ケニア 投資貿易産業長官 レベッカ・ミアノ 
招
待
国
際
機
関 

世界貿易機関（WTO） 事務局長 ゴズィ・オコンジョ＝イウェアラ 

経済協力開発機構（OECD） 事務総長 マティアス・コーマン 

東アジア・アセアン経済研究センター（ERIA） 事務総長 渡辺 哲也 
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第 2 編 G7 大阪・堺貿易大臣会合開催に向けて 

第 1 章 誘致活動 

1．誘致決定に至る経緯 

令和 3 年 8 月 2 日付けで、外務省経済局政策課長及び外務省大臣官房総務課地方連携推進室長から、都道

府県副知事及び政令指定都市副市長あてに「2023 年日本開催の主要国首脳会議（サミット）及び関係閣僚会

合の開催地検討のための参考情報の送付」の文書が発出された。 

同年 10 月 1 日付けで、外務省経済局政策課長及び外務省大臣官房総務課地方連携推進室長から、都道府

県副知事及び政令指定都市副市長あてに「2023 年日本開催の主要国首脳会議（G7 サミット）及び関係閣僚会

合の開催地選定について」の文書が発出され、正式に誘致計画案概要及び調査票の提出依頼があった。 

大阪府及び堺市では、誘致に係る検討を進め、令和 3 年 12 月 1 日、大阪府庁本館において、吉村大阪府知事

と永藤堺市長が共同で、2023 年 G7 関係閣僚会合のうち、財務大臣・中央銀行総裁会議又は環境大臣会議の誘

致をめざすとの発表を行った。 

2．提案内容 

令和 3 年 12 月 24 日付けで、大阪府知事及び堺市長の連名で、外務大臣あてに「2023 年日本開催の G7 関

係閣僚会合誘致計画案概要」を提出した。 

誘致計画案概要では、G20 大阪サミット 2019 での開催実績をはじめ、充実した宿泊施設、優れた交通アクセス等

をアピールするとともに、大臣会合や国際メディアセンターの会場として大阪府立国際会議場、また、記念撮影や夕食会

等の歓迎行事場所として世界の要人が日本の歴史・伝統・文化といった日本らしさを体感できる堺市での開催を提案

した。 

この提案を受け、令和 4 年 2 月 14 日には、外務省経済局政策課長により、堺市内にある仁徳天皇陵拝所や大

仙公園日本庭園等の現地視察が行われた。 

3．要望活動 

令和 4 年 6 月 16 日に、木原内閣官房副長官に対し、永藤堺市長と山口大阪府副知事が「2023 年 G7 関係

閣僚会合の大阪・堺開催」に関する要望書を手交した。 

 

要望書の手交 
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2．G7 大阪・堺貿易大臣会合の概要 

⑴ 日程 

月日 開始時刻 行 事 参加国・機関 場 所 

10/28 

（土） 

13時45分 開会セッション G7メンバー 

大阪府立国際会議場 
14時20分 サプライチェーン強靱化アウトリーチセッション 

G7メンバー 
招待国・招待国際機関 
G7の産業界の代表者等 

16時50分 記念撮影 
G7メンバー 
招待国・招待国際機関 

仁徳天皇陵拝所 

17時35分 協議会主催歓迎レセプション 
ホテル アゴーラ 
リージェンシー 大阪堺 18時25分 

セッション1「貿易と持続可能性（環境、開発、 
デジタル）」（ワーキング・ディナー） 

10/29 

（日） 

9時40分 セッション2「自由で公正な貿易 MC13に向けて」 
G7メンバー 

世界貿易機関（WTO） 

大阪府立国際会議場 

10時55分 セッション3「公平な競争条件」 

G7メンバー 13時20分 
セッション4「経済的威圧／サプライチェーン強靱化」

（ワーキング・ランチ） 

14時30分 閉会セッション 

― 議長国記者会見 日本 

⑵ 会合参加者 

 国・機関名 役 職 氏 名 

Ｇ
７
メ
ン
バ
ー 

日本（G7 議長国） 
外務大臣 上川 陽子 

経済産業大臣 西村 康稔 

イタリア 外務・国際協力省政務次官 マリア・トリポーディ 

カナダ 輸出促進・国際貿易・経済開発担当大臣 メアリー・イン 

フランス 対外貿易・誘致・在外フランス人担当大臣 オリヴィエ・ベシュト 

アメリカ 通商代表 キャサリン・タイ 

イギリス ビジネス・貿易大臣 ケミ・ベイデノック 

ドイツ 経済・気候保護省事務次官 ウド・フィリップ 

欧州連合（EU） 欧州委員会上級副委員長兼貿易担当欧州委員 ヴァルディス・ドムブロウスキス 

招
待
国 

オーストラリア 貿易・観光大臣 ドン・ファレル 

チリ 外務省国際経済担当次官 クラウディア・サンウエサ 

インド 商工大臣 ピユシュ・ゴヤル 

インドネシア 商業大臣 ズルキフリ・ハッサン 

ケニア 投資貿易産業長官 レベッカ・ミアノ 
招
待
国
際
機
関 

世界貿易機関（WTO） 事務局長 ゴズィ・オコンジョ＝イウェアラ 

経済協力開発機構（OECD） 事務総長 マティアス・コーマン 

東アジア・アセアン経済研究センター（ERIA） 事務総長 渡辺 哲也 
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第 2 編 G7 大阪・堺貿易大臣会合開催に向けて 

第 1 章 誘致活動 

1．誘致決定に至る経緯 

令和 3 年 8 月 2 日付けで、外務省経済局政策課長及び外務省大臣官房総務課地方連携推進室長から、都道

府県副知事及び政令指定都市副市長あてに「2023 年日本開催の主要国首脳会議（サミット）及び関係閣僚会

合の開催地検討のための参考情報の送付」の文書が発出された。 

同年 10 月 1 日付けで、外務省経済局政策課長及び外務省大臣官房総務課地方連携推進室長から、都道府

県副知事及び政令指定都市副市長あてに「2023 年日本開催の主要国首脳会議（G7 サミット）及び関係閣僚会

合の開催地選定について」の文書が発出され、正式に誘致計画案概要及び調査票の提出依頼があった。 

大阪府及び堺市では、誘致に係る検討を進め、令和 3 年 12 月 1 日、大阪府庁本館において、吉村大阪府知事

と永藤堺市長が共同で、2023 年 G7 関係閣僚会合のうち、財務大臣・中央銀行総裁会議又は環境大臣会議の誘

致をめざすとの発表を行った。 

2．提案内容 

令和 3 年 12 月 24 日付けで、大阪府知事及び堺市長の連名で、外務大臣あてに「2023 年日本開催の G7 関

係閣僚会合誘致計画案概要」を提出した。 

誘致計画案概要では、G20 大阪サミット 2019 での開催実績をはじめ、充実した宿泊施設、優れた交通アクセス等

をアピールするとともに、大臣会合や国際メディアセンターの会場として大阪府立国際会議場、また、記念撮影や夕食会

等の歓迎行事場所として世界の要人が日本の歴史・伝統・文化といった日本らしさを体感できる堺市での開催を提案

した。 

この提案を受け、令和 4 年 2 月 14 日には、外務省経済局政策課長により、堺市内にある仁徳天皇陵拝所や大

仙公園日本庭園等の現地視察が行われた。 

3．要望活動 

令和 4 年 6 月 16 日に、木原内閣官房副長官に対し、永藤堺市長と山口大阪府副知事が「2023 年 G7 関係

閣僚会合の大阪・堺開催」に関する要望書を手交した。 

 

要望書の手交 
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4．誘致決定 

令和 4 年 9 月 16 日の定例記者会見において、松野内閣官房長官から大阪府での貿易大臣会合の開催決定が

発表された。 

その後、同年 11 月 29 日に林外務大臣及び西村経済産業大臣から、貿易大臣会合の名称「G7 大阪・堺貿易

大臣会合」及び開催日程（令和 5 年 10 月 28 日、29 日）が発表された。 

     

堺市役所前の懸垂幕（左：開催決定時、 右：会合名称・開催日程決定時） 

13 

 

第 3 編 2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会等にお

ける取組 

第 1 章 推進体制 

1．2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会 

⑴ 設立の経緯 

「2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会」は、会合開催への協力・支援などを通じて、本会合の成

功と世界に向けた大阪・堺及び関西の魅力発信と存在感の向上及び発展に資することを目的として設立した。 

令和 4 年 9 月 16 日に大阪府での G7 貿易大臣会合の開催決定が発表されたことを受け、同月 30 日、大阪府

及び堺市を構成団体として設立し、同年 11 月 30 日には地元経済団体及び公益財団法人 大阪観光局が構成団

体に加わった。 

協議会の構成団体 

団体名 協議会への参画日 

大阪府 
令和 4 年 9 月 30 日 

堺市 

公益社団法人 関西経済連合会 

令和 4 年 11 月 30 日 

大阪商工会議所 

一般社団法人 関西経済同友会 

堺商工会議所 

公益財団法人 大阪観光局 

 

   

協議会設立に係る大阪府・堺市共同記者会見 

⑵ 組織体制  

当協議会においては、事業計画や予算、決算その他の当協議会の運営に係る重要事項を報告する「総会」のほか、

事業計画、予算、決算、当協議会の運営に関すること等を審議し決定する「役員会」、当協議会の事業に関して企

画・立案を行う「幹事会」を設置した。 
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4．誘致決定 

令和 4 年 9 月 16 日の定例記者会見において、松野内閣官房長官から大阪府での貿易大臣会合の開催決定が

発表された。 

その後、同年 11 月 29 日に林外務大臣及び西村経済産業大臣から、貿易大臣会合の名称「G7 大阪・堺貿易

大臣会合」及び開催日程（令和 5 年 10 月 28 日、29 日）が発表された。 

     

堺市役所前の懸垂幕（左：開催決定時、 右：会合名称・開催日程決定時） 

13 

 

第 3 編 2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会等にお

ける取組 

第 1 章 推進体制 

1．2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会 

⑴ 設立の経緯 

「2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会」は、会合開催への協力・支援などを通じて、本会合の成

功と世界に向けた大阪・堺及び関西の魅力発信と存在感の向上及び発展に資することを目的として設立した。 

令和 4 年 9 月 16 日に大阪府での G7 貿易大臣会合の開催決定が発表されたことを受け、同月 30 日、大阪府

及び堺市を構成団体として設立し、同年 11 月 30 日には地元経済団体及び公益財団法人 大阪観光局が構成団

体に加わった。 

協議会の構成団体 

団体名 協議会への参画日 

大阪府 
令和 4 年 9 月 30 日 

堺市 

公益社団法人 関西経済連合会 

令和 4 年 11 月 30 日 

大阪商工会議所 

一般社団法人 関西経済同友会 

堺商工会議所 

公益財団法人 大阪観光局 

 

   

協議会設立に係る大阪府・堺市共同記者会見 

⑵ 組織体制  

当協議会においては、事業計画や予算、決算その他の当協議会の運営に係る重要事項を報告する「総会」のほか、

事業計画、予算、決算、当協議会の運営に関すること等を審議し決定する「役員会」、当協議会の事業に関して企

画・立案を行う「幹事会」を設置した。 
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協議会の委員等 

協議会における役職 構成団体における役職等 

委員 

会長 大阪府知事 

会長代行 堺市長 

副会長 公益社団法人 関西経済連合会会長 

副会長 大阪商工会議所会頭 

副会長 一般社団法人 関西経済同友会代表幹事 

副会長 一般社団法人 関西経済同友会代表幹事 

副会長 堺商工会議所会頭 
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⑶ 開催状況  

総会、役員会、幹事会の開催状況 

年度 月日 種別 主な議題等 

令
和
４
年
度 

9 月 30 日 設立総会 
・協議会の設立（設立趣旨、協議会規約の承認） 

・会長、会長代行の選任 

11 月 17 日 
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【持ち回り開催】 
・協議会規約の一部改正（構成団体・委員・幹事の追加） 
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役員会 
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11 月 30 日 総会 
・協議会規約の一部改正（構成団体・委員・幹事の追加） 
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【書面報告・同意】 

・令和 5 年度事業計画、収支予算 

・顧問の委嘱 
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年度 月日 種別 主な議題等 

令
和
５
年
度 

5 月 26 日 
総会 

【書面同意】 
・役員の選出 

5 月 26 日 
幹事会 

【持ち回り開催】 
・令和 4 年度決算に伴う残余金の取扱い 

6 月 15 日 
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・令和 4 年度決算に伴う残余金の取扱い 
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・令和 4 年度事業報告、収支決算報告 

・令和 5 年度収支補正予算 

※今後、協議会解散までの間に残余財産の取扱い、決算報告等に係る幹事会、役員会、総会を実施予定。 
 

⑷ 事務局  

当協議会の事務を処理するため、令和 4 年 11 月 1 日、堺市役所本館 5 階に事務局を設置した。事務局は、事

務局長及び同次長のもと総務・企画担当課、事業調整担当課の 2 課で構成され、大阪府、堺市、大阪府警察及び

堺商工会議所から職員が派遣された。以降、本会合の開催に向けて、業務の進捗状況等を踏まえ適宜増員を行った。 

事務局職員数の推移（会合開催時点まで） 

年度 月日 大阪府 堺市 大阪府警察 堺商工会議所 

令
和
４
年
度 

11 月 1 日 8 7   

12 月 1 日 11 7   

1 月 1 日 10 7  1 

1 月 10 日 10 7 1 1 

2 月 1 日 11 7 1 1 

令
和
５
年
度 

4 月 1 日 11 8 1 1 

7 月 1 日 11 10 1 1 

8 月 1 日 13 11 1 1 

 

       

事務局（堺市役所本館 5 階） 
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2．事業計画・予算・決算 

⑴ 事業計画 

 

① 令和 4 年度事業計画 

2023 年に開催される「G7 大阪・堺貿易大臣会合」が安全・安心に開催されるよう必要な取り組みを進めるととも

に、世界に向けた大阪・堺及び関西の魅力の発信と存在感の向上及び発展に資するため、次の事業を実施する。 

ア．大阪・堺の魅力発信 

堺の歴史・文化などのプレス発信や大阪・関西万博の PR、そして、地域産品の活用など、大阪・堺の魅力を最大

限にアピールする。 

（令和 4 年度 主な事業内容） 

 ・プレスセンターでの PR 手法の企画・検討 

 ・プレスキットの企画・検討 

 ・南大阪の地域産品等のリスト作成と堺の伝統産品を活用した贈呈品の調整 

イ．地元歓迎行事等の取組 

G7 貿易大臣をはじめとした政府要人に、ホスピタリティ溢れる社交行事を行い、最高のおもてなしを提供する。 

（令和 4 年度 主な事業内容） 

 ・地元歓迎レセプションの企画・検討 

 ・古墳の雄大さを体感できる取組の企画・検討（気球、ドローン、VR・映像等） 

 ・府内大学と連携した学生ボランティアの募集に向けた調整 

ウ．住民・事業者等への周知 

様々な広報媒体を通じた情報発信や大阪府民・堺市民向けのイベントを実施して、会合開催への理解促進と機

運醸成を行うとともに、安全・安心な開催に向けた取り組みを進める。 

（令和 4 年度 主な事業内容） 

 ・府警本部等との連携や、規制等に関する住民説明会の開催 

 ・府民・市民向けイベントの企画・検討 

 ・ホームページ・SNS や広報誌などによる情報発信 

 ・チラシ・ポスターや PR グッズの配布 
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② 令和 5 年度事業計画 

2023 年 10 月の「G7 大阪・堺貿易大臣会合」が安全・安心に開催され、大阪・堺の魅力発信と存在感の向上

及び発展、並びに 2025 年大阪・関西万博の機運醸成に資するため、次の事業を実施する。 

ア．安全・安心対策（総務費） 

国、警察、消防など関係機関と綿密に協議・連携し、会合を安全・安心に開催するための環境整備を行う。また、

実施に当たっては、住民や事業者等に丁寧に説明し、十分な理解を求めて協力を得る。 

（主な取組事項） 

・警備・交通         ：会場及び周辺の警備、交通規制 

・危機管理・消防救急 ：危機管理体制の構築、防火対策、救急搬送 

・保健医療          ：医療体制の整備、食品衛生 

イ．魅力発信（事業費） 

政府主催行事を活用し、南大阪の歴史・伝統・文化などの魅力を発信し、併せて、大阪・関西万博の PR を行

う。 

（主な事業内容） 

・大臣の記念撮影に堺の歴史・伝統を感じられる場所を提案 

・政府夕食会に南大阪の地域産品等の活用提案、伝統産品等の記念品贈呈 

・国際メディアセンターを活用した魅力発信 

・海外プレスや外国公館に向けたツアーの企画・実施 

ウ．地元歓迎行事の実施（事業費） 

南大阪の魅力を感じていただける社交行事を行い、大臣等に最高のおもてなしを提供する。 

（主な事業内容） 

・堺をはじめとする南大阪の食や産業等を体感できる取組の実施 

エ．機運醸成（総務費） 

様々な広報媒体を通じた情報発信や関係機関と連携した住民イベントを実施し、会合開催に向けた機運醸成を

行う。 

（主な事業内容） 

・ホームページ・SNS、チラシ・ポスター、メディア等広報媒体を利用した情報発信 

・次世代を担う子どもたちをはじめとした住民向けイベント・取組の企画・実施 

・国際メディアセンター等で学生が通訳ボランティアとして参画 
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⑵ 予算・決算 

当協議会の予算は、財務規程により、構成団体等からの分担金、寄附金、その他の収入等をもって歳入とし、当協

議会の事務に要するすべての経費をもって歳出とすると定めた。各事業年度における収支予算・決算は以下の表のとお

りである。 

① 令和 4 年度収支予算・決算 

収入の部 
単位：円 

款・項 予算（①） 決算（②） 差引（①-②） 備考 

分担金 40,828,000 40,828,000 0   

  分担金 40,828,000 40,828,000 0 

大阪府 
20,414,000 
堺市 
20,414,000 

繰越金 0 0 0   

  繰越金 0 0 0   

諸収入 0 0 0   

  雑入 0 0 0   

合計 40,828,000 40,828,000 0   

支出の部（款・項別） 
単位：円 

款・項 予算（①） 決算（②） 差引（①-②） 備考 

協議会費 40,513,000 8,301,697 32,211,303   

  事業費 12,546,000 0 12,546,000   

  総務費 27,967,000 8,301,697 19,665,303   

予備費 315,000 0 315,000   

合計 40,828,000 8,301,697 32,526,303   
            

収入計―支出計 0 32,526,303     
            

次年度繰越金 32,526,303   

支出の部（事項別） 
単位：円 

科目 事項 決算 

協議会費     8,301,697 

    総務費               8,301,697 

        運営費   3,263,517 

            1 協議会事務局の運営事務費 3,263,517 

        広報費   5,038,180 

            2 ポスター・リーフレットなどによる周知 673,800 

            3 協議会 HP・SNS による周知 3,294,710 

            4 PR ツール・PR グッズの作成 1,069,670 

歳出合計  8,301,697 
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② 令和 5 年度収支予算・決算見込 

収入の部 
単位：円 

款・項 予算（①） 決算見込（②） 差引（①-②） 備考 

分担金 109,172,000 109,172,000 0   

  分担金 109,172,000 109,172,000 0 

大阪府 
69,586,000 
堺市 
39,586,000 

繰越金 32,526,000 32,526,000 0   

  繰越金 32,526,000 32,526,000 0   

諸収入 0 0 0   

  雑入 0 0 0   

合計 141,698,000 141,698,000 0   

※令和 4 年度からの繰越金については、端数の 303 円を予算計上していない。 

支出の部（款・項別） 
単位：円 

 款・項 予算（①） 決算見込（②） 差引（①-②） 備考 

協議会費 140,375,000 115,279,237 25,095,763  

  事業費 90,000,000 89,557,815 442,185  

  総務費 50,375,000 25,721,422 24,653,578  

予備費 1,323,000 0 1,323,000  

合計 141,698,000 115,279,237 26,418,763  
           

収入計―支出計 0 26,418,763    
           

支出の部（事項別） 
単位：円 

科目 事項 決算 

協議会費      115,279,237 

    事業費               89,557,815 

        事業調整費 89,557,815 

            1 地元産品の提案・大臣等への贈呈品 861,100 

            2 プレスツアーの実施 3,448,410  

            3 プレスセンターでの情報発信  10,451,980  

            4 PR 映像の作成  9,858,440  

            5 歓迎レセプションの実施 64,937,885  

    総務費     25,721,422 

        運営費   7,571,872 

            6 協議会事務局の運営事務費 7,401,372  

            7 記録誌の作成 170,500  

        広報費    18,149,550 

            8 ポスター・リーフレットなどによる周知 6,673,300  

            9 協議会 HP・SNS による周知 2,303,950  

            10 シティドレッシングによる周知 5,012,894  

            11 PR ツール・PR グッズの作成 1,683,194  

            12 理解促進・参画・機運醸成イベントの実施 2,476,212  

歳出合計 115,279,237 
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⑵ 予算・決算 

当協議会の予算は、財務規程により、構成団体等からの分担金、寄附金、その他の収入等をもって歳入とし、当協

議会の事務に要するすべての経費をもって歳出とすると定めた。各事業年度における収支予算・決算は以下の表のとお

りである。 

① 令和 4 年度収支予算・決算 

収入の部 
単位：円 

款・項 予算（①） 決算（②） 差引（①-②） 備考 

分担金 40,828,000 40,828,000 0   

  分担金 40,828,000 40,828,000 0 

大阪府 
20,414,000 
堺市 
20,414,000 

繰越金 0 0 0   

  繰越金 0 0 0   

諸収入 0 0 0   

  雑入 0 0 0   

合計 40,828,000 40,828,000 0   

支出の部（款・項別） 
単位：円 

款・項 予算（①） 決算（②） 差引（①-②） 備考 

協議会費 40,513,000 8,301,697 32,211,303   

  事業費 12,546,000 0 12,546,000   

  総務費 27,967,000 8,301,697 19,665,303   

予備費 315,000 0 315,000   

合計 40,828,000 8,301,697 32,526,303   
            

収入計―支出計 0 32,526,303     
            

次年度繰越金 32,526,303   

支出の部（事項別） 
単位：円 

科目 事項 決算 

協議会費     8,301,697 

    総務費               8,301,697 

        運営費   3,263,517 

            1 協議会事務局の運営事務費 3,263,517 

        広報費   5,038,180 

            2 ポスター・リーフレットなどによる周知 673,800 

            3 協議会 HP・SNS による周知 3,294,710 

            4 PR ツール・PR グッズの作成 1,069,670 

歳出合計  8,301,697 
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② 令和 5 年度収支予算・決算見込 

収入の部 
単位：円 

款・項 予算（①） 決算見込（②） 差引（①-②） 備考 

分担金 109,172,000 109,172,000 0   

  分担金 109,172,000 109,172,000 0 

大阪府 
69,586,000 
堺市 
39,586,000 

繰越金 32,526,000 32,526,000 0   

  繰越金 32,526,000 32,526,000 0   

諸収入 0 0 0   

  雑入 0 0 0   

合計 141,698,000 141,698,000 0   

※令和 4 年度からの繰越金については、端数の 303 円を予算計上していない。 

支出の部（款・項別） 
単位：円 

 款・項 予算（①） 決算見込（②） 差引（①-②） 備考 

協議会費 140,375,000 115,279,237 25,095,763  

  事業費 90,000,000 89,557,815 442,185  

  総務費 50,375,000 25,721,422 24,653,578  

予備費 1,323,000 0 1,323,000  

合計 141,698,000 115,279,237 26,418,763  
           

収入計―支出計 0 26,418,763    
           

支出の部（事項別） 
単位：円 

科目 事項 決算 

協議会費      115,279,237 

    事業費               89,557,815 

        事業調整費 89,557,815 

            1 地元産品の提案・大臣等への贈呈品 861,100 

            2 プレスツアーの実施 3,448,410  

            3 プレスセンターでの情報発信  10,451,980  

            4 PR 映像の作成  9,858,440  

            5 歓迎レセプションの実施 64,937,885  

    総務費     25,721,422 

        運営費   7,571,872 

            6 協議会事務局の運営事務費 7,401,372  

            7 記録誌の作成 170,500  

        広報費    18,149,550 

            8 ポスター・リーフレットなどによる周知 6,673,300  

            9 協議会 HP・SNS による周知 2,303,950  

            10 シティドレッシングによる周知 5,012,894  

            11 PR ツール・PR グッズの作成 1,683,194  

            12 理解促進・参画・機運醸成イベントの実施 2,476,212  

歳出合計 115,279,237 
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③ 総収支予算・決算見込 

収入の部 
単位：円 

款・項 予算（①） 決算見込（②） 差引（①-②） 備考 

分担金 150,000,000 150,000,000 0   

  分担金 150,000,000 150,000,000 0 

大阪府  

90,000,000 
堺市 
60,000,000 

繰越金 0 0 0   

  繰越金 0 0 0   

諸収入 0 0 0   

  雑入 0 0 0   

合計 150,000,000 150,000,000 0   

※大阪府分担金には大阪府への寄附金を含む。 

支出の部（款・項別） 
単位：円 

款・項 予算（①） 決算見込（②） 差引（①-②） 備考 

協議会費 148,677,000 123,580,934 25,096,066   

  事業費 90,000,000 89,557,815 442,185   

  総務費 58,677,000 34,023,119 24,653,881   

予備費 1,323,000 0 1,323,000   

合計 150,000,000 123,580,934 26,419,066   
            

収入計―支出計 0 26,419,066     
            

大阪府分担金戻入見込み 13,283,231   

堺市分担金戻入見込み 13,135,835   

次年度繰越金 0   

※大阪府:堺市の分担金にかかる経費負担額をもとに分配（事業費 2:1 総務費 1:1）する。 

【参考】 
    

大阪府への 

寄附金収入額 

予算（①） 決算見込（②） 差引（②-①） 備考 

30,000,000 34,700,000 4,700,000   

※決算見込額は令和 5 年 12 月 31 日時点のものであり、今後、執行実績を踏まえて変動する。 

 

3．行政事業 

大阪府において、本会合開催のための安全・安心対策費の予算措置を行った。 

単位：円 

所管 事業名 事業概要 
令和 4 年度 令和 5 年度 

合計 
決算 予算 

大阪府警察本部 
2023 年 G7 貿易大

臣会合対策事業費 

2023 年 G7 貿易大臣会合

開催の成功に向けて、警護

警備対策、交通対策に万全

を期すための費用 

0  20,656,000 20,656,000 
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4．国への応援体制（経済産業省業務への応援） 

⑴ 経済産業省への研修員派遣について 

会合開催業務に係る専門知識の習得及び実務研修のため、大阪府職員 1 名を下記のとおり派遣した。 

所属：経済産業省 通商政策局 G7 貿易大臣会合準備室 

期間：令和 5 年 2 月 1 日から令和 5 年 11 月 30 日（10 カ月間） 

身分：行政事務研修員 

⑵ 会合開催期間中業務等に係る研修員派遣について 

会合開催直前及び期間中の業務に係る専門知識の習得及び実務研修のため、大阪府職員18名、堺市職員17

名の計 35 名を下記のとおり派遣した。 

所属：経済産業省 通商政策局 G7 貿易大臣会合準備室 

期間：令和 5 年 10 月 25 日から令和 5 年 10 月 29 日（5 日間） 

身分：行政事務研修員  

20

第
３
編

第
１
章

推
進
体
制



20 

 

③ 総収支予算・決算見込 

収入の部 
単位：円 

款・項 予算（①） 決算見込（②） 差引（①-②） 備考 

分担金 150,000,000 150,000,000 0   

  分担金 150,000,000 150,000,000 0 

大阪府  

90,000,000 
堺市 
60,000,000 

繰越金 0 0 0   

  繰越金 0 0 0   

諸収入 0 0 0   

  雑入 0 0 0   

合計 150,000,000 150,000,000 0   

※大阪府分担金には大阪府への寄附金を含む。 

支出の部（款・項別） 
単位：円 

款・項 予算（①） 決算見込（②） 差引（①-②） 備考 

協議会費 148,677,000 123,580,934 25,096,066   

  事業費 90,000,000 89,557,815 442,185   

  総務費 58,677,000 34,023,119 24,653,881   

予備費 1,323,000 0 1,323,000   

合計 150,000,000 123,580,934 26,419,066   
            

収入計―支出計 0 26,419,066     
            

大阪府分担金戻入見込み 13,283,231   

堺市分担金戻入見込み 13,135,835   

次年度繰越金 0   

※大阪府:堺市の分担金にかかる経費負担額をもとに分配（事業費 2:1 総務費 1:1）する。 

【参考】 
    

大阪府への 

寄附金収入額 

予算（①） 決算見込（②） 差引（②-①） 備考 

30,000,000 34,700,000 4,700,000   

※決算見込額は令和 5 年 12 月 31 日時点のものであり、今後、執行実績を踏まえて変動する。 

 

3．行政事業 

大阪府において、本会合開催のための安全・安心対策費の予算措置を行った。 

単位：円 

所管 事業名 事業概要 
令和 4 年度 令和 5 年度 

合計 
決算 予算 

大阪府警察本部 
2023 年 G7 貿易大

臣会合対策事業費 

2023 年 G7 貿易大臣会合

開催の成功に向けて、警護

警備対策、交通対策に万全

を期すための費用 

0  20,656,000 20,656,000 
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4．国への応援体制（経済産業省業務への応援） 

⑴ 経済産業省への研修員派遣について 

会合開催業務に係る専門知識の習得及び実務研修のため、大阪府職員 1 名を下記のとおり派遣した。 

所属：経済産業省 通商政策局 G7 貿易大臣会合準備室 

期間：令和 5 年 2 月 1 日から令和 5 年 11 月 30 日（10 カ月間） 

身分：行政事務研修員 

⑵ 会合開催期間中業務等に係る研修員派遣について 

会合開催直前及び期間中の業務に係る専門知識の習得及び実務研修のため、大阪府職員18名、堺市職員17

名の計 35 名を下記のとおり派遣した。 

所属：経済産業省 通商政策局 G7 貿易大臣会合準備室 

期間：令和 5 年 10 月 25 日から令和 5 年 10 月 29 日（5 日間） 

身分：行政事務研修員  
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第 2 章 安全・安心な開催に向けた取組 

1．警備・交通 

⑴ 地域住民・事業者の理解と協力 

① イベント等実施にかかる配慮のお願い 

大阪府、大阪市及び堺市の関係部局を通じて、住民や事業者の皆様に歓迎行事会場や記念撮影場所周辺の警

備環境を整えるため、会合開催直前期及び期間中におけるイベント等の実施を控えていただくなどの対応をお願いした。 

ア．大阪府立国際会議場及びホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺の周辺 

対象期間：令和 5 年 10 月 27 日（金）から 29 日（日） 

イ．大仙公園、仁徳天皇陵古墳の周辺 

対象期間：令和 5 年 10 月 21 日（土）から 29 日（日） 

② 地元住民団体等への協力のお願い 

会場周辺の地元住民団体に対して、警備・交通規制に係る情報提供を行い、理解と協力をお願いした。 

・堺市自治連合協議会：役員会・定例会（7 月、9 月）、堺区・北区定例会（10 月） 

・大阪市北区地域活動連絡会議・福島区行政協力会・西区連合振興町会長との情報交換会（7 月） 

③ 地域住民説明会 

交通規制の影響を受ける大仙校区では、大阪府警察と連携し、住民・事業者向けに説明会を実施した。 

ア．概要 

開催日時 開催場所 参加者数 

令和 5 年 10 月 7 日（土）10 時から 
大仙校区地域会館 

10 名 

令和 5 年 10 月 10 日（火）19 時から 0 名 
 

 

住民説明会の様子 

イ．説明内容 

・本会合の開催概要 

・大仙公園周辺での交通規制 

・交通規制に伴う路線バスのう回、周辺施設の臨時休業 
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・警備への協力依頼 

ウ．住民からの主な意見 

・警察による検問はいつ頃予定しているのか（情報を広く提供してもらいたい） 

・交通規制の情報を立看板でも知らせてもらいたい 

・当日交通規制による渋滞が起きないように警備員を適切に配置してもらいたい 等 

④ 事業者団体への説明 

会合期間中に交通規制や渋滞などの影響を受ける可能性がある事業者団体（一般社団法人 大阪府トラック協

会等）に対して、本会合の開催概要や想定される規制内容を説明し、周知を図った。 
 

⑵ 自主警備 

歓迎レセプション会場施設や記念撮影場所において、自主警備を実施した。 

① 歓迎レセプション会場施設（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺） 

10 月 28 日（土）9 時 00 分～21 時 00 分において、警備員等の配置、車両管理、金属探知機及びパーテー

ションの設置を行った。 

   

警備の様子                         金属探知機の設置 
 

② 記念撮影場所（仁徳天皇陵拝所） 

10 月 28 日（土）14 時 30 分～17 時 30 分において、警備員等の配置、歩行者・車両制限、囲繞の設置等

を行った。 

      

警備の様子                         囲繞の設置 
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第 2 章 安全・安心な開催に向けた取組 

1．警備・交通 

⑴ 地域住民・事業者の理解と協力 

① イベント等実施にかかる配慮のお願い 

大阪府、大阪市及び堺市の関係部局を通じて、住民や事業者の皆様に歓迎行事会場や記念撮影場所周辺の警

備環境を整えるため、会合開催直前期及び期間中におけるイベント等の実施を控えていただくなどの対応をお願いした。 

ア．大阪府立国際会議場及びホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺の周辺 

対象期間：令和 5 年 10 月 27 日（金）から 29 日（日） 

イ．大仙公園、仁徳天皇陵古墳の周辺 

対象期間：令和 5 年 10 月 21 日（土）から 29 日（日） 

② 地元住民団体等への協力のお願い 

会場周辺の地元住民団体に対して、警備・交通規制に係る情報提供を行い、理解と協力をお願いした。 

・堺市自治連合協議会：役員会・定例会（7 月、9 月）、堺区・北区定例会（10 月） 

・大阪市北区地域活動連絡会議・福島区行政協力会・西区連合振興町会長との情報交換会（7 月） 

③ 地域住民説明会 

交通規制の影響を受ける大仙校区では、大阪府警察と連携し、住民・事業者向けに説明会を実施した。 

ア．概要 

開催日時 開催場所 参加者数 

令和 5 年 10 月 7 日（土）10 時から 
大仙校区地域会館 

10 名 

令和 5 年 10 月 10 日（火）19 時から 0 名 
 

 

住民説明会の様子 

イ．説明内容 

・本会合の開催概要 

・大仙公園周辺での交通規制 

・交通規制に伴う路線バスのう回、周辺施設の臨時休業 
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・警備への協力依頼 

ウ．住民からの主な意見 

・警察による検問はいつ頃予定しているのか（情報を広く提供してもらいたい） 

・交通規制の情報を立看板でも知らせてもらいたい 

・当日交通規制による渋滞が起きないように警備員を適切に配置してもらいたい 等 

④ 事業者団体への説明 

会合期間中に交通規制や渋滞などの影響を受ける可能性がある事業者団体（一般社団法人 大阪府トラック協

会等）に対して、本会合の開催概要や想定される規制内容を説明し、周知を図った。 
 

⑵ 自主警備 

歓迎レセプション会場施設や記念撮影場所において、自主警備を実施した。 

① 歓迎レセプション会場施設（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺） 

10 月 28 日（土）9 時 00 分～21 時 00 分において、警備員等の配置、車両管理、金属探知機及びパーテー

ションの設置を行った。 

   

警備の様子                         金属探知機の設置 
 

② 記念撮影場所（仁徳天皇陵拝所） 

10 月 28 日（土）14 時 30 分～17 時 30 分において、警備員等の配置、歩行者・車両制限、囲繞の設置等

を行った。 

      

警備の様子                         囲繞の設置 
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③ ID によるセキュリティゾーン管理 

会場内にセキュリティゾーンを設け、国の識別証と当協議会が発行した識別 ID により、警備員等が目視でアクセスで

きる人物を確認できるよう対策を講じた。 

識別 ID の一例 

 

 

⑶ 関係機関の警備 

① 大阪府警察 

大阪府警察では、会合開催前より、本体会合や歓迎行事会場のほか、関係施設、不特定多数の人が集まる公共

交通機関等における警備を実施した。 

   

警戒警備の様子 

ア．推進体制 

令和4年10月、本会合の警察諸対策を推進する体制として、警備部警備第一課にサミット対策室を設置した。 

また、令和 5 年 4 月には、官民一体のテロ対策を推進するため、公共交通機関、大規模集客施設等の事業者

約 100 人が参加した「大阪府テロ対策パートナーシップ協議会」を開催した。 
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イ．テロ対策訓練 

令和 5 年 9 月、大阪府警察総合訓練センターにおいて、本会合の警備の完遂に向け、警備部隊の各種事案へ

の対処能力の向上と、部隊間における相互の連携を強化することを目的とした「G7 大阪・堺貿易大臣会合対策警

備総合訓練」を約 250 人が参加して実施した。 

   

テロ対策パートナーシップ協議会                   警備総合訓練 

 

② 海上保安庁 

海上保安庁第五管区海上保安本部では、本会合の開催期間中における地域住民や各国・機関の代表団の安

全・安心と会合の円滑な開催を確保するために、大阪府立国際会議場やホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺、関

西国際空港や移動経路周辺地域における海上警備を実施した。 

ア．推進体制 

海上警備を有効かつ効果的に推進するため自主警備の強化や船舶管理の徹底について、管内の海事関係機関

や海域利用者などにリーフレットを用いて周知活動を実施した。 

   

周知活動 

イ．官民連携訓練 

令和 5 年 9 月、大阪港内で本会合を前に、大阪府警察及びフェリーさんふらわあの官民により、フェリー船内及び

岸壁上での犯人制圧・確保訓練並びに海上での逃走船舶追跡・捕捉訓練を、海上保安官や警察官、フェリーさん

ふらわあ乗組員など約 100 人が参加して実施した。 
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官民連携訓練 
 

⑷ 交通対策 

① 環境整備 

各代表団が移動する際、通行が想定される堺市内の道路において、道路補修工事などの安全対策を行った。 

   

御陵通り                  ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺前 

② 交通規制 

仁徳天皇陵拝所における記念撮影の実施に伴い、府道 197 号 深井畑山宿院線（通称：御陵通り）の一部

区間において、交通規制を実施した。 
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ア．規制期間 

令和 5 年 10 月 28 日（土）14 時 30 分～17 時 30 分の間 

イ．規制対象区間 

御陵通交差点から百舌鳥本町交差点までの間 

（車両・歩行者通行止め） 

 

 

 

 

 

ウ．規制広報 

・堺区・北区内全掲示板へのポスターを掲出するとともに、大仙校区・榎校区の一部にチラシを配布し、規制対象

道路に立看板を設置した。 

・交通規制の影響を受ける可能性があるサービス事業者等にう回路の案内等を周知した。 

 

立看板による広報 

⑸ 関係部局の取組 

会場周辺や移動経路で不審物などの早期発見ができるように、街路樹の剪定や草木の刈込などを行い、警戒警備

の側面支援を行った。 

 

樹木剪定後の様子 
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2．危機管理 

⑴ 危機管理特別警戒の体制等 

会合の安全・安心な開催に資するため、万が一危機事象等（自然災害、事故、国民保護事態等）が発生した場

合に迅速に対応できるよう、危機管理特別警戒体制等を構築した。 

⑵ 開催までの取組 

① 危機管理連絡会議 

大阪府・大阪市・堺市の関係機関とで連絡会議を設置し、危機事象等発生時における情報共有・連絡体制や、

会合当日に向けた危機管理体制について協議を行った。 
 

構成組織：大阪府危機管理室（本連絡会議の事務局）、大阪府警察本部、大阪市危機管理室、大阪市消防

局、堺市危機管理室、堺市消防局、2023 年 G7 大阪・堺貿易大臣会合推進協力協議会事務局 

開催状況 

 

   

危機管理連絡会議（第 3 回） 
 

② G7 大阪・堺貿易大臣会合安全対策等調整会議の開催 

会合の開催に向けた安全対策に関する準備状況や協議会主催歓迎レセプション等の情報を共有し、関係機関が

緊密に連携を図り、安全・安心な会合の開催に資することを目的として大阪府知事や堺市長等が参加して開催した。 

会議では、安全・安心に関する取組は会合を成功させるための最優先事項とし、関係機関で確実な情報共有や迅

速な情報伝達を図ること、また、世界情勢が不安定な中で各国大臣等をお迎えできるよう万全の体制を構築することが

確認された。 

 

 第 1 回 第 2 回 第 3 回 

開 催 日 令和 5 年 3 月 24 日 令和 5 年 6 月 20 日 令和 5 年 9 月 29 日 

場 所 大阪市役所 大阪府庁新別館北館 大阪府庁新別館北館 

主 な 議 題 

・会議の設置 

・協議会事務局での検討状況 

・今後の議論調整事項 

・危機管理体制 

・他会合の状況等 

・消防救急体制 

・防災・危機管理等体制案 

・消防特別警戒体制 
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安全対策等調整会議 

③ 会合の開催を想定した情報伝達訓練 

大阪府立国際会議場で大阪市消防局主催の消防・救急訓練が実施されるのに合わせて、関係機関における連絡

体制の検証を目的とした情報伝達訓練を実施した。 

開 催 日 令和 5 年 10 月 23 日 

場 所 大阪府立国際会議場（本部）、関西国際空港、大阪国際空港、新大阪駅 

参 加 機 関 協議会事務局、関係危機管理部局、関係消防本部（局） 
 

⑶ 当日の対応 

危機事象発生に備えた万全な体制の整備を目的に、会合前日の 10 月 27 日（金）から 29 日（日）までの

間、大阪府立国際会議場内に情報連絡本部を設置した。同本部では、国との連携のもと、関西国際空港、大阪国

際空港及び新大阪駅に配置した情報収集員等から大臣等の動静情報を収集し、関係機関へ発信した。 

また、大阪府、大阪市、堺市からも本体会合会場、歓迎行事会場等に情報収集のための職員が派遣され、関係

機関が一団となって危機管理特別警戒体制を構築し、対応にあたった。 

なお、会合期間中は、大阪府内において自然災害及び国民保護事象は発生しなかった。 

   

大阪府立国際会議場内の情報連絡本部 

（海上保安庁第五管区海上保安本部、大阪府危機管理室、大阪市危機管理室、大阪市消防局も職員を配置） 

開 催 日 令和 5 年 10 月 19 日 

場 所 堺市役所 

議 題 本会合の安全対策等について 

出 席 者 
大阪府知事、堺市長、大阪府警察本部警備部長、大阪府危機管理監、堺市危機管理監、堺市消防局

長、2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会 事務局長及び事務局次長 
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大阪府立国際会議場内の情報連絡本部 

（海上保安庁第五管区海上保安本部、大阪府危機管理室、大阪市危機管理室、大阪市消防局も職員を配置） 

開 催 日 令和 5 年 10 月 19 日 

場 所 堺市役所 

議 題 本会合の安全対策等について 

出 席 者 
大阪府知事、堺市長、大阪府警察本部警備部長、大阪府危機管理監、堺市危機管理監、堺市消防局

長、2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会 事務局長及び事務局次長 
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3．消防救急 

⑴ 開催までの取組 

会合開催に伴い、会合会場、大臣等宿泊施設、空港等における防火・防災対策を講じるとともに、災害発生時に

おける消防活動に万全を期するため、各消防本部（局）において、特別警戒を実施した。 

消防特別警戒実施消防本部（局） 

大阪市消防局 

堺市消防局 

泉州南消防組合泉州南広域消防本部 

豊中市消防局 

池田市消防本部 

岸和田市消防本部 

泉大津市消防本部 

貝塚市消防本部 

忠岡町消防本部 

① 特別査察の実施 

関係消防本部（局）はそれぞれの計画に基づき、災害の未然防止対策として特別査察を実施し、警戒対象施設

に対して立入検査及び是正指導を行った。 

警戒対象施設一覧 
 施設名称 管轄消防本部（局） 

本体会合会場 大阪府立国際会議場 大阪市消防局 

宿泊場所 リーガロイヤルホテル（大阪） 大阪市消防局 

歓迎行事会場 
ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺 堺市消防局 

仁徳天皇陵拝所（大仙公園周辺） 堺市消防局 

交通拠点 

関西国際空港 泉州南消防組合泉州南広域消防本部 

大阪国際空港 豊中市消防局、池田市消防本部、伊丹市消防本部 

新大阪駅 大阪市消防局 

② 会合開催を想定した訓練の実施 

警防対策として、各消防本部（局）において会合を想定した訓練が実施された。 

訓練一覧 

主催消防本部（局） 実施日 内容 参加機関 

堺市消防局 10 月 4 日 
テロ等を想定した実地訓練及び関係機

関等と情報伝達訓練 
堺市危機管理室、大阪府危機管理室 

泉州南消防組合泉州南

広域消防本部 
10 月 16 日 バス事故等を想定した集団災害訓練 

大阪府泉州救命救急センター、 

大阪大学医学部附属病院高度救命救

急センター（ドクターヘリ） 

大阪市消防局 10 月 23 日 
火災・急病人を想定した実地訓練及び

情報伝達訓練 

経済産業省、大阪府危機管理室、 

大阪市危機管理室、協議会事務局、 

大阪府立国際会議場自衛消防隊 
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堺市消防局の訓練                    大阪市消防局の訓練 
 

 

泉州南消防組合泉州南広域消防本部の訓練 
 

⑵ 会合当日の体制 

各消防本部（局）において、以下のとおり災害発生時における即応体制を確立した。  

① 消防警備本部及び G7 警戒警防本部 

大阪市消防局に消防警備本部及び堺市消防局に G7 警戒警防本部を設置した。 

② 現地警戒本部及び現地警防本部 

大阪市消防局は、本体会合会場（大阪府立国際会議場）に現地警戒本部を設置した。また、堺市消防局は、

歓迎レセプション会場（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺）に現地警防本部を設置した。 

③ 特別警戒本部 

各消防本部（局）に特別警戒本部を設置した。  
 

⑶ 当日の活動等 

警戒期間中、警戒対象施設において、火災や救助事案は発生しなかった。また、歓迎レセプション参加者に救急出

動が 1 件あったが、軽症であった。なお、各国大臣等を対象とした救急出動はなかった。 
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警戒状況（大阪府立国際会議場）            警戒状況（仁徳天皇陵拝所周辺） 
 

   

警戒状況（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺）            警戒状況（関西国際空港） 

 

4．保健医療 

⑴ 保健医療対策の実施体制 

大阪府健康医療部、大阪市健康局、堺市健康福祉局と連携し、会合開催に向けて各種保健医療対策を実施す

るための体制を構築した。 

また、会合期間中においては、国現地本部とも連携した情報連絡体制を整備した。 

保健医療対策の実施体制 

 総合調整 救急医療 食品衛生 環境衛生 感染症対策 医薬品 毒物・劇物 

大阪府 

健康医療部 
健康医療総務課 

保健医療室 

医療対策課 

生活衛生室 

食の安全推進課 

生活衛生室 

環境衛生課 

保健医療室 

感染症対策企画課 生活衛生室 

薬務課 

生活衛生室 

薬務課 

府内各保健所（注） 府内薬事課設置 

各保健所（注） 

大阪市 

健康局 

総務部 

総務課 

健康推進部 

健康施策課 

健康推進部 

生活衛生課 
大阪市保健所 

感染症対策課 

健康推進部 

生活衛生課 大阪市保健所 

食品衛生監視課・ 

生活衛生監視事務所 

大阪市保健所 

環境衛生監視課 

環境衛生指導 G・ 

旅館業指導 G 

堺市 

健康福祉局 

生活福祉部 

健康福祉総務課 

健康部 

健康医療政策課 

堺市保健所 

食品衛生課 

堺市保健所 

環境薬務課 

堺市保健所 

感染症対策課 

堺市保健所 

保健医療課 

堺市保健所 

環境薬務課 

（注）大阪市・堺市・中核市を除く府域で保健医療に係る事案が発生した場合 
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会合期間中の情報連絡体制 

国現地本部（経済産業省 G7 貿易大臣会合準備室） 

2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会事務局 本部 

大阪府健康医療部（保健医療室医療対策課） 

大阪市健康局（健康推進部健康施策課・総務部総務課） 

堺市健康福祉局（健康部健康医療政策課） 

⑵ 救急医療 

① 受入医療機関の指定 

各国大臣等の救急事案発生時に、適切な医療機関へ迅速に搬送することを目的として、府内 13 の救急告示医

療機関に対し、令和 5 年 9 月 14 日付けで大阪府知事名にて協力依頼を行い、救急搬送の受入先として指定した。 

② 医師・看護師の待機 

記念撮影場所（仁徳天皇陵拝所）及び歓迎レセプション会場（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺）に堺市

立総合医療センターから派遣された医師及び看護師が待機し、 各国大臣等の救急事案発生時及び多数傷病者発

生時に、当該医師が症状等に応じて受入医療機関の中から搬送先を選定し、堺市消防局と連携して特別救急隊

（ドクターカー）による救急搬送を行う体制を構築した。 

 

特別救急隊（ドクターカー） 

⑶ 食品衛生 

食中毒など食品衛生上の事故発生を未然に防止するため、各国大臣・代表団等に食品を提供する施設（主に調

理を行う施設）に対し、保健所が会合開催までの間に監視指導を実施した。 

   

厨房内の水道の水質検査                  厨房内のふき取り検査 

32

第
３
編

第
２
章

安
全
・
安
心
な
開
催
に
向
け
た
取
組



32 

 

   

警戒状況（大阪府立国際会議場）            警戒状況（仁徳天皇陵拝所周辺） 
 

   

警戒状況（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺）            警戒状況（関西国際空港） 

 

4．保健医療 

⑴ 保健医療対策の実施体制 

大阪府健康医療部、大阪市健康局、堺市健康福祉局と連携し、会合開催に向けて各種保健医療対策を実施す

るための体制を構築した。 

また、会合期間中においては、国現地本部とも連携した情報連絡体制を整備した。 

保健医療対策の実施体制 

 総合調整 救急医療 食品衛生 環境衛生 感染症対策 医薬品 毒物・劇物 

大阪府 

健康医療部 
健康医療総務課 

保健医療室 

医療対策課 

生活衛生室 

食の安全推進課 

生活衛生室 

環境衛生課 

保健医療室 

感染症対策企画課 生活衛生室 

薬務課 

生活衛生室 

薬務課 

府内各保健所（注） 府内薬事課設置 

各保健所（注） 

大阪市 

健康局 

総務部 

総務課 

健康推進部 

健康施策課 

健康推進部 

生活衛生課 
大阪市保健所 

感染症対策課 

健康推進部 

生活衛生課 大阪市保健所 

食品衛生監視課・ 

生活衛生監視事務所 

大阪市保健所 

環境衛生監視課 

環境衛生指導 G・ 

旅館業指導 G 

堺市 

健康福祉局 

生活福祉部 

健康福祉総務課 

健康部 

健康医療政策課 

堺市保健所 

食品衛生課 

堺市保健所 

環境薬務課 

堺市保健所 

感染症対策課 

堺市保健所 

保健医療課 

堺市保健所 

環境薬務課 

（注）大阪市・堺市・中核市を除く府域で保健医療に係る事案が発生した場合 

33 

 

会合期間中の情報連絡体制 

国現地本部（経済産業省 G7 貿易大臣会合準備室） 

2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会事務局 本部 

大阪府健康医療部（保健医療室医療対策課） 

大阪市健康局（健康推進部健康施策課・総務部総務課） 

堺市健康福祉局（健康部健康医療政策課） 

⑵ 救急医療 

① 受入医療機関の指定 

各国大臣等の救急事案発生時に、適切な医療機関へ迅速に搬送することを目的として、府内 13 の救急告示医

療機関に対し、令和 5 年 9 月 14 日付けで大阪府知事名にて協力依頼を行い、救急搬送の受入先として指定した。 

② 医師・看護師の待機 

記念撮影場所（仁徳天皇陵拝所）及び歓迎レセプション会場（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺）に堺市

立総合医療センターから派遣された医師及び看護師が待機し、 各国大臣等の救急事案発生時及び多数傷病者発

生時に、当該医師が症状等に応じて受入医療機関の中から搬送先を選定し、堺市消防局と連携して特別救急隊

（ドクターカー）による救急搬送を行う体制を構築した。 

 

特別救急隊（ドクターカー） 

⑶ 食品衛生 

食中毒など食品衛生上の事故発生を未然に防止するため、各国大臣・代表団等に食品を提供する施設（主に調

理を行う施設）に対し、保健所が会合開催までの間に監視指導を実施した。 

   

厨房内の水道の水質検査                  厨房内のふき取り検査 

33

第
３
編

第
２
章

安
全
・
安
心
な
開
催
に
向
け
た
取
組



34 

 

⑷ 環境衛生 

① 建築物衛生法による監視指導 

各国大臣・代表団等が会合する特定建築物施設に対し、建築物衛生法に基づく空気環境や給排水管理等の維

持管理基準について、保健所が監視指導を実施した。 

② 旅館業法による監視指導 

各国大臣・代表団等の宿泊施設に対し、旅館業法に基づく宿泊者名簿の記載の徹底や衛生管理等について、保

健所が監視指導を実施した。 

③ 貯水槽水道等についての監視指導 

各国大臣・代表団等の会合施設、宿泊施設、食品提供施設に対し、貯水槽水道・簡易専用水道等の適切な管

理について、保健所が監視指導を実施した。 

④ 上下水道施設の監視強化 

堺市内の上下水道施設に対する巡視点検の頻度を上げたことや、配水施設での定期水質検査、水質モニターによ

る連続監視に加え臨時水質検査などを行い、会合期間中の水質維持管理に取り組んだ。 
 

⑸ 毒物劇物対策 

毒物劇物がテロ等に使用されることを未然に防止する観点から、堺市内の毒物劇物営業者等に対し、毒物劇物の

適切な取扱い状況などについて、保健所が監視指導を実施した。また、関係団体を通じて毒物劇物営業者等における

適正管理を求める通知を、令和 5 年 8 月 31 日付けで、大阪府・大阪市・堺市の所管部局長連名にて発出した。 
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第 3 章 大阪・堺の魅力発信・おもてなし 

1．記念撮影 

 10 月 28 日（土）、大阪初の世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」の構成資産の一つである仁徳天皇陵拝所の前で、

G7 及び招待国大臣、国際機関代表と、吉村大阪府知事、永藤堺市長による記念撮影を実施した。 

それに先立ち、大阪府立国際会議場から移動するバスの車内では、各国大臣等に対して、堺市職員が仁徳天皇

陵古墳の歴史や規模等に関する説明を行った。 

 

記念撮影（仁徳天皇陵拝所前） 

⑴ 大仙小学校 5、6 年生の旗振りによる歓迎  

地元の市立大仙小学校 5、6 年生の児童約 20 名が、G7 及び招待国の国旗と国際機関の旗を持ち、訪れた各

国大臣等を歓迎した。出迎えや見送り時には、児童と大臣等が交流する場面があった。 

   

旗振りによる歓迎 

⑵ ドローン空撮のリアルタイム映像の見学 

記念撮影を終えた後、仁徳天皇陵古墳に隣接する大仙公園でドローンを飛行させ、100 メートルの高さから空撮し

たリアルタイム映像を、仁徳天皇陵拝所に設置したモニターに投影し、大臣等に見学いただいた。 
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ドローン空撮映像                  空撮映像を見学する各国大臣等 

 

2．協議会主催歓迎レセプション 

各国代表団等をおもてなしするとともに、国内外の報道関係者に対し大阪・堺の魅力を発信するため歓迎レセプショ

ンを開催した。 

また同日同ホテル 3 階にて政府主催のセッション（ワーキング・ディナー）が開催された。 

⑴ 開催概要 

日 時 令和 5 年 10 月 28 日（土）17 時 35 分～19 時 00 分 会 場 ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺 4 階 

参加者 

G7 メンバー、招待国及び招待国際機関の代表団 

G7 及び招待国の総領事等、在日 G7 各国の商工会議所の代表者等 
約 150 名 

地元関係出席者 

国会議員、府議会議員、堺市議会議員、大阪市長及び議長、南大阪各市町村長及び議長 

地元自治会、公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会、寄附・協賛・出展地元企業の 

各代表者等 

約 200 名 

合計 約 350 名 
 
 

全体プログラム 

時 間 内 容 

15 時 30 分 開場（受付終了 16:40） 

17 時 35 分 開会  
ウェルカムスピーチ（永藤英機 協議会会長代行・堺市長）  
オープニング動画の上映 

17 時 45 分 主催者挨拶（吉村洋文 協議会会長・大阪府知事）  
来賓挨拶（上川陽子 外務大臣）  
来賓挨拶（西村康稔 経済産業大臣）  
鏡開き・写真撮影  
乾杯（松本正義 協議会副会長・関西経済連合会会長） 

18 時 15 分 アトラクション①（北戸川ふとん太鼓会 ふとん太鼓実演） 

政府主催セッション（ワーキング・ディナー）に出席する各国大臣等の退出 

18 時 20 分 歓談 

18 時 25 分 アトラクション②（石黒浩大阪大学栄誉教授 プレゼンテーション） 

18 時 40 分 歓談 

18 時 45 分 挨拶（葛󠄀村和正 協議会副会長・堺商工会議所会頭）  
アトラクション③（武者小路千家大阪官休会堺支部 茶の湯実演）  
歓談 

18 時 55 分 閉会挨拶（鳥井信吾 協議会副会長・大阪商工会議所会頭） 

19 時 00 分 閉会 
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会場レイアウト 

 

⑵ プログラムの詳細 

① 開会前 

2 階サブエントランスには子どもたちを中心に制作した折り紙フラワーを使ったウェルカムボードを設置し、レセプション会

場前では到着した各国大臣等を当協議会役員等がお迎えした。なお、各国大臣等が入場するまでの間、会場内の参

加者には四代田辺竹雲斎氏による作品説明、ウェルカムドリンク・フードの提供、大阪の観光や大阪・関西万博のムー

ビー上映等を行った。 
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折り紙フラワーを使用したウェルカムボード                四代田辺竹雲斎氏による作品説明 
 

   

協議会による歓迎の様子 
 

② 開会 

 永藤会長代行による注染手ぬぐいを使ったウェルカムスピーチと大阪・堺のオープニング動画の上映で開会した。続いて、

吉村会長による主催者挨拶、上川外務大臣及び西村経済産業大臣による来賓挨拶があった。その後、ステージ上で

南大阪の日本酒を使った鏡開きが行われ、松本副会長・関西経済連合会会長の発声により参加者一同で乾杯を行

った。 

   

永藤会長代行のウェルカムスピーチ                大阪・堺のオープニングムービー 
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吉村会長の主催者挨拶                   上川外務大臣の来賓挨拶 
 

   

西村経済産業大臣の来賓挨拶               鏡開きと松本副会長の乾杯発声 
 

アトラクション 1：ふとん太鼓の実演 

会場内には高さ約 4 メートル、総重量約 2 トンのふとん太鼓が設置された。祭りの映像を背景に、北戸川ふとん太

鼓会によるふとん太鼓の実演が行われ、大阪・堺の秋祭りを PR した。 

   

ふとん太鼓の実演 
 

アトラクション 2：石黒栄誉教授によるプレゼンテーション 

大阪・関西万博のテーマ事業プロデューサーを務める大阪大学の石黒栄誉教授が、アンドロイドアバターを用いてシ

グネチャーパビリオン「いのちの未来」に関するプレゼンテーションと展示を行い、大阪・関西万博を PR した。 
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石黒栄誉教授のプレゼンテーション     アンドロイドアバターの展示 

アトラクション 3：茶の湯の実演 

葛󠄀村副会長・堺商工会議所会頭より、茶の湯と堺の歴史や産業技術に触れた挨拶を行った後、喜多俊之氏の

作品「二畳結界」において、武者小路千家大阪官休会堺支部による茶の湯の実演を行った。また、開会前や歓談

中にも参加者へ茶の湯を振舞った。 

   

葛󠄀村副会長の挨拶                 武者小路千家による茶の湯の実演 

③ 閉会 

 鳥井副会長・大阪商工会議所会頭の大阪・関西万博での再会を期待する挨拶と「大阪締め」により盛況のうちに閉

会した。 

 

鳥井副会長の閉会挨拶 

41 

 

⑶ 展示・装飾等の詳細 

① 四代田辺竹雲斎氏の作品「Connection -無限-」の展示 

堺市出身の四代田辺竹雲斎氏による竹の大型インスタレーション作品「Connection ‒無限‒」を会場内に、レセプシ

ョン会場前ホワイエにも別の作品を展示し、参加者に見学いただいた。 

② 喜多俊之氏の作品「二畳結界」の展示 

堺市立工業高校（現堺市立堺高校）出身の喜多俊之氏が 1987 年に発表した作品「二畳結界」を会場内に展

示し、茶の湯の実演とともに参加者に見学いただいた。 

③ 関西と大阪・堺の「祭り」「和」の展示等 

レセプション会場前ホワイエにおいて、日本らしい「和」を感じられる展示を行った。会場内で祭りのアトラクションが行わ

れることを踏まえ、他の祭りにも興味を持っていただけるよう、関西・大阪の「祭り」の提灯やパネル、会場内で振る舞われ

る南大阪の酒蔵の樽を展示した。また、会場内では、地元産品として和泉市のコスモス、泉南市のグラジオラスを使った

装花を飾るとともに、河内長野市の爪楊枝も備え付けた。 

   

    四代田辺竹雲斎氏 作品（会場内）         四代田辺竹雲斎氏 作品（会場前ホワイエ） 
 

   

喜多俊之氏 作品                       関西と大阪・堺の「祭り」「和」の展示 

⑷ 料飲提供 

各国大臣等には、ワーキング・ディナーに参加するまでの限られた時間で大阪・堺の魅力を堪能いただけるよう、大阪・

堺の食材を使用した料理 4 品をそれぞれの食嗜好等にあわせて提供するとともに、テーブルナプキンとして注染手ぬぐい

を活用した。会場内の参加者には、南大阪を中心とした大阪・堺の豊富な海の幸・山の幸をふんだんに余すところなく使
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石黒栄誉教授のプレゼンテーション     アンドロイドアバターの展示 

アトラクション 3：茶の湯の実演 

葛󠄀村副会長・堺商工会議所会頭より、茶の湯と堺の歴史や産業技術に触れた挨拶を行った後、喜多俊之氏の

作品「二畳結界」において、武者小路千家大阪官休会堺支部による茶の湯の実演を行った。また、開会前や歓談

中にも参加者へ茶の湯を振舞った。 

   

葛󠄀村副会長の挨拶                 武者小路千家による茶の湯の実演 

③ 閉会 

 鳥井副会長・大阪商工会議所会頭の大阪・関西万博での再会を期待する挨拶と「大阪締め」により盛況のうちに閉

会した。 

 

鳥井副会長の閉会挨拶 
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⑶ 展示・装飾等の詳細 

① 四代田辺竹雲斎氏の作品「Connection -無限-」の展示 

堺市出身の四代田辺竹雲斎氏による竹の大型インスタレーション作品「Connection ‒無限‒」を会場内に、レセプシ

ョン会場前ホワイエにも別の作品を展示し、参加者に見学いただいた。 

② 喜多俊之氏の作品「二畳結界」の展示 

堺市立工業高校（現堺市立堺高校）出身の喜多俊之氏が 1987 年に発表した作品「二畳結界」を会場内に展

示し、茶の湯の実演とともに参加者に見学いただいた。 

③ 関西と大阪・堺の「祭り」「和」の展示等 

レセプション会場前ホワイエにおいて、日本らしい「和」を感じられる展示を行った。会場内で祭りのアトラクションが行わ

れることを踏まえ、他の祭りにも興味を持っていただけるよう、関西・大阪の「祭り」の提灯やパネル、会場内で振る舞われ

る南大阪の酒蔵の樽を展示した。また、会場内では、地元産品として和泉市のコスモス、泉南市のグラジオラスを使った

装花を飾るとともに、河内長野市の爪楊枝も備え付けた。 

   

    四代田辺竹雲斎氏 作品（会場内）         四代田辺竹雲斎氏 作品（会場前ホワイエ） 
 

   

喜多俊之氏 作品                       関西と大阪・堺の「祭り」「和」の展示 

⑷ 料飲提供 

各国大臣等には、ワーキング・ディナーに参加するまでの限られた時間で大阪・堺の魅力を堪能いただけるよう、大阪・

堺の食材を使用した料理 4 品をそれぞれの食嗜好等にあわせて提供するとともに、テーブルナプキンとして注染手ぬぐい

を活用した。会場内の参加者には、南大阪を中心とした大阪・堺の豊富な海の幸・山の幸をふんだんに余すところなく使
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用した料理をビュッフェ形式で提供した。また、堺市の伝統産品である堺打刃物で調理を行う「LIVE キッチン」を会場内

に設え、大阪産の食材を使ったステーキや寿司を振舞った。アレルギー・ベジタリアン・ムスリムフレンドリー対応としてメニュ

ーPOP にピクトグラムを採用し、参加者が安心して食事を楽しめるように配慮した。 

飲料として、各国大臣等には大阪産のスペアミントを使用したカクテルを提供した。また、会場内の参加者には、南大

阪の酒蔵やワイナリーが製造した多彩な日本酒・ワインなどを提供するとともに、それぞれの日本酒に合う料理をおすすめ

する「日本酒マリアージュコーナー」を設え、南大阪の日本酒を PR した。 

さらに、各国総領事等への料理・飲料の提供にあたっては、立食ビュッフェで提供する料理・飲料を記載したメニュー表

を作成し、オーダーの聞き取り及び提供を行った。 

   

各国大臣等の様子                   各国大臣等へ提供した料理 
 

   

ビュッフェ卓の料理                         LIVE キッチン 
 

① 各国及び国際機関の代表等に提供した料理・飲料 

料理リスト 

料理名 地元産品 

泉だこのカルパッチョ 梅風味のドレッシング 泉だこ（大阪湾）、堺オリーブオイル（堺市） 

ハモと泉州水なすの大阪産白みその酢味噌かけ 泉州水なす（岸和田市）、白みそ（大阪市） 

泉州さかい育ちの小松菜にしらすを添えて しらす（岸和田市）、小松菜（堺市） 

長いもとオクラの和え物 焼き穴子をのせて 焼きあなご（大阪市） 

※通常メニューを記載。ただし、各国大臣等の食嗜好等にあわせてメニューを差替え。 
 

飲料リスト 

飲料名 地元産品 

ジンソーダ 大阪産のミントを添えて スペアミント（貝塚市） 

ノンアルコールソーダ 大阪産のミントを添えて スペアミント（貝塚市） 
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② 立食ビュッフェ 

料理リスト 

料理名 地元産品 

大阪産野菜のサラダボール きゅうり（泉佐野市）、パプリカ（和泉市）、ブロッコリー（泉佐

野市）、みずな（岸和田市） 

泉だこのカルパッチョ 梅風味のドレッシング 泉だこ（大阪湾）、堺オリーブオイル（堺市） 

大阪産梨の河内ワイン煮と生ハム バルサミコドレッシング 梨（河内長野市） 

近大マグロのタタキと堺唐辛子をきかしたアボカドとトマトモッツァレ

ラ 

堺唐辛子（堺市）、七味（堺市） 

てっさと河南のみかんぽんず みかんポン酢（河南町）、養殖フグ（岬町） 

犬鳴豚のパテテリーヌと大阪産ミニトマトのピクルス 犬鳴豚（泉佐野市）、ミニトマト（和泉市） 

ハモと泉州水なすの大阪産白みその酢味噌かけ 泉州水なす（岸和田市）、白みそ（大阪市） 

泉州たまねぎとしろな 大阪産玉子のキッシュ たまねぎ（泉佐野市）、しろな（岸和田市）、さしみ卵（富

田林市） 

チキンと大阪産しいたけと栗のパロティーヌ 能勢栗（能勢町）、しいたけ（和泉市） 

小鉢盛り合わせ 水なす漬け（貝塚市）、豆腐（堺市）、茎わかめ佃煮（阪

南市）、菊松こんにゃく（堺市）、しらす（岸和田市） 

サンドイッチとカナッペ ハム夢一喜（貝塚市）、木曜日のサーモン（富田林市）、き

ゅうり（富田林市）、ミニトマト（和泉市）、さしみ卵（富田林

市） 

冷やしきつねうどん 大阪うどん（松原市）、油揚げ（松原市）、大阪ねぎ（泉南

市） 

穴子のちらし寿司 焼きあなご（大阪市）、釜炊きしいたけ（能勢町） 

大阪産舌平目のムニエルと有頭えび 生きくらげを添えて 舌平目（大阪湾）、キクラゲ（泉大津市） 

大阪産チヌのグリル 泉州さかい育ち小松菜のソテー チヌ（大阪湾）、小松菜（堺市） 

オマール海老と赤貝、大阪産春菊のフィルム包み 春菊（貝塚市） 

大阪産ポークの味噌焼きと泉州キャベツ 犬鳴豚（泉佐野市）、白みそ（大阪市）、泉州キャベツ（貝

塚市） 

仔羊の大阪産エゴマ焼きとラタトゥイユ エゴマ（富田林市） 

串かつと揚げ物 盛り合わせ 串かつソース（大阪市） 

河内鴨とまこもたけのステーキ 大阪産ブルーベリーのソース 河内鴨（松原市）、まこもたけ（千早赤阪村）、ブルーベリー

（富田林市） 

タンドリーチキンと泉州水ナスのグリル 泉州水なす（岸和田市） 

大阪ウメビーフの煮込みとローストビーフ 大阪ウメビーフ（堺市） 

泉州みずなと釜揚げしらすのピザ みずな（岸和田市）、しらす（岸和田市） 

大阪産のガザミ、ミニトマト、ベーコンを使ったクリームパスタ ガザミ（大阪湾）、ミニトマト（和泉市）、金剛山麓ベーコン

（千早赤阪村） 

茶碗蒸し（小田巻蒸し） さしみ卵（富田林市）、大阪うどん（松原市） 

大阪産スズキのパイ包み焼き 泉北レモンと大阪産はちみつのソ

ース  

スズキ（大阪湾）、泉北レモン（堺市）、はちみつ（熊取

町） 

白ごはん（上神谷米 ひのひかり） 上神谷米 ひのひかり（堺市） 

くるみ餅 けし餅の盛り合わせ くるみ餅（堺市）、けし餅（堺市） 

能勢栗のモンブラン プチパフェ 能勢栗（能勢町）、さしみ卵（富田林市） 

大阪産フルーツのタルト 3 種（柿、みかん、シャインマスカット） 柿（和泉市）、みかん（岸和田市）、シャインマスカット（太

子町）、さしみ卵（富田林市） 

煎茶のチーズケーキ 特撰 利休の詩煎茶（高石市）、美人たまご（富田林市） 

大阪産ブルーベリーのクッキーサンド ブルーベリー（岬町）、美人たまご（富田林市） 

泉北レモンを使ったホワイトガトーショコラ 泉北レモン（堺市）、美人たまご（富田林市） 

ショコラと大阪産スペアミントのガトー スペアミント（貝塚市）、美人たまご（富田林市） 

グラススイーツ 3 種（はちみつプリン、ぶどうジュレとパンナコッタ、

梨とほうじ茶ムース）  

はちみつ（熊取町）、ぶどう（太子町）、梨（河内長野市） 

小菓子 3 種（深蒸し藪北茶のマカロン、スイートポテト、大阪産

ブルーベリーのクランブルマフィン）  

深蒸し藪北茶（大阪市）、さつまいも（和泉市）、ブルーベリ

ー（岬町） 

フレッシュフルーツ盛り合わせ 梨（河内長野市）、シャインマスカット（太子町）、みかん

（岸和田市） 
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用した料理をビュッフェ形式で提供した。また、堺市の伝統産品である堺打刃物で調理を行う「LIVE キッチン」を会場内

に設え、大阪産の食材を使ったステーキや寿司を振舞った。アレルギー・ベジタリアン・ムスリムフレンドリー対応としてメニュ

ーPOP にピクトグラムを採用し、参加者が安心して食事を楽しめるように配慮した。 

飲料として、各国大臣等には大阪産のスペアミントを使用したカクテルを提供した。また、会場内の参加者には、南大

阪の酒蔵やワイナリーが製造した多彩な日本酒・ワインなどを提供するとともに、それぞれの日本酒に合う料理をおすすめ

する「日本酒マリアージュコーナー」を設え、南大阪の日本酒を PR した。 

さらに、各国総領事等への料理・飲料の提供にあたっては、立食ビュッフェで提供する料理・飲料を記載したメニュー表

を作成し、オーダーの聞き取り及び提供を行った。 

   

各国大臣等の様子                   各国大臣等へ提供した料理 
 

   

ビュッフェ卓の料理                         LIVE キッチン 
 

① 各国及び国際機関の代表等に提供した料理・飲料 

料理リスト 

料理名 地元産品 

泉だこのカルパッチョ 梅風味のドレッシング 泉だこ（大阪湾）、堺オリーブオイル（堺市） 

ハモと泉州水なすの大阪産白みその酢味噌かけ 泉州水なす（岸和田市）、白みそ（大阪市） 

泉州さかい育ちの小松菜にしらすを添えて しらす（岸和田市）、小松菜（堺市） 

長いもとオクラの和え物 焼き穴子をのせて 焼きあなご（大阪市） 

※通常メニューを記載。ただし、各国大臣等の食嗜好等にあわせてメニューを差替え。 
 

飲料リスト 

飲料名 地元産品 

ジンソーダ 大阪産のミントを添えて スペアミント（貝塚市） 

ノンアルコールソーダ 大阪産のミントを添えて スペアミント（貝塚市） 
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② 立食ビュッフェ 

料理リスト 

料理名 地元産品 

大阪産野菜のサラダボール きゅうり（泉佐野市）、パプリカ（和泉市）、ブロッコリー（泉佐

野市）、みずな（岸和田市） 

泉だこのカルパッチョ 梅風味のドレッシング 泉だこ（大阪湾）、堺オリーブオイル（堺市） 

大阪産梨の河内ワイン煮と生ハム バルサミコドレッシング 梨（河内長野市） 

近大マグロのタタキと堺唐辛子をきかしたアボカドとトマトモッツァレ

ラ 

堺唐辛子（堺市）、七味（堺市） 

てっさと河南のみかんぽんず みかんポン酢（河南町）、養殖フグ（岬町） 

犬鳴豚のパテテリーヌと大阪産ミニトマトのピクルス 犬鳴豚（泉佐野市）、ミニトマト（和泉市） 

ハモと泉州水なすの大阪産白みその酢味噌かけ 泉州水なす（岸和田市）、白みそ（大阪市） 

泉州たまねぎとしろな 大阪産玉子のキッシュ たまねぎ（泉佐野市）、しろな（岸和田市）、さしみ卵（富

田林市） 

チキンと大阪産しいたけと栗のパロティーヌ 能勢栗（能勢町）、しいたけ（和泉市） 

小鉢盛り合わせ 水なす漬け（貝塚市）、豆腐（堺市）、茎わかめ佃煮（阪

南市）、菊松こんにゃく（堺市）、しらす（岸和田市） 

サンドイッチとカナッペ ハム夢一喜（貝塚市）、木曜日のサーモン（富田林市）、き

ゅうり（富田林市）、ミニトマト（和泉市）、さしみ卵（富田林

市） 

冷やしきつねうどん 大阪うどん（松原市）、油揚げ（松原市）、大阪ねぎ（泉南

市） 

穴子のちらし寿司 焼きあなご（大阪市）、釜炊きしいたけ（能勢町） 

大阪産舌平目のムニエルと有頭えび 生きくらげを添えて 舌平目（大阪湾）、キクラゲ（泉大津市） 

大阪産チヌのグリル 泉州さかい育ち小松菜のソテー チヌ（大阪湾）、小松菜（堺市） 

オマール海老と赤貝、大阪産春菊のフィルム包み 春菊（貝塚市） 

大阪産ポークの味噌焼きと泉州キャベツ 犬鳴豚（泉佐野市）、白みそ（大阪市）、泉州キャベツ（貝

塚市） 

仔羊の大阪産エゴマ焼きとラタトゥイユ エゴマ（富田林市） 

串かつと揚げ物 盛り合わせ 串かつソース（大阪市） 

河内鴨とまこもたけのステーキ 大阪産ブルーベリーのソース 河内鴨（松原市）、まこもたけ（千早赤阪村）、ブルーベリー

（富田林市） 

タンドリーチキンと泉州水ナスのグリル 泉州水なす（岸和田市） 

大阪ウメビーフの煮込みとローストビーフ 大阪ウメビーフ（堺市） 

泉州みずなと釜揚げしらすのピザ みずな（岸和田市）、しらす（岸和田市） 

大阪産のガザミ、ミニトマト、ベーコンを使ったクリームパスタ ガザミ（大阪湾）、ミニトマト（和泉市）、金剛山麓ベーコン

（千早赤阪村） 

茶碗蒸し（小田巻蒸し） さしみ卵（富田林市）、大阪うどん（松原市） 

大阪産スズキのパイ包み焼き 泉北レモンと大阪産はちみつのソ

ース  

スズキ（大阪湾）、泉北レモン（堺市）、はちみつ（熊取

町） 

白ごはん（上神谷米 ひのひかり） 上神谷米 ひのひかり（堺市） 

くるみ餅 けし餅の盛り合わせ くるみ餅（堺市）、けし餅（堺市） 

能勢栗のモンブラン プチパフェ 能勢栗（能勢町）、さしみ卵（富田林市） 

大阪産フルーツのタルト 3 種（柿、みかん、シャインマスカット） 柿（和泉市）、みかん（岸和田市）、シャインマスカット（太

子町）、さしみ卵（富田林市） 

煎茶のチーズケーキ 特撰 利休の詩煎茶（高石市）、美人たまご（富田林市） 

大阪産ブルーベリーのクッキーサンド ブルーベリー（岬町）、美人たまご（富田林市） 

泉北レモンを使ったホワイトガトーショコラ 泉北レモン（堺市）、美人たまご（富田林市） 

ショコラと大阪産スペアミントのガトー スペアミント（貝塚市）、美人たまご（富田林市） 

グラススイーツ 3 種（はちみつプリン、ぶどうジュレとパンナコッタ、

梨とほうじ茶ムース）  

はちみつ（熊取町）、ぶどう（太子町）、梨（河内長野市） 

小菓子 3 種（深蒸し藪北茶のマカロン、スイートポテト、大阪産

ブルーベリーのクランブルマフィン）  

深蒸し藪北茶（大阪市）、さつまいも（和泉市）、ブルーベリ

ー（岬町） 

フレッシュフルーツ盛り合わせ 梨（河内長野市）、シャインマスカット（太子町）、みかん

（岸和田市） 
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LIVE キッチン 

料理名 地元産品 

にぎり寿司（穴子、泉だこ、近大マグロ） 上神谷米 ひのひかり（堺市）、泉だこ（大阪湾）、焼きあな

ご（大阪市） 

天ぷら（大阪産の魚と野菜） ブロッコリー（泉佐野市）、泉州水なす（泉佐野市）、パプリカ

（和泉市）、チヌ（大阪湾）、スズキ（大阪湾） 

なにわ黒牛のステーキ  なにわ黒牛（阪南市） 
 

飲料リスト 

分類 飲料名 地元産品/製造事業者 

日
本
酒 

酣楽酒 純米大吟醸 株式会社利休蔵（堺市） 

天野酒 本醸造 西條合資会社（河内長野市） 

米の華 三輪福 純米大吟醸 井坂酒造場（岸和田市） 

吟醸生酒 篁 寺田酒造有限会社（岸和田市） 

浪花正宗  浪花酒造（阪南市） 

上神谷 純米大吟醸 有限会社北庄司酒造（泉佐野市） 

荘の郷 大吟醸 有限会社北庄司酒造（泉佐野市） 

天野酒 吟醸原酒（※鏡開きで提供） 西條合資会社（河内長野市） 

ワ
イ
ン 

金徳葡萄酒 デラウエア 白 株式会社河内ワイン（羽曳野市） 

金徳葡萄酒 マスカットベリーA      株式会社河内ワイン（羽曳野市） 

キングセルビー 柏原醸造ワイン 赤 カタシモワインフード株式会社（柏原市） 

キングセルビー 柏原醸造ワイン 白 カタシモワインフード株式会社（柏原市） 

キングセルビー 河内醸造ワイン 赤 カタシモワインフード株式会社（柏原市） 

キングセルビー 河内醸造ワイン 白 カタシモワインフード株式会社（柏原市） 

自社畑 宮ノ下 スパークリング デラウェア 白 カタシモワインフード株式会社（柏原市） 

焼
酎 

大阪焼酎 國乃長  壽酒造株式会社（高槻市） 

果
実
酒 

The CHOYA FROM THE BARREL 2014 チョーヤ梅酒株式会社（羽曳野市） 

ビ
ー
ル 

泉北レモンビール 堺・緑のミュージアム ハーベストの丘（堺市） 

すきやさかい ピルスナー 堺・緑のミュージアム ハーベストの丘（堺市） 

河内乃えーる 大阪渋谷麦酒（藤井寺市） 

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル 

カタシモのひやしあめ カタシモワインフード株式会社（柏原市） 

大阪産デラウェアジュース カタシモワインフード株式会社（柏原市） 

瓶ラムネ  ハタ鉱泉株式会社（大阪市） 

井川さんちのみかんジュース      井川みかん園（貝塚市） 

JAPANESE PURE KOMBUCHA‒祈咲‒ 株式会社 C・H・A（高石市） 

 
そ
の
他
の
飲
料 

焼酎 

ウィスキー 

ビール 

ノンアルコール 

ノンアルコールビール、烏龍茶、ジンジャーエール、ソーダ、コーラ、みかんジュース  
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3．国際メディアセンターでの魅力発信 

国内外の報道関係者を通じて大阪・堺の魅力を世界に発信するため、国が大阪府立国際会議場イベントホールに

設置した国際メディアセンターにおいて、公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会とともに、「大阪・堺 PR 展示ス

ペース」を開設した。 

⑴ 概要 

開設期間：10 月 28 日（土）9 時 00 分～17 時 00 分（軽食ブースでの実演：11 時～14 時） 

10 月 29 日（日）9 時 00 分～18 時 00 分（軽食ブースでの実演：11 時～13 時） 

開設場所：大阪府立国際会議場 3 階イベントホール内（327 ㎡） 

⑵ 基本コンセプト 

「大阪ええとこ“街ぶら旅”」（ええとこ：良いところの意）を基本コンセプトに、南大阪を中心に大阪府域やその周辺

地域の魅力が来場者に伝わるよう、各地のええとこを“街ぶら”感覚で楽しんでいただくようにブースを出展した。 

スペース全体を一つの大きな商店街に見立て、来場者が、食・観光・企業展示などのそれぞれのジャンルのええとこを

一度に楽しみ、また、各地の魅力を体験・発見し、改めて大阪に来訪したくなるような展示を実施した。 

⑶ 会場装飾 

堺の伝統工芸品や阪南市で活動する書道家の作品を展示し、さらに各出展者が用意したのぼり等を装飾することで

「大阪の商店街の“華やかさ” “賑やかさ”」を演出した。展示ブースでは、ブース背面・側面パネルの一部を取り払うこと

で、スペース全体の視認性を高め、すべてのブースに誘客が図られるよう工夫した。 

   

商店街看板                            鯉のぼり 
 

   

注染                            会場全体の様子 
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⑷ 展示内容 

国内外の報道関係者等を対象に、「食」「観光」「産業」「伝統工芸」「伝統文化」等をテーマとして、実演・体験でき

るコンテンツを中心に展示を行った。 

呈茶や茶の湯体験、和菓子作りの実演、また、泉州キャベツを使用したお好み焼きや心斎橋ミツヤのミックスジュース

を提供するなど、各自治体や団体等が創意工夫を行い、特色ある実演や体験、展示、食の提供等を行った。 

さらに、国及び公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会と連携し、3 階フロア全体の回遊性を高められるよう

スタンプラリーを実施した。景品には、出展者から提供された製品を含め、大阪を体験できるものを用意した。 

   
 

   
 

   

国際メディアセンターにおける展示 
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国際メディアセンターにおける展示内容一覧 

番号 出展者等 主な展示内容 

1 大阪国税局 【試飲】 府内のワイン・地ビール・日本酒の試飲など 

2 羽曳野市 【試飲】 地元ワインの試飲など 

3 大阪狭山市 【体験】 桜染めの体験など 

4 南河内観光 PR 南河内 PR 動画の放映など 

5 泉佐野市 泉佐野市域の観光 PR など 

6 一般社団法人 KIX 泉州ツーリズムビューロー 泉州 PR 動画の放映など 

7 富田林市 
【試食・試飲】 「富田林ええもんぶらんど」認定商品の試食、 

海老芋焼酎の試飲、伝統工芸品「金剛簾」展示など 

8 軽食コーナー 【試食・試飲】 お好み焼きの実演・試食、ミックスジュースの試飲など 

9 高石市 お茶製品・調味料の PR など 

10 堺商工会議所 伝統産業の PR 動画の放映など 

11 堺市 【試食】 はにわプリンの試食、堺の伝統技術の PR など 

12 和菓子コーナー 【試食】 生菓子の実演・試食 

13 呈茶コーナー 【体験】 表千家同門会大阪支部による呈茶体験 

14 大阪外国企業誘致センター  施策 PR など 

15 岸和田市 
【試食・試飲】 梅花むらさめ・時雨餅・Hana 塩昆布の試食、 

地酒・地ビールの試飲、大阪泉州桐箪笥の展示など 

16 松原市 PR 動画の放映など 

17 公益財団法人 大阪観光局 和装コーディネーターによる観光 PR など 

18 大阪商工会議所 施策 PR など 

19 大阪府・大阪市 【体験】 能装束の試着、小鼓の体験など 

20 和泉市 【体験】 いずみガラスの実演・体験、和泉木綿の展示など 

21 EXPO2025 関西観光推進協議会 関西の観光 PR など 

22 河内長野市 おおさか河内材の PR など 

23 阪南市 【試食】 なにわ黒牛のローストビーフの試食など 

24 河南町・太子町・千早赤阪村 
【試食・体験】 南河内フルーツ（みかんなど）の試食、健康器具（マッサー

ジチェアなど）の体験など 
 

展示スペース位置（大阪府立国際会議場 3 階イベントホール） 

 

46

第
３
編

第
３
章

大
阪
・
堺
の
魅
力
発
信
・
お
も
て
な
し



46 

 

⑷ 展示内容 

国内外の報道関係者等を対象に、「食」「観光」「産業」「伝統工芸」「伝統文化」等をテーマとして、実演・体験でき

るコンテンツを中心に展示を行った。 

呈茶や茶の湯体験、和菓子作りの実演、また、泉州キャベツを使用したお好み焼きや心斎橋ミツヤのミックスジュース

を提供するなど、各自治体や団体等が創意工夫を行い、特色ある実演や体験、展示、食の提供等を行った。 

さらに、国及び公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会と連携し、3 階フロア全体の回遊性を高められるよう

スタンプラリーを実施した。景品には、出展者から提供された製品を含め、大阪を体験できるものを用意した。 

   
 

   
 

   

国際メディアセンターにおける展示 

  

  

47 

 

国際メディアセンターにおける展示内容一覧 

番号 出展者等 主な展示内容 

1 大阪国税局 【試飲】 府内のワイン・地ビール・日本酒の試飲など 

2 羽曳野市 【試飲】 地元ワインの試飲など 

3 大阪狭山市 【体験】 桜染めの体験など 

4 南河内観光 PR 南河内 PR 動画の放映など 

5 泉佐野市 泉佐野市域の観光 PR など 

6 一般社団法人 KIX 泉州ツーリズムビューロー 泉州 PR 動画の放映など 

7 富田林市 
【試食・試飲】 「富田林ええもんぶらんど」認定商品の試食、 

海老芋焼酎の試飲、伝統工芸品「金剛簾」展示など 

8 軽食コーナー 【試食・試飲】 お好み焼きの実演・試食、ミックスジュースの試飲など 

9 高石市 お茶製品・調味料の PR など 

10 堺商工会議所 伝統産業の PR 動画の放映など 

11 堺市 【試食】 はにわプリンの試食、堺の伝統技術の PR など 

12 和菓子コーナー 【試食】 生菓子の実演・試食 

13 呈茶コーナー 【体験】 表千家同門会大阪支部による呈茶体験 

14 大阪外国企業誘致センター  施策 PR など 

15 岸和田市 
【試食・試飲】 梅花むらさめ・時雨餅・Hana 塩昆布の試食、 

地酒・地ビールの試飲、大阪泉州桐箪笥の展示など 

16 松原市 PR 動画の放映など 

17 公益財団法人 大阪観光局 和装コーディネーターによる観光 PR など 

18 大阪商工会議所 施策 PR など 

19 大阪府・大阪市 【体験】 能装束の試着、小鼓の体験など 

20 和泉市 【体験】 いずみガラスの実演・体験、和泉木綿の展示など 

21 EXPO2025 関西観光推進協議会 関西の観光 PR など 

22 河内長野市 おおさか河内材の PR など 

23 阪南市 【試食】 なにわ黒牛のローストビーフの試食など 

24 河南町・太子町・千早赤阪村 
【試食・体験】 南河内フルーツ（みかんなど）の試食、健康器具（マッサー

ジチェアなど）の体験など 
 

展示スペース位置（大阪府立国際会議場 3 階イベントホール） 

 

47

第
３
編

第
３
章

大
阪
・
堺
の
魅
力
発
信
・
お
も
て
な
し



48 

 

⑸ 来場者 

「大阪・堺 PR 展示スペース」は 2 日間で延べ約 400 人が来場した。ケニア投資・貿易・産業長官 レベッカ・ミアノ

氏、欧州委員会上級副委員長兼貿易担当欧州委員 ヴァルディス・ドムブロウスキス氏、イギリス ビジネス・貿易大臣 

ケミ・ベイデノック氏等が訪れたほか、報道関係者に取材を受けた。 

 主な催しの参加者数（※いずれも概数） 

催し名 10 月 28 日（土） 10 月 29 日（日） 

スタンプラリー 160 人 120 人 

呈茶・和菓子 120 人 120 人 

軽食 
お好み焼き 100 人 180 人 

ミックスジュース 100 人 120 人 
 

   
欧州委員会上級副委員長兼貿易担当欧州委員          イギリス ビジネス・貿易大臣 

ヴァルディス・ドムブロウスキス氏                   ケミ・ベイデノック氏 

 

4．地元産品等の活用 

本会合の開催を機に大阪・堺の魅力が世界に発信されるよう、大阪、とりわけ堺をはじめとする南大阪の産品や観光

資源等を集約し、『「G7 大阪・堺貿易大臣会合」における地元産品推薦リスト』（資料編 17 参照）を作成した。 

地元産品推薦リストを外務省及び経済産業省、会場となるホテル等に手交し、会合における活用を働きかけたほ

か、歓迎レセプション等において掲載産品を積極的に活用した。また、ホームページでの公表や国内外プレス関係者への

配付等により地元産品推薦リストの周知を行った。 

⑴ 地元産品推薦リストの作成 

地元産品推薦リストは、大阪府、堺市、南大阪の市町村、協議会を構成する経済団体、公益財団法人 大阪観

光局の協力を得て集約した。集約にあたっては、大臣等の食事や贈答品、会場装飾など、本会合において想定される

使用目的に活用できるもので、かつ指定の要件を満たすものについて推薦いただいた。 

  

49 

 

推薦の要件 

食材、 

加工食品、 

酒類等飲料、 

花き類、 

伝統工芸品・ 

工業製品 

・安全安心な産品であること 

・大阪府内で生産加工されたものであること 

・各使用目的に照らし、相当数確保することができること 

・当該産品に関する問合せ等に対し、事業者等への連絡調整が速やかに行えること 

※G20 大阪サミットで採択された「大阪ブルーオーシャンビジョン」の実現に寄与できるものや GAP 認証等を受

けたものなどを優先的に推薦いただいた。 

観光資源 

・多言語対応及びトイレの洋式化など、海外向けホスピタリティ対応が可能であること 

・大阪・関西万博開催時に海外観光客などの誘客に繋がる施設であること 

・パンフレットやホームページ、SNS 等が用意されていること 

・大型バス、もしくは、乗用車 20～30 台程度の駐車スペースが確保可能であること 

・20～30 名程度の旅行者の受入実績があること 

・【大臣向け】南大阪らしい体験学習ができる訪問先であること 

・【プレス向け】地元として既に PR しており、海外のメディアから取り上げてほしいものであること 

推薦品目数 

分 野 食材 加工食品 酒類等飲料 花き類 
伝統工芸品・ 

工業製品 観光資源 合計 

品目数 103 207 59 11 86 146 612 

 

⑵ 外務省、経済産業省への提案 

外務省及び経済産業省へ地元産品推薦リストを手交し、国が主催する行事において積極的に地元産品を活用い

ただくよう提案した。 

日 程 令和 5 年 8 月 2 日 

提案先 

（敬称略） 

外務省 G7 外相会合・貿易大臣会合準備事務局長（G7 貿易大臣会合担当） 竹谷 厚 

経済産業省 通商政策局通商交渉官 吉川 徹志 

提案者 

2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会 

幹事 川端 隆史（大阪府政策企画部長）、幹事 辻 敏之  （堺市市長公室長） 

幹事 古田 正  （協議会事務局長） 
 

   

外務省への提案                        経済産業省への提案 

⑶ 地元産品の活用 

① 料飲関係 

地元産品推薦リストを中心とした地元産品の活用提案により、政府主催のワーキング・ディナー及びワーキング・ランチ

において、各国大臣等に、大阪産の食材やワイン、日本酒などが提供された。また、閣僚や担当者の会議場所及びメデ
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⑸ 来場者 
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ィアセンター内に国が設置したコーヒーブレイクブースにおいて、地元産品推薦リストに掲載した茶菓やノンアルコール飲料

が提供された。さらに、歓迎レセプションで提供したメニューにおいても、地元産品を積極的に活用した。 

各国及び国際機関の代表に提供された大阪産の食材・飲料 

使用日 使用場面 分類 品名 

10 月 28 日  ワーキング・ディナー 

食材 

河内鴨 

豆苗 

クレソン 

タラゴン 

酒類等飲料 

Link2022/白ワイン 

大阪メルロー/赤ワイン 

秋鹿生もと一貫造り火入原酒/日本酒 

能勢山水/ミネラルウォーター 

10 月 29 日  ワーキング・ランチ 

食材 

春菊 

三つ葉 

スペアミント 

能勢栗 

酒類等飲料 

堅下本葡萄合名山南西畑 2022/白ワイン 

マスカットベリーA2020/赤ワイン 

織姫の里特別純米酒/日本酒 

コーヒーブレイクブースで各国プレス向けに提供された茶菓 

地元産品推薦リストの分類 品名 製造元又は販売元 

加工食品（菓子類） 

天領もなか 南曜堂 

スイートポテト 株式会社美乃や 

こだわりのおかき 辻茂製菓有限会社 

みるく饅頭「月化粧」 株式会社青木松風庵 

満月ポン 株式会社松岡製菓 

たこパティエ 株式会社瓢月堂 

飲料（ノンアルコール飲料） 

彩誉人参ジュース 株式会社岸和田南宗 

カタシモのひやしあめ カタシモワインフード株式会社 

特選 利休の詩（煎茶） 株式会社つぼ市製茶本舗 
 

 

コーヒーブレイクブースで提供された茶菓 

② コングレスバッグ 

来訪する G7 各国代表団及びプレス関係者に対して、記念品を入れたコングレスバッグが 600 セット配付された。コン

グレスバッグには、地元産品推薦リストに掲載した大阪府内の企業・団体等の製品や、大阪・関西万博の PR グッズ・資

料等が封入された。  
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コングレスバッグの内容物 

内容物 製造元・提供元 備考 

デニムデイリートート 株式会社フォグランプ スクエアタイプのデニムトートバッグ 

スーパーグリップ G 0.7 オーシャンプラスチック 菊池紙工株式会社 海洋プラスチック（オーシャンプラスチック）使用ボールペン  

オリジナルデザインリングノート 2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会  会合 PR 用のオリジナルリングノート 

環境に優しい固形シャンプー・コンディショナー「The BAR」  株式会社マックス ボトルレスで脱プラ貢献の固形シャンプー＆コンディショナー  

大阪プロモーション情報 USB メモリ 公益財団法人 大阪観光局 大阪の観光情報や MICE に関する情報を保存 

地元産品推薦リスト 2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会  地元産品推薦リスト PR 用のフライヤー 

泉州タオル 泉佐野市 タオル発祥の地として知られる大阪・泉州製のタオル 

万博 PR クリアファイル 大阪府・大阪市 大阪・関西万博公式キャラクター「ミャクミャク」をデザイン 

万博 PR チラシ／大阪・関西万博 概要資料 公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会 大阪・関西万博の PR 用チラシ及び概要資料 
 

 

コングレスバッグ 

⑷ 地元産品推薦リストの活用 

地元産品推薦リストの内容を国内外に広く周知するため、日本語版と英語版を当協議会ホームページに掲載した。

また、紹介用フライヤーを作成し、国際メディアセンターでの配付やコングレスバッグへの封入により、G7 各国代表団及び

プレス関係者に PR した。 

 

地元産品推薦リスト紹介用フライヤー 
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5．大臣等への記念品 

⑴ 当協議会からの記念品 

各国大臣等へ地元として歓迎の意を表するとともに、大阪・堺の魅力を発信するため、国内外の料理人から鋭い切

れ味が人気の堺刃物を、大阪・堺にゆかりのある柄が鮮やかに染められた浪華本染めの生地で包装して贈呈した。 

選定にあたっては、外部有識者による審査委員会を開催し、地元産品推薦リストをもとに、製品の魅力、記念品とし

ての適性、業界・産業への波及効果を基準として審査を行い、国との協議を経て、当協議会が決定した。 

① 堺刃物 

製 品 名：一刀斎虎徹 INOX 和ペティ 青森ヒバ八角人工大理石口輪柄（鞘付き） 

製造販売者名：株式会社高橋楠（堺市） 

製 品 の 特 徴：堺市認定「sakai kitchen〈堺キッチン〉」の製品。メンテナンスが容易なステンレス鋼で、海外でもよ

く使用されるペティナイフに英語で会合名称の銘を入れた。 

       

堺刃物                            堺刃物製品パッケージ 

② 浪華本染め 

製 品 名：浪華本染め浴衣 反物 モズ・ツツジ・ハナショウブ柄 地模様 

製造販売者名：協同組合オリセン（大阪市）  

製 品 の 特 徴：柔らかく肌触りのよい和晒の生地を経済産業大臣指定、大阪府知事指定の「浪華本染め」の技

法で職人が色鮮やかに手染めした。 

        

浪華本染めの生地                    包装後の記念品 
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審査委員 

所属・職名等 氏名 役職 
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⑵ 国からの記念品 

上川外務大臣、西村経済産業大臣からの記念品として、大阪の切削加工技術が活かされた酒器が贈呈された。な

お、お酒を嗜まない方にはタンブラーが贈呈された。 

① 酒器 

製 品 名：shitatari：PRODUCED BY HAREBI 

製造販売者名：中川鉄工株式会社（大阪市） 

② タンブラー 

製 品 名：冷香 -reico- 磨 

製造販売者名：大阪浪華錫器株式会社（大阪市） 

   

酒器                             タンブラー 

 

  

52

第
３
編

第
３
章

大
阪
・
堺
の
魅
力
発
信
・
お
も
て
な
し



52 
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6．学生通訳ボランティア 

⑴ 協力大学の募集 

特定非営利活動法人 大学コンソーシアム大阪及び特定非営利活動法人 南大阪地域大学コンソーシアムの協力

を得て、大阪府内等の大学に「通訳ボランティアに相応しい語学力及び適性を有する学生」の推薦について協力を依頼

し、18 の大学からの申出があった。 

⑵ 協力大学による学生推薦 

協力の申出のあった大学に対して学生の推薦を依頼し、各大学において学内選抜や教授推薦等により学生を選抜

のうえ、35 名を推薦いただいた。 

推薦された学生にボランティア活動で必要となる知識及び技術を習得いただくため、事前に 2 回の研修を実施した。 

協力大学及び学生推薦の人数 

大学名 人数 大学名 人数 

大阪大谷大学 1 名  大阪河﨑リハビリテーション大学 1 名 

大阪学院大学 2 名 大阪教育大学 2 名 

大阪公立大学 3 名 大阪国際工科専門職大学 2 名 

大阪国際大学 2 名 大阪樟蔭女子大学 2 名 

大阪女学院大学 1 名 大阪体育大学 2 名 

関西医科大学 2 名 関西大学 2 名 

近畿大学 3 名 甲南大学 3 名 

摂南大学 2 名 帝塚山学院大学 1 名 

阪南大学 1 名 立命館大学 3 名 
 

事前研修  

事前研修 開催日 研修内容 

第 1 回 令和 5 年 9 月 24 日 
・G7 大阪・堺貿易大臣会合について（講師：協議会事務局職員） 

・語学・マナー研修（講師：秋山 和子氏） 

第 2 回 令和 5 年 10 月 7 日 ・接遇・コミュニケーション研修（講師：髙橋 勝氏） 
 

活動実績  

活動場所 活動人数 活動内容 

国際メディアセンター内 PR 展示スペース 

（大阪府立国際会議場 3 階） 

10 月 28 日：9 名 

10 月 29 日：9 名 

・出展者と来場者（報道機関等）との間での通訳など 

・1 人あたり約 5 時間活動 

歓迎レセプション会場 

（ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺） 
10 月 28 日：14 名 

・招待客間での通訳など 

・約 4 時間活動 
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国際メディアセンター内 PR 展示スペースでの活動の様子 
 

   

歓迎レセプション会場での活動の様子 

 

7．プレスツアー 

 大阪・堺への注目が高い開催直前期を捉え、南大阪を中心とする協議会主催ツアーと、堺市内を中心とする外務省

主催ツアーの 2 つのツアーを通じて、堺をはじめとする南大阪の魅力や大阪・関西万博に向けた取組を日本に駐在して

いる外国メディアの記者に取材いただいた。 

⑴ 協議会主催プレスツアー 

ツアーの企画・運営を公益財団法人 フォーリン・プレスセンターに委託し、外国メディアの関心事項等を踏まえて取材

先を決定した。 

ツアーでは、仁徳天皇陵古墳をはじめとする百舌鳥・古市古墳群、大阪・関西万博の会場となる夢洲などをヘリコプ

ターに搭乗して上空から取材いただき、当協議会からは本会合に向けた地元の取組を説明した。また、大阪の古代の歴

史や、南大阪の特色ある地場産業等を取材いただくとともに、大阪産のワイン・食材を使った昼食の提供や南河内地域

で採れるフルーツの PR を行うなど、南大阪の魅力を幅広く取材いただけるよう工夫した。 

① 実施概要 

実施日：令和 5 年 10 月 12 日～13 日（2 日間） 

テ ー マ：『日本第 2 の経済・産業都市の底力』 大阪・関西万博の開催地・大阪 ～大阪を上空から見る／ 

産業・歴史の面から知る～ 
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・大阪・関西万博会場と世界遺産 百舌鳥・古市古墳群 

・少子化・労働人口減少によって生じる課題に、技術を駆使して解決策を提供する企業 

・南大阪の特色ある地場産業 

・大阪の古代の歴史／大阪・関西万博の空の玄関口 

参加者：11 社 11 名（バングラデシュ、中国、フランス、フィリピン、韓国、スペイン） 
 

② 取材先及び取材内容 

取材先 取材内容 

ア 大阪・関西万博会場と世界遺産 百舌鳥・古市古墳群 

 大阪・関西万博会場と百舌鳥・古市古墳群 ・ヘリコプターに搭乗し、百舌鳥・古市古墳群や、大阪・関西万博の

会場となる夢洲、大阪市の中心部を上空から撮影  
2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会  ・G7 大阪・堺貿易大臣会合に向けた地元の取組 

堺市文化観光局 ・仁徳天皇陵古墳をはじめとする百舌鳥・古市古墳群の概要 

公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会 ・大阪・関西万博に向けた取組 

イ 少子化・労働人口減少によって生じる課題に、技術を駆使して解決策を提供する企業 
 

株式会社クボタ 堺製造所 ・製造所概要、グローバルな事業展開及び事業を通じた社会課題

解決への取組 

・エンジン・トラクタの製造ラインの視察及びトラクタの試乗 

株式会社 HCI ・会社概要、ロボット市場の現状及び人手不足に悩む中小企業への

貢献の取組 

・ロボットカフェ「HCI ROBO HOUSE」及び展示・テスト施設「HCI 

TEST FACTORY」の体験 

ウ 南大阪の特色ある地場産業 

 杉多製簾株式会社 ・すだれ産業の歴史や現状、今後の展望 

・熟練した職人技による伝統的工芸品「大阪金剛簾」の製造作業

及び「すだれ博物館」の視察 

袋谷タオル合資会社 ・泉州タオルの特色、環境に配慮したモノづくり、海外販路拡大への

展望や課題 

・製造工場の視察 

エ 大阪の古代の歴史／大阪・関西万博の空の玄関口 

 大阪府立近つ飛鳥博物館 ・博物館の特徴や古墳文化、地域の歴史 

・古墳の出土品の展示品の視察 

関西国際空港（関西エアポート株式会社） ・水素利活用の取組、リノベーション工事の進捗状況 

・展望ホールからの撮影 

河内ワイン（昼食）、南河内フルーツロード ・ワイナリーの視察 

・南河内フルーツロード及び南河内で採れるフルーツの概要 
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③ プレスツアーの取材に基づく報道状況（令和 5 年 12 月時点） 

メディア国・地域（種別） 社名（転載含む） 記事等タイトル（仮訳） 

バングラデシュ Prothom Alo 日本は万博に向けて人工島を建設し、その他の準備を進めている  

バングラデシュ UNB 通信社 2025 年に日本で開催される「万国博覧会 2025」 

バングラデシュ UNB 通信社 大阪城と古墳 

中国 新華通信社 大阪、日本：2025 年大阪・関西万博会場が建設中 

フランス Les Echos 日本、世界第 3 位の経済大国の座を失う 

フランス AFP 通信社 大阪市と 2025 年万博会場の航空写真 

韓国 毎日経済新聞 
18 ヵ月後に迫った大阪万博の現場に行ってみた… 

建設費高騰でまだまだ荒れ果てた様子 

韓国 中央日報 
そこからは車が空を飛ぶ… 

第 2 の飛躍のスタートを切る大阪「18 兆ウォンの夢」 

韓国 東亜日報 人工島の上の大阪万博、世界最大の木造建築物の「輪郭」 

スペイン Agencia EFE コスト超過、遅延、国の撤退が 2025 年大阪関西万博を脅かす 

スペイン ABC 上記転載 

スイス Swissinfo.ch 上記転載 

アメリカ Getty Images 堺市近郊の工場地帯を撮影した航空写真 

 

     

仁徳天皇陵古墳 視察（上空から）     夢洲 視察（上空から）        株式会社クボタ 視察 

 

     

株式会社 HCI 視察          杉多製簾株式会社 視察          袋谷タオル合資会社視察 

 

     

近つ飛鳥博物館 視察             関西国際空港 視察           河内ワイン（昼食） 
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③ プレスツアーの取材に基づく報道状況（令和 5 年 12 月時点） 

メディア国・地域（種別） 社名（転載含む） 記事等タイトル（仮訳） 

バングラデシュ Prothom Alo 日本は万博に向けて人工島を建設し、その他の準備を進めている  

バングラデシュ UNB 通信社 2025 年に日本で開催される「万国博覧会 2025」 

バングラデシュ UNB 通信社 大阪城と古墳 

中国 新華通信社 大阪、日本：2025 年大阪・関西万博会場が建設中 

フランス Les Echos 日本、世界第 3 位の経済大国の座を失う 

フランス AFP 通信社 大阪市と 2025 年万博会場の航空写真 

韓国 毎日経済新聞 
18 ヵ月後に迫った大阪万博の現場に行ってみた… 

建設費高騰でまだまだ荒れ果てた様子 

韓国 中央日報 
そこからは車が空を飛ぶ… 

第 2 の飛躍のスタートを切る大阪「18 兆ウォンの夢」 

韓国 東亜日報 人工島の上の大阪万博、世界最大の木造建築物の「輪郭」 

スペイン Agencia EFE コスト超過、遅延、国の撤退が 2025 年大阪関西万博を脅かす 

スペイン ABC 上記転載 

スイス Swissinfo.ch 上記転載 

アメリカ Getty Images 堺市近郊の工場地帯を撮影した航空写真 

 

     

仁徳天皇陵古墳 視察（上空から）     夢洲 視察（上空から）        株式会社クボタ 視察 

 

     

株式会社 HCI 視察          杉多製簾株式会社 視察          袋谷タオル合資会社視察 

 

     

近つ飛鳥博物館 視察             関西国際空港 視察           河内ワイン（昼食） 
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⑵ 外務省主催プレスツアー 

令和 5 年 9 月に外務省主催プレスツアーが実施され、さかい利晶の杜において堺市の歴史的背景・文化についての

取材や、主に堺の金属加工など特色ある産業・企業等について外国メディアの記者による取材が行われた。また、当協

議会から、ツアーに参加した 6 社 6 名の外国メディアの記者に向けて、本会合の開催に向けた地元の取組について説

明した。 

プレスツアーの取材に基づく報道状況（令和 5 年 10 月時点） 

メディア国・地域（種別） 社名（転載含む） 記事等タイトル（仮訳） 

中国 東南網 日本有数の国際貿易で栄えた都市、堺市 

中国 東南網 600 年の伝統ある刃物づくりの歴史を持つ堺市の刃物 

中国 東南網 堺から始まる茶文化、日本の百年続く茶店を訪ねて 

中国 東南網 
宇宙ステーションでも加工技術が使われている 

大阪の大手インフラ資材メーカー訪問 

香港 點新聞 2025 年大阪万博の準備に遅れ 

ベトナム ベトナム通信社 日本人の自転車への情熱を育む場所「シマノミュージアム」 

ベトナム ベトナム国営テレビ 伝統的な和包丁の鍛造 

 

   

協議会事務局ブリーフィング                         さかい利晶の杜 視察  
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第 4 章 住民・事業者への広報 

1．広報ツール・グッズによる情報発信 

G7 大阪・堺貿易大臣会合の開催を住民・事業者の皆様に広く周知するため、ポスター・チラシ等の広報ツール、クリ

アファイル等の広報グッズを作成し、関係機関での掲出や各種イベントでの配布を行った。 

⑴ G7 大阪・堺貿易大臣会合ロゴマークの作成 

政府は、G7 議長国として G7 広島サミットを開催するにあたり、日本ならではの G7 サミットを国内外に印象付けるた

めにロゴマークのデザインを公募し、G7 を意味した 7 色の日本伝統の折り紙を G の形のクリップで束ねたデザインに決定

した。 

当協議会では、同ロゴマークに大阪府と堺市の規定色で「OSAKA‒SAKAI」の文字列を追記し、「I」の文字に貿易

を想起させる旧堺燈台を表現したレタリングを使用したロゴマークを作成し、広報展開に活用した。 

 
  

G7 大阪・堺貿易大臣会合ロゴマーク（縦型） G7 大阪・堺貿易大臣会合ロゴマーク（横型） 〈参考〉G7 広島サミットロゴマーク 

 

⑵ 広報ツール 

① ポスター・チラシ 

令和 5 年 1 月から、関係機関での掲出や各種イベントでの配布を実施した。令和 5 年 9 月からは、本体会合及び

歓迎行事の会場名が入ったポスター・チラシを制作し、広報周知を図った。デザイン作成にあたっては、中世に海外との

交易で繁栄を極めた都市・堺のイメージや、堺をはじめとした南大阪の魅力をイラストや写真を用いて表現した。 

種別 作成数 デザイン 

ポスター 

（第 1 弾） 
100 枚 

 

チラシ 

（第 1 弾） 
7,000 枚 
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種別 作成数 デザイン 

ポスター 

（第 2 弾〈イラスト〉） 
500 枚 

 

ポスター 

（第 2 弾〈写真〉） 
500 枚 

 

チラシ 

（第 2 弾） 
13,500 枚 

   

ポスター 

（第 3 弾〈イラスト〉） 
6,600 枚 

 

ポスター 

（第 3 弾〈写真〉） 
50 枚 

 

チラシ 

（第 3 弾） 
10,000 枚 
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② のぼり・横断幕 

令和 5 年 1 月から、のぼりを大阪府庁・堺市役所に設置した。また、横断幕を各種イベントで掲出した。 

 

のぼり（10 枚） 

  

 

横断幕（3 枚） 
 

③ デジタルサイネージへの掲出 

令和 5 年 10 月から、鉄道駅や大阪駅前地下道、関西国際空港等においてデジタルサイネージによる広報を行った。 

   

南海なんば駅デジタルサイネージ               JR 天王寺駅デジタルサイネージ 
 

 

関西国際空港ウェルカムボード 
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種別 作成数 デザイン 
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ポスター 

（第 3 弾〈イラスト〉） 
6,600 枚 

 

ポスター 

（第 3 弾〈写真〉） 
50 枚 

 

チラシ 

（第 3 弾） 
10,000 枚 
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関西国際空港ウェルカムボード 
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⑶ 広報グッズ 

① ピンバッジ 

会合開催に向けた機運醸成のためピンバッジを製作し、大阪府・堺市・府内市町村や会合参加国・機関、事業者

等の関係者に配布した。 

           

ピンバッジ（4,000 個） 
 

② リングノート 

G7 広島サミットのロゴマークにちなみ、折り紙をモチーフにしたデザインのリングノートを製作し、会合関係者や 100 日

前イベントの来場者に配布した。また、会合時には各国大臣等のメモ用のノートとして配付されたほか、コングレスバッグの

記念品にも採用され各代表団及びプレス関係者に配布された。 

             

リングノート（1,500 冊）       閣僚セッションにて各国大臣席に配置された様子 
 

③ クリアファイル等のノベルティ 

クリアファイルやポケットティッシュ等のノベルティを製作し、各種イベント等で配布した。 

      

クリアファイル（3,000 個）                缶バッジ（3,500 個） 
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ポケットティッシュ（第 1 弾：10,000 個）     ポケットティッシュ（第 2 弾：15,000 個） 
 

   

除菌ウェットティッシュ（第 1 弾：3,800 個）    除菌ウェットティッシュ（第 2 弾：5,000 個） 
 

 

カード型除菌スプレー（1,500 個） 

 

2．公式ホームページや SNS による情報発信 

住民・事業者の皆様の理解促進及び機運醸成を図り、大阪・堺の魅力や大阪・関西万博の開催に向けた取組を

世界に発信した。 

⑴ 公式ホームページによる情報発信 

令和 5 年 2 月に当協議会の公式ホームページを開設した。日本語・英語の 2 言語に対応し、会合情報、イベント

情報、大阪・堺の魅力等を発信し、会合開催の直前期には、安全・安心な会合の開催に向けて、規制情報を掲載し

た。また、会合終了後には、歓迎行事や国際メディアセンター内 PR ゾーンの当日の様子を掲載した。 

62

第
３
編

第
４
章

住
民
・
事
業
者
へ
の
広
報



62 

 

⑶ 広報グッズ 

① ピンバッジ 

会合開催に向けた機運醸成のためピンバッジを製作し、大阪府・堺市・府内市町村や会合参加国・機関、事業者

等の関係者に配布した。 

           

ピンバッジ（4,000 個） 
 

② リングノート 

G7 広島サミットのロゴマークにちなみ、折り紙をモチーフにしたデザインのリングノートを製作し、会合関係者や 100 日

前イベントの来場者に配布した。また、会合時には各国大臣等のメモ用のノートとして配付されたほか、コングレスバッグの

記念品にも採用され各代表団及びプレス関係者に配布された。 

             

リングノート（1,500 冊）       閣僚セッションにて各国大臣席に配置された様子 
 

③ クリアファイル等のノベルティ 

クリアファイルやポケットティッシュ等のノベルティを製作し、各種イベント等で配布した。 

      

クリアファイル（3,000 個）                缶バッジ（3,500 個） 

63 

 

   

ポケットティッシュ（第 1 弾：10,000 個）     ポケットティッシュ（第 2 弾：15,000 個） 
 

   

除菌ウェットティッシュ（第 1 弾：3,800 個）    除菌ウェットティッシュ（第 2 弾：5,000 個） 
 

 

カード型除菌スプレー（1,500 個） 

 

2．公式ホームページや SNS による情報発信 

住民・事業者の皆様の理解促進及び機運醸成を図り、大阪・堺の魅力や大阪・関西万博の開催に向けた取組を

世界に発信した。 

⑴ 公式ホームページによる情報発信 
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日本語トップページ（ブラウザ）                       英語トップページ（ブラウザ） 

 

                    

日本語トップページ（スマートフォン）              英語トップページ（スマートフォン） 

 

⑵ SNS による情報発信 

令和 4 年 12 月に当協議会公式の Twitter（現 X）、Facebook アカウントを開設した。公式ホームページのトッ

プページ上に、これらのタイムラインを埋め込み相互連携を図るとともに、イベント情報を中心にタイムリーな発信を行った。 

                    

公式 Twitter（現 X）                   公式 Facebook 
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3．関係機関との連携による広報展開 

大阪府や堺市が有する媒体や、企業、大学等との連携により、会合に関する情報発信を行った。 

⑴ 大阪府や堺市等が有する媒体を通じた広報 

大阪府や堺市等が有する広報紙等の媒体を通じて幅広い周知を図った。 

① 広報紙 

② 「G7 大阪・堺貿易大臣会合」記念デザイン宝くじ 

第 2746 回近畿宝くじにおいて、会合開催を記念した図柄デザインが採用された。 

発売期間 令和 5 年 5 月 31 日～6 月 20 日 

発売地域 近畿 2 府 4 県（大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県） 

価 格 1 枚 100 円 

販 売 数 1,256,438 枚 

③ 堺市立図書館でのイベント「G7 を知ろう！」ブックフェア 

7 つの区域図書館で、G7 に関連した本を展示するブックフェアを実施した。また、「サミットって？」「貿易について考え

てみよう」「堺と貿易」「参加国について知ろう」の 4 つのテーマに分けたブックリストを作成し、HP に公開した。 

実施期間 実施場所（堺市立図書館） 

6 月 1 日～6 月 30 日 中央図書館 

7 月 1 日～7 月 31 日 中図書館 

8 月 1 日～8 月 31 日 南図書館・北図書館 

9 月 1 日～9 月 30 日 東図書館・美原図書館 

10 月 1 日～10 月 31 日 西図書館 

④ 名札用周知カード 

G7 広島サミットの開催初日である令和 5 年 5 月 19 日から会合終了までの期間、堺市職員が会合開催を周知す

るミニカードを名札に装着した。 

⑤ 府市関連の刊行物等 

大阪府・堺市が発行する刊行物・封筒、関連するイベントパンフレットなどに、会合のロゴマークを印刷した。 

          

広報紙（広報さかい）                      記念デザイン宝くじ 
 

媒体 発行号数 

大阪府発行「府政だより」 令和 5 年 3 月号、6 月号、7・8 月合併号、9 月号、10・11 月合併号 

堺市発行「広報さかい」 令和 4 年 11 月号、令和 5 年 1 月号、2 月号、4~10 月号、12 月号 

大阪市北区発行「わがまち北区」 令和 5 年 8 月号、10 月号 

大阪市福島区発行「広報ふくしま」 令和 5 年 8 月号、10 月号 

大阪市西区発行「かぜ」 令和 5 年 10 月号 
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図書館ブックフェア                       名札用周知カード 

⑵ 企業、大学等との連携を通じた広報周知 

大阪府及び堺市は、地域社会における様々な課題解決を図るため、多数の企業、大学等との間で包括連携協定

を締結している。これらの枠組みによる連携のほか、会合の開催に向けて、物品、アイデア、ノウハウ、サービス等、協賛・

応援に取り組んでくださる企業・団体を募集し、地域住民・事業者に対する理解促進や広報活動を展開した。 

（協力団体・内容は資料編「16．協賛・応援実績」参照） 

   

サイネージでの放映による PR 協力          イベントでのチラシ等掲出による PR 協力 

 

   

物品の提供                           備品の提供  
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第 5 章 機運醸成 

1．イベントの企画・開催  

地域住民・事業者の皆様に、会合の開催意義についてご理解いただき、おもてなしの機運を高めるため、記念イベン

トを開催した。 

⑴ 会合開催 100 日前イベント 

会合開催まで 100 日前の節目に、会合の開催をより身近に感じていただけるよう記念イベントを開催した。 

① デジタルサイネージ点灯式、会合までのカウントダウン開始 

7 月 20 日、堺市役所前市民交流広場「Mina さかい」で、会合までの日数をカウントダウンするデジタルサイネージ

（堺ライオンズクラブから寄贈）の点灯式を行った。点灯式には、永藤堺市長、堺ライオンズクラブ会長などが参加した。

イベント後、デジタルサイネージは堺市役所本庁舎 1 階に設置し、会合開催日まではカウントダウンを、開催後は歓迎レ

セプションで上映された動画の放映を行った。 

   

点灯式の様子                        デジタルサイネージ 

② G7 大阪・堺貿易大臣会合開催記念！国際交流フェスタ 

7 月 20 日～23 日の 4 日間、堺市役所前市民交流広場「Mina さかい」で、関西大学人間健康学部安田ゼミの

学生が主体となり、子どもたちが楽しめ地域住民の会合への関心が高まるようなイベントとして企画、運営を行った。 

キッチンカーなどによる世界の食の提供、G7 各国の遊びや文化を紹介するコーナー、ステージの設置など、世界に触

れ国際理解を深められるイベントを実施し、約 1,000 人が来場した。 

   

  国際交流フェスタの様子 
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⑵ 記念フォーラム 万博でチャンスを掴む！世界に挑む！ 

「G7 大阪・堺貿易大臣会合記念フォーラム 万博でチャンスを掴む！世界に挑む！～大阪・関西万博で広がる世

界 G7 各国の「今」を知る～」を、公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会、公益財団法人 大阪観光局と共

同で開催した。 

講演者・パネリストから、本会合が大阪・堺で開催される意義や、大阪・関西万博に対するビジネスチャンスとしての

G7 各国の期待などについてお話しいただいた。 

開催概要 

日 時 令和 5 年 10 月 4 日 

場 所 大阪府立国際会議場 10 階 

参加者数 約 100 名 

フォーラムの内容 

コンテンツ 講演者・パネリスト 

【第 1 部】オープニングメッセージ 

 開会のごあいさつ ・永藤会長代行 

 
「G7 貿易大臣会合」が「今」大阪・堺で開

催される意義 

・竹谷 厚氏 （外務省 G7 外相会合・貿易大臣会合準備事務局長（G7 貿

易大臣会合担当）） 

 大阪・関西万博の成功に向けて ・髙科 淳氏 （公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会副事務総長） 

 特別講演 「万博から共創する未来社会」 
・宮田 裕章氏 （大阪・関西万博テーマ事業プロデューサー 慶應義塾大学医

学部教授） 

【第 2 部】パネルディスカッション・基調講演 

 

パネルディスカッション 

【テーマ】 

・「G7 各国の万博への期待」（ビジネスチ

ャンスとしての万博） 

・「世界が大阪の企業に求めるもの」  

【パネリスト】 

・サンドリン・ムシェ氏（在京都フランス総領事館 総領事） 

・ミシェル・シーガル氏（在大阪・神戸アメリカ総領事館 広報担当領事） 

・キャロリン・デービッドソン氏（在大阪英国総領事館 総領事）  

・メラニー・ザクシンガー氏（大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館 総領事） 

・マルコ・プレンチペ氏（在大阪イタリア総領事館 総領事）  

・デイヴィッド・パデュー氏（在名古屋カナダ領事館 領事） 

・溝畑 宏氏（公益財団法人 大阪観光局 理事長）  

【コーディネーター】 

・吉村 佐知子氏（公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会 機運醸成

局上席審議役 兼 海外コミュニケーション部長） 

基調講演 「これからの海外戦略で「大切」

なこと」～成功事例からの考察～ 
・吉村 佐知子氏 

 

   

フォーラムの様子 
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⑶ みんなで作ろう！折り紙フラワー  

各種イベント会場や堺市立ビッグバンで、折り紙によるフラワーづくりを実施し、完成した折り紙フラワーを集め、歓迎レ

セプション会場のウェルカムボード制作に用いた。折り紙フラワーは、家庭や地域団体、児童福祉施設や介護事業所など

からの持ち込み分（窓口協力：堺市社会福祉協議会）を合わせ、合計 3,503 個が集まった。 

   

各種イベント等における折り紙フラワーづくりの様子 
 

   

歓迎レセプション会場に設置したウェルカムボード 

⑷ 各種イベントでの PR  

堺まつりや区民まつりなど各種イベントに参加し、ポスターの掲示、のぼりの設置、PR グッズの配布等を実施した。 

   
 

   

各種イベントにおける PR の様子 
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堺まつりや区民まつりなど各種イベントに参加し、ポスターの掲示、のぼりの設置、PR グッズの配布等を実施した。 

   
 

   

各種イベントにおける PR の様子 
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各種イベントへの参加一覧 

実施日 イベント名 主催 内容 

1 月 4 日 大阪新年互礼会 
大阪府、大阪市、大阪商工会議所、公益社団法人 関

西経済連合会、一般社団法人 関西経済同友会 
・ブース出展 

1 月 4 日 堺新年互礼会 堺市、堺商工会議所 ・ポスター掲示 

1 月 9 日 堺市二十歳の集い 各区二十歳の集い実行委員会 ・ポスター掲示 

1 月 15 日 アーバンスポーツフェス大阪 プレイベント 大阪府 ・ブース出展 

2 月 4 日 青少年指導員連絡協議会 中央研修会 堺市 
・ポスター、のぼり掲示 

・チラシ配布 

2 月 12 日 第 30 回 KIX 泉州国際マラソン 一般社団法人 KIX 泉州ツーリズムビューロー ・ブース出展 

2 月 12 日 
日本インドネシア国交樹立 65 周年記念公演 

～インドネシアの文化に触れよう～ 
堺市、在インドネシア共和国総領事館 

・ポスター掲示 

・チラシ配布 

2 月 18 日 
令和 4 年度 百舌鳥古墳群魅力発掘講演会 

～仁徳天皇陵古墳の最新調査成果～ 
堺市 ・ポスター、のぼり掲示 

2 月 24 日、25 日 大阪マラソン EXPO 2023 大阪マラソン組織委員会 ・ブース出展 

2 月 25 日 ガンバ大阪ホーム開幕戦 ホームゲームイベント 株式会社ガンバ大阪 
・ブース出展 

・PR 画像の場内掲示 

3 月 5 日 大和川・石川クリーン作戦 大和川水環境協議会 ・チラシ配布 

3 月 11 日、12 日 アーバンスポーツフェス大阪 大阪府 ・ブース出展 

3 月 11 日、12 日 堺区民文化祭 堺区ふれあい事業実行委員会 
・ポスター掲示 

・チラシ配布 

3 月 12 日 第 44 回 世界遺産劇場-百舌鳥古墳群- 堺市、世界遺産劇場実行委員会 ・ブース出展 

3 月 14 日 課題解決型マッチングフェア 大阪信用金庫、堺商工会議所 ・チラシ配布 

3 月 17 日 堺技衆認証企業工場見学＆交流会 堺商工会議所  ・チラシ配布 

3 月 25 日、26 日 紐とけば堺 2023 春旅 公益社団法人 堺観光コンベンション協会 
・イベントチラシへの会合 PR 掲載 

・チラシ、PR グッズ配布 

3 月 28 日 なかもずスプリングフェスタ 中百舌鳥駅前通商店街 ・ブース出展 

4 月 8 日、9 日 堺刃物まつり 堺刃物まつり実行委員会 
・のぼり掲示 

・チラシ配布 

4 月 12 日～16 日 万博でつながる 八地域の美味祭り 
2025 年日本国際博覧会とともに、地域の未来社会を創

造する首長連合（万博首長連合）事務局 
・ポスター掲示 

4 月 13 日～16 日 関西オープンゴルフ選手権 一般社団法人 関西ゴルフ連盟 
・ポスター掲示 

・チラシ配布 

4 月 19 日 
さかいオープンファクトリー推進事業参加説明会

＆交流会 
堺商工会議所  ・チラシ配布 

4 月 29 日 堺シティマラソン 産経新聞社 
・のぼり、横断幕掲示 

・PR グッズ配布 

5 月 3 日、4 日 オリックス ファーム公式戦 オリックス野球クラブ株式会社 ・チラシ配布 

5 月 12 日 堺ブランド「堺技衆」万博活用セミナー 堺商工会議所  ・チラシ配布 

5 月 13 日、14 日 
OSAKA METROPOLITAN ROCK 

FESTIVAL 2023 
OSAKA METROPOLITAN ROCK FESTIVAL 事務局 ・ブース出展 

5 月 13 日、14 日 J-GREEN 堺フェスティバル J-GREEN 堺指定管理者代表団体 
・ポスター掲示 

・チラシ配布 

5 月 14 日 東区民まつり 東区民まつり運営委員会 ・ブース出展 

5 月 21 日 ツアー・オブ・ジャパン堺ステージ ツアー・オブ・ジャパン組織委員会 堺ステージ実行委員会 ・ブース出展 

5 月 26 日 第 2 回リボーンチャレンジ交流会 大阪信用金庫、大阪商工会議所 ・チラシ配布 

5 月 28 日 セレッソ大阪ホームゲーム 堺市民招待デー 株式会社セレッソ大阪 

・ブース出展 

・スタジアム内大型ビジョンで PR

画像を掲示 

6 月 5 日～11 日 三宝水再生センターあじさい一般公開 堺市 ・チラシ配布 

6 月 25 日 関西大学堺キャンパス祭 関西大学人間健康学部祭典実行委員会 
・ポスター掲示 

・チラシ配布 

7 月 31 日 堺大魚夜市 堺大魚夜市実行委員会 ・ブース出展 

8 月 22 日 イオンチアーズクラブ出前講座 イオンリテール株式会社 ・職員による出前講座 

9 月 30 日 浜寺公園 150 周年記念イベント 「浜寺公園 150 周年記念イベント」実行委員会 
・ポスター掲示 

・PR グッズ配布 

9 月 30 日 
開設 150 年記念フォーラム「浜寺公園 150 年

のあゆみ」 
大阪府 ・チラシ配布 

10 月 1 日～31 日 
G7 大阪・堺貿易会合開催記念 プレミアム付

商品券※販売は 9 月 25 日～9 月 30 日 
堺駅前商店会 

・記念イベントとして実施 

・会合PR掲載イベントチラシ配布 

10 月 6 日～9 日 メイドインさかいフェア in イオンモール堺北花田 イオンリテール株式会社 
・ポスター掲示 

・イベントチラシへの会合 PR 掲載 

10 月 7 日～9 日 乙姫の休日。in 堺旧港 2023 堺市 ・PR グッズ配布 

10 月 9 日 堺市民オリンピック 堺市民オリンピック委員会 ・横断幕掲示 
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実施日 イベント名 主催 内容 

10 月 14 日、15 日 堺まつり 公益社団法人 堺観光コンベンション協会 
・ポスター、のぼり掲示 

・PR グッズ配布 

10 月 14 日～20 日 堺東フードフェス 堺東商店街連合会 ・イベントチラシへの会合 PR 掲載 

10 月 17 日 クリーンキャンペーン 堺市立旭中学校 ・PR グッズ配布 

10 月 18 日、19 日 大阪勧業展 2023 
大阪商工会議所、堺商工会議所、大阪府商工会連合

会 
・チラシ配布 

10 月 20 日～22 日 チェコフェスティバル 2023 in 関西 
特定非営利活動法人 関西堺・チェコ国際交流協会、 

在堺チェコ共和国名誉領事館 
・PR グッズ配布 

10 月 22 日 清掃ボランティア活動（仁徳陵をまもり隊） 仁徳陵をまもり隊 
・のぼり、横断幕掲示 

・PR グッズ配布 

10 月 22 日 中区区民フェスタ 中区区民フェスタ実行委員会 
・ポスター、のぼり掲示 

・PR グッズ配布、場内で PR 放送 

 

2．子どもたちの国際感覚の醸成 

会合開催を、次代を担う子どもたちにとって、世界の課題を身近に感じ、国際感覚や多様性尊重の意識を醸成する

絶好の機会と捉え、各取組を実施した。 

⑴ 各国領事館協力による特別授業 

① 実施概要 

国際理解の促進、国際交流の推進に向けて、令和 5 年 6 月から 12 月にかけて、G7 各国の在関西総領事等に

大阪市や堺市、泉州・南河内地域の小中学校を訪問していただき、各校で特別授業を実施した。 

② 実施校一覧 

実施日 国 講師 実施校 内容 

6 月 7 日 フランス ジュール・イルマン総領事 
府立 富田林中学校 「ビックリフランス！」皆さまがご存知

ないフランス 堺市立 旭中学校 

6 月 9 日 カナダ デイヴィッド・パデュー領事 
和泉市立 幸小学校・池上小学校 「自然いっぱい、個性もいろいろ、パ

ワーあふれるカナダ！」 私立 賢明学院小学校 

6 月 13 日 アメリカ ジェームズ・ハサウェイ領事 
泉南市立 新家小学校 「Changes I've Seen in Japan

私が日本で見てきた変化」 堺市立 少林寺小学校 

7 月 11 日 ドイツ ミヒャエル・イェーレ首席領事 
太子町立 山田小学校 

「ドイツを知ろう！」 
堺市立 日置荘中学校 

9 月 6 日 イギリス 
マシュー・エリス 

大阪・関西万博アタッシェ 
大阪市立 築港中学校 

「英国を知っていますか Getting 

to know the UK」 

9 月 27 日 イタリア カルロ・ディサリオ領事部長 
大阪市立 中大江小学校 

「イタリアの魅力」 
堺市立 大仙小学校 

12 月 13 日 イギリス 
マシュー・エリス 

大阪・関西万博アタッシェ 
堺市立 登美丘東小学校 

「英国を知っていますか Getting 

to know the UK」 
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各種イベントへの参加一覧 

実施日 イベント名 主催 内容 

1 月 4 日 大阪新年互礼会 
大阪府、大阪市、大阪商工会議所、公益社団法人 関

西経済連合会、一般社団法人 関西経済同友会 
・ブース出展 

1 月 4 日 堺新年互礼会 堺市、堺商工会議所 ・ポスター掲示 

1 月 9 日 堺市二十歳の集い 各区二十歳の集い実行委員会 ・ポスター掲示 

1 月 15 日 アーバンスポーツフェス大阪 プレイベント 大阪府 ・ブース出展 

2 月 4 日 青少年指導員連絡協議会 中央研修会 堺市 
・ポスター、のぼり掲示 

・チラシ配布 

2 月 12 日 第 30 回 KIX 泉州国際マラソン 一般社団法人 KIX 泉州ツーリズムビューロー ・ブース出展 

2 月 12 日 
日本インドネシア国交樹立 65 周年記念公演 

～インドネシアの文化に触れよう～ 
堺市、在インドネシア共和国総領事館 

・ポスター掲示 

・チラシ配布 

2 月 18 日 
令和 4 年度 百舌鳥古墳群魅力発掘講演会 

～仁徳天皇陵古墳の最新調査成果～ 
堺市 ・ポスター、のぼり掲示 

2 月 24 日、25 日 大阪マラソン EXPO 2023 大阪マラソン組織委員会 ・ブース出展 

2 月 25 日 ガンバ大阪ホーム開幕戦 ホームゲームイベント 株式会社ガンバ大阪 
・ブース出展 

・PR 画像の場内掲示 

3 月 5 日 大和川・石川クリーン作戦 大和川水環境協議会 ・チラシ配布 

3 月 11 日、12 日 アーバンスポーツフェス大阪 大阪府 ・ブース出展 

3 月 11 日、12 日 堺区民文化祭 堺区ふれあい事業実行委員会 
・ポスター掲示 

・チラシ配布 

3 月 12 日 第 44 回 世界遺産劇場-百舌鳥古墳群- 堺市、世界遺産劇場実行委員会 ・ブース出展 

3 月 14 日 課題解決型マッチングフェア 大阪信用金庫、堺商工会議所 ・チラシ配布 

3 月 17 日 堺技衆認証企業工場見学＆交流会 堺商工会議所  ・チラシ配布 

3 月 25 日、26 日 紐とけば堺 2023 春旅 公益社団法人 堺観光コンベンション協会 
・イベントチラシへの会合 PR 掲載 

・チラシ、PR グッズ配布 

3 月 28 日 なかもずスプリングフェスタ 中百舌鳥駅前通商店街 ・ブース出展 

4 月 8 日、9 日 堺刃物まつり 堺刃物まつり実行委員会 
・のぼり掲示 

・チラシ配布 

4 月 12 日～16 日 万博でつながる 八地域の美味祭り 
2025 年日本国際博覧会とともに、地域の未来社会を創

造する首長連合（万博首長連合）事務局 
・ポスター掲示 

4 月 13 日～16 日 関西オープンゴルフ選手権 一般社団法人 関西ゴルフ連盟 
・ポスター掲示 

・チラシ配布 

4 月 19 日 
さかいオープンファクトリー推進事業参加説明会

＆交流会 
堺商工会議所  ・チラシ配布 

4 月 29 日 堺シティマラソン 産経新聞社 
・のぼり、横断幕掲示 

・PR グッズ配布 

5 月 3 日、4 日 オリックス ファーム公式戦 オリックス野球クラブ株式会社 ・チラシ配布 

5 月 12 日 堺ブランド「堺技衆」万博活用セミナー 堺商工会議所  ・チラシ配布 

5 月 13 日、14 日 
OSAKA METROPOLITAN ROCK 

FESTIVAL 2023 
OSAKA METROPOLITAN ROCK FESTIVAL 事務局 ・ブース出展 

5 月 13 日、14 日 J-GREEN 堺フェスティバル J-GREEN 堺指定管理者代表団体 
・ポスター掲示 

・チラシ配布 

5 月 14 日 東区民まつり 東区民まつり運営委員会 ・ブース出展 

5 月 21 日 ツアー・オブ・ジャパン堺ステージ ツアー・オブ・ジャパン組織委員会 堺ステージ実行委員会 ・ブース出展 

5 月 26 日 第 2 回リボーンチャレンジ交流会 大阪信用金庫、大阪商工会議所 ・チラシ配布 

5 月 28 日 セレッソ大阪ホームゲーム 堺市民招待デー 株式会社セレッソ大阪 

・ブース出展 

・スタジアム内大型ビジョンで PR

画像を掲示 

6 月 5 日～11 日 三宝水再生センターあじさい一般公開 堺市 ・チラシ配布 

6 月 25 日 関西大学堺キャンパス祭 関西大学人間健康学部祭典実行委員会 
・ポスター掲示 

・チラシ配布 

7 月 31 日 堺大魚夜市 堺大魚夜市実行委員会 ・ブース出展 

8 月 22 日 イオンチアーズクラブ出前講座 イオンリテール株式会社 ・職員による出前講座 

9 月 30 日 浜寺公園 150 周年記念イベント 「浜寺公園 150 周年記念イベント」実行委員会 
・ポスター掲示 

・PR グッズ配布 

9 月 30 日 
開設 150 年記念フォーラム「浜寺公園 150 年

のあゆみ」 
大阪府 ・チラシ配布 

10 月 1 日～31 日 
G7 大阪・堺貿易会合開催記念 プレミアム付

商品券※販売は 9 月 25 日～9 月 30 日 
堺駅前商店会 

・記念イベントとして実施 

・会合PR掲載イベントチラシ配布 

10 月 6 日～9 日 メイドインさかいフェア in イオンモール堺北花田 イオンリテール株式会社 
・ポスター掲示 

・イベントチラシへの会合 PR 掲載 

10 月 7 日～9 日 乙姫の休日。in 堺旧港 2023 堺市 ・PR グッズ配布 

10 月 9 日 堺市民オリンピック 堺市民オリンピック委員会 ・横断幕掲示 
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実施日 イベント名 主催 内容 

10 月 14 日、15 日 堺まつり 公益社団法人 堺観光コンベンション協会 
・ポスター、のぼり掲示 

・PR グッズ配布 

10 月 14 日～20 日 堺東フードフェス 堺東商店街連合会 ・イベントチラシへの会合 PR 掲載 

10 月 17 日 クリーンキャンペーン 堺市立旭中学校 ・PR グッズ配布 

10 月 18 日、19 日 大阪勧業展 2023 
大阪商工会議所、堺商工会議所、大阪府商工会連合

会 
・チラシ配布 

10 月 20 日～22 日 チェコフェスティバル 2023 in 関西 
特定非営利活動法人 関西堺・チェコ国際交流協会、 

在堺チェコ共和国名誉領事館 
・PR グッズ配布 

10 月 22 日 清掃ボランティア活動（仁徳陵をまもり隊） 仁徳陵をまもり隊 
・のぼり、横断幕掲示 

・PR グッズ配布 

10 月 22 日 中区区民フェスタ 中区区民フェスタ実行委員会 
・ポスター、のぼり掲示 

・PR グッズ配布、場内で PR 放送 

 

2．子どもたちの国際感覚の醸成 

会合開催を、次代を担う子どもたちにとって、世界の課題を身近に感じ、国際感覚や多様性尊重の意識を醸成する

絶好の機会と捉え、各取組を実施した。 

⑴ 各国領事館協力による特別授業 

① 実施概要 

国際理解の促進、国際交流の推進に向けて、令和 5 年 6 月から 12 月にかけて、G7 各国の在関西総領事等に

大阪市や堺市、泉州・南河内地域の小中学校を訪問していただき、各校で特別授業を実施した。 

② 実施校一覧 

実施日 国 講師 実施校 内容 

6 月 7 日 フランス ジュール・イルマン総領事 
府立 富田林中学校 「ビックリフランス！」皆さまがご存知

ないフランス 堺市立 旭中学校 

6 月 9 日 カナダ デイヴィッド・パデュー領事 
和泉市立 幸小学校・池上小学校 「自然いっぱい、個性もいろいろ、パ

ワーあふれるカナダ！」 私立 賢明学院小学校 

6 月 13 日 アメリカ ジェームズ・ハサウェイ領事 
泉南市立 新家小学校 「Changes I've Seen in Japan

私が日本で見てきた変化」 堺市立 少林寺小学校 

7 月 11 日 ドイツ ミヒャエル・イェーレ首席領事 
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特別授業の様子 

⑵ 堺市における国際感覚を醸成する取組 

堺市の学校園において、子どもたちが世界の様々な事柄に関心を持つきっかけになるよう、各国の様々な文化に触れ

られる身近な取組を、学齢期に合わせて幅広く実施した。 

① 未就学児向けの取組 

市立の全認定こども園（16 園）で、G7 各国の料理を「G7 サミット給食」として給食・おやつの献立に取り入れ、

各国の「いただきます」の言葉などを通じて世界に触れる機会としたほか、本取組をテーマにした食育だよりを家庭に発

信した。 

実施時期：令和 5 年 6 月 

こども園メニュー 

イタリア パン、ミラノ風チキン、キャベツとベーコンのショートパスタ、ズッパ 

ドイツ 【おやつ】フラムクーヘン 

イギリス 【おやつ】スコーン 

カナダ 【おやつ】メープルクッキー  

フランス パン、白身魚のムニエル、ラタトゥイユ、ポトフ 

アメリカ パン、ポークビーンズ、ローストポテト、スープ 

日本 とろろ昆布入り炊き込みご飯、さわらの利休焼き、堺産小松菜の煮物、すまし汁 

 

   

メニュー例                          食育指導の様子 
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② 小中学生向けの取組 

ア．GIGA スクール特別講座（国際交流） 

市立小学校 2 校（八下西・登美丘東）で、G7 広島サミット及び G7 閣僚会合等の開催を契機に文部科学省

が実施する GIGA スクール特別講座を開催し、フランス大使館とオンライン（Zoom）を使った交流を行った。 

実施日：令和 5 年 6 月 19 日 

イ．G7 学校給食 

市立の全小学校（92 校）、中学校 1 校（大泉）、全支援学校（3 校）の給食及び中学校 42 校の選択

制中学校給食で G7 各国の料理を提供し、各国の食文化を紹介したほか、家庭でも活用してもらえるよう、レシピを

配信した。 

実施時期：令和 5 年 9 月～10 月 

給食メニュー 

イタリア ペペロンチーノ、イタリアンサラダ 

ドイツ じゃがいものズッペ、ハンバーグの野菜ソースがけ 

イギリス ジャケットポテト、スコッチブロス 

カナダ グリーンポタージュ、サーモンの香草焼、メープルシロップ 

フランス ポトフ、鶏肉のラタトゥイユ 

アメリカ マカロニスープ、チリコンカン 

日本 各献立区域で和食の献立を実施 

選択制中学校給食メニュー 

イタリア ポルペッティ、キャベツのペペロンチーノ、ミルファンティ 

ドイツ デミグラスソースハンバーグ、ブラートカルトッフェルン、アイントプフ 

イギリス フィッシュ＆チップス、ベイクドビーンズ、スコッチブロス 

カナダ サーモンフライ、プーティン、ピースープ、メープルシロップ 

フランス ラタトゥイユ、マカロニグラタン、コンソメジュリアンスープ、フルーツゼリー 

アメリカ チキンガンボ、コーンチャウダー、白身魚のフィナデニソース 

日本 さんまのかば焼き風、肉豆腐、じゃがいものみそ汁 
 

ウ．あいさつ運動の実施 G7 あいさつウィーク 

市立の全小・中学校（135 校）で、G7 参加国の公用 5 カ国語（英語・フランス語・イタリア語・ドイツ語・日本

語）を使っておはよう、さようなら、こんにちは、ありがとうのあいさつをする取組を実施した。 

実施時期：令和 5 年 9 月～10 月 

エ．学校図書館でのブックフェア 

市立の全小・中学校で、G7 サミット又は参加国に関連した書籍の紹介や展示、読み聞かせ等を行うブックフェアを

実施した。 

実施時期：令和 5 年 9 月～10 月 

オ．子どもサミット（研究発表） 

市立 3 小学校（少林寺・安井・大仙西）で、3・4・5 年生混合の複数グループが、招へいした講師から G7 参

加国の文化について学び、各グループがテーマに合わせた学習をし、発表しあう子どもサミットを実施した。 

実施時期：令和 5 年 9 月～10 月に学習実施、10 月 5 日オンライン発表会実施 
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GIGA スクール特別講座                      G7 学校給食 
 

   

あいさつ運動                              学校図書館でのブックフェア 
 

 

子どもサミット 

③ 高校生向けの取組 

ア．高校講座 

外交・国際問題に対する関心や進路先としての外務省の仕事への理解を深められるよう外務省が高校生対象に

実施している講座を活用し、地元で開催される本会合をテーマに外務省職員に講演いただいた。 

実施日：令和 5 年 9 月 12 日 堺市立堺高校 

令和 5 年 9 月 13 日 大阪府立門真なみはや高等学校 

イ．オンライン交流会 

堺市立堺高校の 2 年生が、東南アジア諸国連合（ASEAN）で日本語・日本文化を学ぶ大学生とオンラインで

意見交換を行い、会合開催地の学生として、中世に国際貿易都市として繁栄した堺の歴史や魅力等についての発

表を行った。 

実施日：令和 5 年 9 月 27 日 

75 

 

   

 高校講座                           オンライン交流会 

⑶ 子ども向け理解促進ツール「こども堺 G7 新聞」 

未来を担う子どもたちが、地元で開催される国際的な会合を知り、世界の課題に関心を持つことにつながるよう、子ど

も視点の新聞を堺市内の全小・中学校の生徒に配布した。新聞は、堺市に住む子どもたちを対象に募集したジュニア

記者が、会合と堺市をテーマに自身で各所を取材し記事にしたもので、株式会社読売新聞大阪本社が企画・制作・発

行した。 

内 容：オールカラー タブロイド判 4 ページ 

発 行 数：約 7 万部 

対 象：市内の小・中学校の児童・生徒（市立の全小・中学校、私立小中学校全 6 校ほか） 

配布時期：令和 5 年 10 月 

   

子どもたちによる取材の様子 
 

   

こども堺 G7 新聞 
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こども堺 G7 新聞 
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3．シティドレッシングの実施 

本会合の開催周知やおもてなしの機運の醸成を図るため、行政施設や地元商店街、会合会場周辺等への装飾を

実施した。 

⑴ 街灯バナーフラッグ 

令和 5 年 10 月 13 日から順次、中之島通及びあみだ池筋（大阪市）、大小路筋（堺市）の街灯に掲出した。 

       

中之島通及びあみだ池筋                  大小路筋 
 

⑵ 懸垂幕 

令和 5 年 10 月 2 日から順次、大阪府庁本館、堺警察署、堺市役所、堺市上下水道局、堺消防署の各庁舎に

掲出した。 

       

大阪府庁本館                       堺市役所 
 

77 

 

⑶ 横断幕 

令和 5 年 9 月 28 日から堺東商店街連合会、堺駅前商店会の協力のもと各商店街に掲出した。また、10 月 13

日から堺市内の歩道橋、堺市上下水道局庁舎に掲出した。 

 

堺東商店街連合会 
 

 

堺駅前商店会 

 

堺市内の歩道橋 
 

⑷ のぼり 

令和 5 年 10 月 1 日から堺駅前商店会に設置を依頼した。 

 

堺駅前商店会 
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⑸ その他 

ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺付近の国道 26 号沿いの民間ビルに、所有者の協力を得て建物壁面に会合

名称やロゴマーク等をデザインした看板を設置した。 

   

国道 26 号沿いの看板  

79 

 

4．清掃・美化活動 

各国大臣等をきれいなまちでお迎えできるよう、大阪府内在住・在勤の皆様や関係機関の参加・協力のもと、清掃・

美化活動を実施した。 

⑴ 清掃活動 

① おおさかクリーン大作戦 きれいなまちで G7 おもてなし 

本会合の開催、さらには大阪・関西万博に向けて、「おおさかクリーン大作戦 きれいなまちで G7 おもてなし」と題し、

府内の清掃活動の活性化をめざして、多くの府民や事業者・団体等の皆様の清掃活動への参加を促進するキャンペー

ン（期間：令和 5 年 9 月 16 日から 11 月 30 日まで）が実施された。 

      

活動の様子 

② 記念撮影場所周辺における清掃活動 

記念撮影場所である仁徳天皇陵拝所周辺で、近隣の自治会や関係団体、学校の生徒等により、会合直前の 10

月に、清掃ボランティア活動が実施された。 

    

活動の様子 

⑵ 道路清掃・落書き対策  

 会合当日に、各国大臣等が通ると予想される道路等の管理者（大阪国道事務所、大阪市建設局、堺市建設

局、南海電気鉄道株式会社）に対して、会合直前時期での道路清掃の実施及び落書き対策を依頼した。  

78

第
３
編

第
５
章

機
運
醸
成



78 

 

⑸ その他 

ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺付近の国道 26 号沿いの民間ビルに、所有者の協力を得て建物壁面に会合

名称やロゴマーク等をデザインした看板を設置した。 

   

国道 26 号沿いの看板  

79 

 

4．清掃・美化活動 

各国大臣等をきれいなまちでお迎えできるよう、大阪府内在住・在勤の皆様や関係機関の参加・協力のもと、清掃・

美化活動を実施した。 

⑴ 清掃活動 

① おおさかクリーン大作戦 きれいなまちで G7 おもてなし 

本会合の開催、さらには大阪・関西万博に向けて、「おおさかクリーン大作戦 きれいなまちで G7 おもてなし」と題し、

府内の清掃活動の活性化をめざして、多くの府民や事業者・団体等の皆様の清掃活動への参加を促進するキャンペー

ン（期間：令和 5 年 9 月 16 日から 11 月 30 日まで）が実施された。 

      

活動の様子 

② 記念撮影場所周辺における清掃活動 

記念撮影場所である仁徳天皇陵拝所周辺で、近隣の自治会や関係団体、学校の生徒等により、会合直前の 10

月に、清掃ボランティア活動が実施された。 

    

活動の様子 

⑵ 道路清掃・落書き対策  

 会合当日に、各国大臣等が通ると予想される道路等の管理者（大阪国道事務所、大阪市建設局、堺市建設

局、南海電気鉄道株式会社）に対して、会合直前時期での道路清掃の実施及び落書き対策を依頼した。  
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資料編 

1．G7 貿易大臣声明（仮訳）  

G7 貿易大臣声明 

大阪・堺、2023 年 10 月 29 日 

 

我々、G7 貿易大臣は、4 月 4 日の我々の前回の会合及び G7 広島サミットの成果に立脚して、共通の課題への対応における
我々の協力を再確認し、更に強化するため、10 月 28 日及び 29 日に大阪・堺で一堂に会した。ロシアによるウクライナに対する侵
略戦争、長きにわたる非市場的な政策及び慣行、長期的な構造変化を含め、我々が 4 月に取り組んだ課題は継続している。我々
は、法の支配に基づく自由で公正な貿易体制を維持し、経済的強靱性及び経済安全保障を強化することにより、国際的な貿易関
係における公正な競争の根本的な必要性に留意しつつ、これらの課題に対処する我々の取組を倍加する。 

我々は、ロシアによるウクライナに対する残虐で、いわれのない、不当かつ違法な侵略戦争を引き続き可能な限り最も強い言葉で
非難する。我々は、広島サミットにおける、ウクライナの復旧ニーズに対処するとの G7 首脳のコミットメントを想起し、貿易を通じてウク
ライナの復興を支援するという我々の強いコミットメントを再確認した。我々はまた、ロシアによるウクライナの穀物輸出インフラの破壊及
び黒海穀物イニシアティブ（BSGI）への参加を一方的に終了する決定に遺憾の意を表明し、非難するとともに、最適なルートを通
じて農産物を輸出し続けるというウクライナの権利を支持する。 

我々は、来る第 13 回世界貿易機関（WTO）閣僚会議（MC13）において、具体的かつ野心的な成果をもたらすとの強い決
意を再確認した。G7 を超えたパートナーとの対話を通じ、我々は、国際的なパートナーとの互恵的な経済機会の拡大によって、包摂
的な世界経済の成長に貢献し、また、強靱なサプライチェーンを促進するという貿易が同時に果たし得る役割を強調した。我々は、
WTO を含む国際フォーラムにおいて、G7 を超えたパートナーとの関与を引き続き強化する。 

オーストラリア、チリ、インド、インドネシア及びケニアの各大臣、WTO 事務局長、経済協力開発機構（OECD）事務総長並びに
東アジア・ASEAN 経済研究センター（ERIA）事務総長の参加と知見に感謝する。 

WTO 改革と第 13 回 WTO 閣僚会議の成功に向けた支援 

我々は、全ての加盟国の利益に資する WTO 改革を推進し、WTO を中核とする、ルールに基づく、包摂的で、自由かつ公正な多
角的貿易体制を維持及び強化することへの我々のコミットメントを再確認した。MC13 まで残り 4 か月となり、我々は、G7 の間及び
G7 を超えたパートナーとの間の双方において、成功に向けていかに協力するかについて議論した。 

5 月の G7 広島首脳コミュニケに立脚して、我々は、2024 年までに全ての加盟国が利用できる完全かつ良く機能する紛争解決
（DS）制度の実現を目的とした議論の実施を含め、実質的な WTO 改革に向けて取り組む。我々は、MC13 に先立ち、更に議
論を深めることにコミットする。この観点から、我々は、ジュネーブで現在進行中のプロセスを評価し、ジュネーブの各国代表に対し、引
き続き建設的に関与するよう指示するとともに、他の WTO 加盟国に対しても同様の対応をするよう奨励する。 

我々はまた、他の WTO 加盟国と協力し、国際貿易が今日直面する課題に対処するため、WTO の審議機能を強化することにコ
ミットする。この観点から、我々は、 MC13 において、産業部門における貿易と国家による介入の接点について議論する専用の場を
設けることに関する閣僚のコンセンサスを実現することを含め、主要課題についての取組を支持する。 

加えて、我々は、WTO の委員会及び機関の運営と透明性を改善するための議論について進行中の前進を歓迎する。 
さらに、WTO のルール策定機能を活性化するための複数国間のイニシアティブの重要な役割を認識し、我々は、電子商取引、及

び開発のための投資円滑化協定のテキストに基づいた交渉の妥結を含め、共同声明イニシアティブ（JSIs）の下での進展を歓迎す
る。我々はまた、サービス国内規制に関する規律の認証手続の早期完了の重要性を強調する。我々は、共同声明イニシアティブの
成果を WTO の法的枠組みに取り入れることを強く支持する。 

我々は、漁業補助金協定が MC13 までに発効する見込みであることに期待する。この目的のため、我々は、他の WTO 加盟国に
働きかけ、必要に応じて、この協定の受諾を奨励するとともに、過剰能力及び過剰漁獲につながる特定の形態の漁業補助金に関す
る規律を通じたものを含め、持続可能な開発目標ターゲット 14．6 に沿った漁業補助金に関するより包括的な合意を達成するため
の追加的な規定に関する交渉の妥結に向けた進捗を加速させることにコミットする。我々はまた、開発途上国及び後発開発途上国
（LDCs）による同協定の実施を促進するための WTO 漁業資金提供メカニズムに対する G7 メンバーによる貢献（総額：570 万
スイス・フラン）に言及する。 

我々は、ジュネーブで行われている電子商取引に関する作業計画の進行中の議論を歓迎し、この取組への積極的な関与に引き
続きコミットする。特に、我々は、電子的送信に対する関税不賦課のモラトリアムを恒久化することの重要性を再確認する。 

我々は、WTO の農業に関する協定と整合的な形で農業改革を引き続き推進する。将来の危機を回避し、気候変動への適応
及び緩和を含む強靱性を構築するため、必要に応じて、農業政策を改革する取組を強化し、より持続可能な農業及び食料システ
ムにおける慣行を促進する政策に移行する必要がある。我々は、農業・食料貿易の促進を可能にするための農産品及び投入物に
関する輸出規制の規律と透明性を強化すること並びに G7 及び非 G7 メンバーそれぞれの農業生産性と持続可能性を向上させるこ
と及び開発途上国と後発開発途上国を支援することを含め、短期的、中期的及び長期的な食料安全保障を強化することにコミット
する。 
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公平な競争条件の確保 

我々は、広範かつ変化する非市場的政策及び慣行に関する我々の共通の懸念を再確認する。特にそれらが、グローバルな市場
の支配を追求し不当に市場シェアを狙うことで、戦略的依存関係及び構造的な脆弱性を作り出すことを目的とする、包括的な戦略
の不可欠な一部である場合である。これには、蔓延する不透明かつ貿易を歪曲する産業補助金、国有企業（SOEs）による市場
歪曲的慣行、及びあらゆる形態の強制技術移転が含まれる。我々は、非市場的政策及び慣行に対処することもまた、経済的強靱
性、そして経済安全保障を強化する上で不可欠な側面となり得ることを認識する。このような政策や慣行は、公正な国際競争、貿
易及び投資を歪め、新興国及び開発途上国における産業開発に特に悪影響を与える。したがって我々は、保護主義及び市場歪
曲的な慣行を抑制し、これらの不公正な貿易慣行がもたらす構造的な課題に、既存の手段の効果的な活用を通じて、また、適切な
新しいツール並びにより強固な国際的なルール及び規範を構築することを通じて対処することにより、グローバルに公平な競争条件及
び公正な競争を確保するための我々のコミットメントを新たにするとともに、これらの問題についての協力を継続する。 

産業補助金に関し、我々は、状況によっては補助金が正当な公共政策目的を達成するためのツールとなり得ることを認識しつつ、
現行の WTO ルールと最近の状況との間のギャップ、また、一部の国々によってとられた措置の根本的な透明性の欠如を含む、非市
場的政策及び慣行に関連する問題に対処する上での課題をレビューし、認識した。このギャップ分析に基づき、我々は、国家によって
実質的に管理される投資ファンドを含む国有企業によって提供される不透明で貿易を歪曲する補助金に対して、WTO の補助金及
び相殺措置に関する協定を含め、一層効果的に対処するための適切な手段について更なる議論を行う必要性を共有する。我々は、
効果的な多数国間の補助金に関するルール、有意義な政策審議及び公正な競争の基礎としての透明性の基本的重要性を認識
し、WTO における補助金通報及び国内において補助金プログラムに関する情報を公に入手可能とすることを通じて、透明性を確保
するための全ての WTO 加盟国の継続的な取組の重要性を強調する。我々は、全ての WTO 加盟国による透明性義務の遵守を
改善する方法を検討する用意がある。 

国有企業について、我々は、特に開発途上国や後発開発途上国において、そのような企業が公共サービスの提供において有用な
役割を果たし得ることを認識する。同時に、我々は、一部の国々が、国の支援を導き、また、不公正な方法で主要な工業製品を生
産するために、国有企業を広範に利用していることに懸念を強めている。これは、グローバルな貿易を歪め、グローバルな市場の支配を
生み出し、全ての国々、特に開発途上国や後発開発途上国の工業化目標を損なうものである。我々は、定義、商業的考慮及び
透明性といった、様々な二国間及び複数国間の貿易・投資協定における国有企業の規律の主要な共通点を特定した。このような
共通点と、市場歪曲的な補助金を提供する経路や現地生産を要求する手段としての国有企業の利用を含む、問題ある慣行に関
する我々の共通の懸念に立脚して、我々は、国有企業が公平な競争条件に与える影響によりよく対処するために、OECD 国有企
業（SOE）のコーポレートガバナンス・ガイドラインの改訂作業が進行中であることを称賛する。 

我々は、自立可能な技術基盤を構築し、イノベーションを強化するために、特に後発開発途上国に対し、相互に合意された条件
に基づく自発的な技術移転の重要性、並びに透明で予測可能な知的財産及び投資の枠組みの必要性を認識する。我々は、技術
移転が自発的かつ相互に合意された条件で行われることを確保しようとする国々との貿易及び投資関係を更に深めていく。対照的に、
我々は、根本的に不公正であり、市場原則に基づく国際的な貿易体制と合致しない、強制技術移転に対して懸念を改めて表明す
る。我々は、このような措置は、強制的な合弁事業要件、表向きは自主的な産業ガイドラインや基準、ソースコードやその他のビジネ
ス機密情報の開示を要求する規制、市場アクセスと引き換えに技術移転の直接的又は間接的な要求を含む現地生産・現地調達
要求を含め、明確か、非公式か不透明かを問わず様々な形態で行われていることを認識している。強制技術移転や、国家が支援
又は指示する、営業秘密といった知的財産及び技術の窃取に対処するため、我々は、問題のあるルール、規制及び慣行に関する情
報共有を強化するとともに、既存のツール並びに国際ルール及び規範を効果的に活用し、必要な場合は新たなルール、ツール又は規
範を構築するといった取組を通じて、この分野で我々の懸念を共有する国々との協力を更に深化させていく。 

サプライチェーンの強靱性 

我々は、透明性、多様性、安全性、持続可能性、信頼性からなる「強靱で信頼性のあるサプライチェーンに関する原則」の首脳に
よる発表に続き、G7 内外の信頼できるパートナー国との間で強靱なサプライチェーンネットワークを構築及び強化するために必要な行
動をとることで更に団結し、全ての国々がこれらの原則を採用することを奨励し続ける。 

この観点から、我々は、G7 貿易大臣会合において、民間セクター及び G7 を超えた政府双方のパートナーがサプライチェーンの強
靱性について初めて議論したことを歓迎する。我々は、この機会を捉え、パートナーと共に、本原則の重要性を確認するとともに、幅広
い関与を通じて、本原則を具現化するために更に取り組むことを確認した。我々は、新興国及び開発途上国を含め、「強靱で信頼
性のあるサプライチェーン」が包摂的な成長を達成する上で主要な役割を果たし得ることを再確認する。我々は、経済的依存関係を
武器化する行為を非難し、自由で、公正で、互恵的な経済及び貿易関係を基礎とし、より広い国際社会との連携を加速させること
にコミットする。加えて、我々は、サプライチェーンの主要な担い手である民間セクターとの関与を強化する必要性を改めて表明する。
我々は、非市場的政策及び慣行の蔓延又は威圧的な経済的措置の脅威のない、透明性のある、予測可能で、持続可能なビジネ
ス環境が、公正かつ生産的な世界経済にとって不可欠であることに留意する。我々はまた、重要鉱物、半導体及び蓄電池などの重
要物資についての「強靱で信頼性のあるサプライチェーン」の構築に向けた更なる取組の必要性を認識する。我々は、重要鉱物に関
する最近の輸出管理措置に懸念をもって留意する。この点に関し、我々は、「重要鉱物セキュリティのための 5 ポイントプラン」を実施
するとの G7 気候・エネルギー・環境大臣のコミットメントを支持し、貿易制限及び市場歪曲的な行為に対処するための更なる連携を
期待する。 

我々はまた、「経済的強靱性及び経済安全保障に関する G7 首脳声明」で示されたように、供給混乱に対処するための意思疎
通のチャネルの強化、及びそれぞれのシナリオに基づくストレステストから得られたものを含めた知見とベスト・プラクティスの共有が G7 メ
ンバー間で進展していることを歓迎する。我々は、各政府による省庁横断的な関与の重要性を認識しており、このような協働の取組
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資料編 

1．G7 貿易大臣声明（仮訳）  

G7 貿易大臣声明 

大阪・堺、2023 年 10 月 29 日 

 

我々、G7 貿易大臣は、4 月 4 日の我々の前回の会合及び G7 広島サミットの成果に立脚して、共通の課題への対応における
我々の協力を再確認し、更に強化するため、10 月 28 日及び 29 日に大阪・堺で一堂に会した。ロシアによるウクライナに対する侵
略戦争、長きにわたる非市場的な政策及び慣行、長期的な構造変化を含め、我々が 4 月に取り組んだ課題は継続している。我々
は、法の支配に基づく自由で公正な貿易体制を維持し、経済的強靱性及び経済安全保障を強化することにより、国際的な貿易関
係における公正な競争の根本的な必要性に留意しつつ、これらの課題に対処する我々の取組を倍加する。 

我々は、ロシアによるウクライナに対する残虐で、いわれのない、不当かつ違法な侵略戦争を引き続き可能な限り最も強い言葉で
非難する。我々は、広島サミットにおける、ウクライナの復旧ニーズに対処するとの G7 首脳のコミットメントを想起し、貿易を通じてウク
ライナの復興を支援するという我々の強いコミットメントを再確認した。我々はまた、ロシアによるウクライナの穀物輸出インフラの破壊及
び黒海穀物イニシアティブ（BSGI）への参加を一方的に終了する決定に遺憾の意を表明し、非難するとともに、最適なルートを通
じて農産物を輸出し続けるというウクライナの権利を支持する。 

我々は、来る第 13 回世界貿易機関（WTO）閣僚会議（MC13）において、具体的かつ野心的な成果をもたらすとの強い決
意を再確認した。G7 を超えたパートナーとの対話を通じ、我々は、国際的なパートナーとの互恵的な経済機会の拡大によって、包摂
的な世界経済の成長に貢献し、また、強靱なサプライチェーンを促進するという貿易が同時に果たし得る役割を強調した。我々は、
WTO を含む国際フォーラムにおいて、G7 を超えたパートナーとの関与を引き続き強化する。 

オーストラリア、チリ、インド、インドネシア及びケニアの各大臣、WTO 事務局長、経済協力開発機構（OECD）事務総長並びに
東アジア・ASEAN 経済研究センター（ERIA）事務総長の参加と知見に感謝する。 

WTO 改革と第 13 回 WTO 閣僚会議の成功に向けた支援 

我々は、全ての加盟国の利益に資する WTO 改革を推進し、WTO を中核とする、ルールに基づく、包摂的で、自由かつ公正な多
角的貿易体制を維持及び強化することへの我々のコミットメントを再確認した。MC13 まで残り 4 か月となり、我々は、G7 の間及び
G7 を超えたパートナーとの間の双方において、成功に向けていかに協力するかについて議論した。 

5 月の G7 広島首脳コミュニケに立脚して、我々は、2024 年までに全ての加盟国が利用できる完全かつ良く機能する紛争解決
（DS）制度の実現を目的とした議論の実施を含め、実質的な WTO 改革に向けて取り組む。我々は、MC13 に先立ち、更に議
論を深めることにコミットする。この観点から、我々は、ジュネーブで現在進行中のプロセスを評価し、ジュネーブの各国代表に対し、引
き続き建設的に関与するよう指示するとともに、他の WTO 加盟国に対しても同様の対応をするよう奨励する。 

我々はまた、他の WTO 加盟国と協力し、国際貿易が今日直面する課題に対処するため、WTO の審議機能を強化することにコ
ミットする。この観点から、我々は、 MC13 において、産業部門における貿易と国家による介入の接点について議論する専用の場を
設けることに関する閣僚のコンセンサスを実現することを含め、主要課題についての取組を支持する。 

加えて、我々は、WTO の委員会及び機関の運営と透明性を改善するための議論について進行中の前進を歓迎する。 
さらに、WTO のルール策定機能を活性化するための複数国間のイニシアティブの重要な役割を認識し、我々は、電子商取引、及

び開発のための投資円滑化協定のテキストに基づいた交渉の妥結を含め、共同声明イニシアティブ（JSIs）の下での進展を歓迎す
る。我々はまた、サービス国内規制に関する規律の認証手続の早期完了の重要性を強調する。我々は、共同声明イニシアティブの
成果を WTO の法的枠組みに取り入れることを強く支持する。 

我々は、漁業補助金協定が MC13 までに発効する見込みであることに期待する。この目的のため、我々は、他の WTO 加盟国に
働きかけ、必要に応じて、この協定の受諾を奨励するとともに、過剰能力及び過剰漁獲につながる特定の形態の漁業補助金に関す
る規律を通じたものを含め、持続可能な開発目標ターゲット 14．6 に沿った漁業補助金に関するより包括的な合意を達成するため
の追加的な規定に関する交渉の妥結に向けた進捗を加速させることにコミットする。我々はまた、開発途上国及び後発開発途上国
（LDCs）による同協定の実施を促進するための WTO 漁業資金提供メカニズムに対する G7 メンバーによる貢献（総額：570 万
スイス・フラン）に言及する。 

我々は、ジュネーブで行われている電子商取引に関する作業計画の進行中の議論を歓迎し、この取組への積極的な関与に引き
続きコミットする。特に、我々は、電子的送信に対する関税不賦課のモラトリアムを恒久化することの重要性を再確認する。 

我々は、WTO の農業に関する協定と整合的な形で農業改革を引き続き推進する。将来の危機を回避し、気候変動への適応
及び緩和を含む強靱性を構築するため、必要に応じて、農業政策を改革する取組を強化し、より持続可能な農業及び食料システ
ムにおける慣行を促進する政策に移行する必要がある。我々は、農業・食料貿易の促進を可能にするための農産品及び投入物に
関する輸出規制の規律と透明性を強化すること並びに G7 及び非 G7 メンバーそれぞれの農業生産性と持続可能性を向上させるこ
と及び開発途上国と後発開発途上国を支援することを含め、短期的、中期的及び長期的な食料安全保障を強化することにコミット
する。 
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公平な競争条件の確保 

我々は、広範かつ変化する非市場的政策及び慣行に関する我々の共通の懸念を再確認する。特にそれらが、グローバルな市場
の支配を追求し不当に市場シェアを狙うことで、戦略的依存関係及び構造的な脆弱性を作り出すことを目的とする、包括的な戦略
の不可欠な一部である場合である。これには、蔓延する不透明かつ貿易を歪曲する産業補助金、国有企業（SOEs）による市場
歪曲的慣行、及びあらゆる形態の強制技術移転が含まれる。我々は、非市場的政策及び慣行に対処することもまた、経済的強靱
性、そして経済安全保障を強化する上で不可欠な側面となり得ることを認識する。このような政策や慣行は、公正な国際競争、貿
易及び投資を歪め、新興国及び開発途上国における産業開発に特に悪影響を与える。したがって我々は、保護主義及び市場歪
曲的な慣行を抑制し、これらの不公正な貿易慣行がもたらす構造的な課題に、既存の手段の効果的な活用を通じて、また、適切な
新しいツール並びにより強固な国際的なルール及び規範を構築することを通じて対処することにより、グローバルに公平な競争条件及
び公正な競争を確保するための我々のコミットメントを新たにするとともに、これらの問題についての協力を継続する。 

産業補助金に関し、我々は、状況によっては補助金が正当な公共政策目的を達成するためのツールとなり得ることを認識しつつ、
現行の WTO ルールと最近の状況との間のギャップ、また、一部の国々によってとられた措置の根本的な透明性の欠如を含む、非市
場的政策及び慣行に関連する問題に対処する上での課題をレビューし、認識した。このギャップ分析に基づき、我々は、国家によって
実質的に管理される投資ファンドを含む国有企業によって提供される不透明で貿易を歪曲する補助金に対して、WTO の補助金及
び相殺措置に関する協定を含め、一層効果的に対処するための適切な手段について更なる議論を行う必要性を共有する。我々は、
効果的な多数国間の補助金に関するルール、有意義な政策審議及び公正な競争の基礎としての透明性の基本的重要性を認識
し、WTO における補助金通報及び国内において補助金プログラムに関する情報を公に入手可能とすることを通じて、透明性を確保
するための全ての WTO 加盟国の継続的な取組の重要性を強調する。我々は、全ての WTO 加盟国による透明性義務の遵守を
改善する方法を検討する用意がある。 

国有企業について、我々は、特に開発途上国や後発開発途上国において、そのような企業が公共サービスの提供において有用な
役割を果たし得ることを認識する。同時に、我々は、一部の国々が、国の支援を導き、また、不公正な方法で主要な工業製品を生
産するために、国有企業を広範に利用していることに懸念を強めている。これは、グローバルな貿易を歪め、グローバルな市場の支配を
生み出し、全ての国々、特に開発途上国や後発開発途上国の工業化目標を損なうものである。我々は、定義、商業的考慮及び
透明性といった、様々な二国間及び複数国間の貿易・投資協定における国有企業の規律の主要な共通点を特定した。このような
共通点と、市場歪曲的な補助金を提供する経路や現地生産を要求する手段としての国有企業の利用を含む、問題ある慣行に関
する我々の共通の懸念に立脚して、我々は、国有企業が公平な競争条件に与える影響によりよく対処するために、OECD 国有企
業（SOE）のコーポレートガバナンス・ガイドラインの改訂作業が進行中であることを称賛する。 

我々は、自立可能な技術基盤を構築し、イノベーションを強化するために、特に後発開発途上国に対し、相互に合意された条件
に基づく自発的な技術移転の重要性、並びに透明で予測可能な知的財産及び投資の枠組みの必要性を認識する。我々は、技術
移転が自発的かつ相互に合意された条件で行われることを確保しようとする国々との貿易及び投資関係を更に深めていく。対照的に、
我々は、根本的に不公正であり、市場原則に基づく国際的な貿易体制と合致しない、強制技術移転に対して懸念を改めて表明す
る。我々は、このような措置は、強制的な合弁事業要件、表向きは自主的な産業ガイドラインや基準、ソースコードやその他のビジネ
ス機密情報の開示を要求する規制、市場アクセスと引き換えに技術移転の直接的又は間接的な要求を含む現地生産・現地調達
要求を含め、明確か、非公式か不透明かを問わず様々な形態で行われていることを認識している。強制技術移転や、国家が支援
又は指示する、営業秘密といった知的財産及び技術の窃取に対処するため、我々は、問題のあるルール、規制及び慣行に関する情
報共有を強化するとともに、既存のツール並びに国際ルール及び規範を効果的に活用し、必要な場合は新たなルール、ツール又は規
範を構築するといった取組を通じて、この分野で我々の懸念を共有する国々との協力を更に深化させていく。 

サプライチェーンの強靱性 

我々は、透明性、多様性、安全性、持続可能性、信頼性からなる「強靱で信頼性のあるサプライチェーンに関する原則」の首脳に
よる発表に続き、G7 内外の信頼できるパートナー国との間で強靱なサプライチェーンネットワークを構築及び強化するために必要な行
動をとることで更に団結し、全ての国々がこれらの原則を採用することを奨励し続ける。 

この観点から、我々は、G7 貿易大臣会合において、民間セクター及び G7 を超えた政府双方のパートナーがサプライチェーンの強
靱性について初めて議論したことを歓迎する。我々は、この機会を捉え、パートナーと共に、本原則の重要性を確認するとともに、幅広
い関与を通じて、本原則を具現化するために更に取り組むことを確認した。我々は、新興国及び開発途上国を含め、「強靱で信頼
性のあるサプライチェーン」が包摂的な成長を達成する上で主要な役割を果たし得ることを再確認する。我々は、経済的依存関係を
武器化する行為を非難し、自由で、公正で、互恵的な経済及び貿易関係を基礎とし、より広い国際社会との連携を加速させること
にコミットする。加えて、我々は、サプライチェーンの主要な担い手である民間セクターとの関与を強化する必要性を改めて表明する。
我々は、非市場的政策及び慣行の蔓延又は威圧的な経済的措置の脅威のない、透明性のある、予測可能で、持続可能なビジネ
ス環境が、公正かつ生産的な世界経済にとって不可欠であることに留意する。我々はまた、重要鉱物、半導体及び蓄電池などの重
要物資についての「強靱で信頼性のあるサプライチェーン」の構築に向けた更なる取組の必要性を認識する。我々は、重要鉱物に関
する最近の輸出管理措置に懸念をもって留意する。この点に関し、我々は、「重要鉱物セキュリティのための 5 ポイントプラン」を実施
するとの G7 気候・エネルギー・環境大臣のコミットメントを支持し、貿易制限及び市場歪曲的な行為に対処するための更なる連携を
期待する。 

我々はまた、「経済的強靱性及び経済安全保障に関する G7 首脳声明」で示されたように、供給混乱に対処するための意思疎
通のチャネルの強化、及びそれぞれのシナリオに基づくストレステストから得られたものを含めた知見とベスト・プラクティスの共有が G7 メ
ンバー間で進展していることを歓迎する。我々は、各政府による省庁横断的な関与の重要性を認識しており、このような協働の取組
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を更に強化する。 
我々は、サプライチェーンの強靭性は単独では達成できないことを認識し、この議長国期間中に将来の行動に向けてなされた進捗

に立脚して、本原則に基づく我々の連携を更に深め、「強靱で信頼性のあるサプライチェーン」の強化における我々の協調を強め、世
界中の国々、特に必要としている後発開発途上国及び開発途上国の経済的な脆弱性に対処する決意を新たにする。 

経済的威圧 

我々は、他の政府による正当な主権的選択に干渉する威圧的な経済的措置及びその威嚇に関する我々の共通の懸念を改めて
表明し、そのような措置の再発が拡大していることを憂慮する。我々は、「経済的威圧に対する調整プラットフォーム」に貢献する我々
の貿易担当官による進行中の作業を歓迎する。我々は、広島サミットにおける G7 首脳によるコミットメントに従い、本プラットフォーム
の作業に対する継続的支援及び本件に関する更なる進展にコミットする。 

我々は、WTO を含め、経済的威圧に対処するための共同の取組を継続し、迅速な情報共有を確保し、それぞれの法制度に沿
い、国際法に従った対応を、しかるべく共同で検討する。これには、我々の手段を更に検討し、サプライチェーンを分析し、経済的威圧
を抑止するとともに対抗するための協力を追求し、また、お互いへの及び G7 を超えたパートナーへの支援を目的として、損害を緩和す
る方策を検討することが含まれる。 

我々は、市場原理に基づく自由で、公正で、開かれた透明性のある経済を堅持することに強くコミットしている。そのため、我々は、
経済的威圧に対する企業の備えを強化するため、コミュニケーションにおける共同の取組を強化する。我々はまた、G7 内外の企業が、
共通の国際貿易ルールや規範に故意に違反する国々との貿易や投資を通じて、貿易関連の威圧的手段を可能にすることに意図せ
ず寄与する可能性についての認識を高め、ビジネス上の意思決定を行う際にこの情報を考慮できるように努める。 

デジタル貿易 

我々は、デジタル貿易の急速な発展を支える鍵となる「信頼性のある自由なデータ流通（DFFT）」を促進することの重要性を再
確認する。我々は、我々の「G7 デジタル貿易原則」へのコミットメント、開かれたデジタル市場への支持及びデジタル保護主義に対す
る反対を改めて表明する。我々はまた、人工知能（AI）を含むデジタル技術の発展が、国際デジタル貿易を更に加速させるために
貢献し得ることを認識する。 

我々は、DFFT を促進し、開発途上国及び先進国双方の労働者、消費者及び企業がデジタル貿易の機会を活用するため、国
際デジタル貿易を規律する一連の高水準のルールを確立する必要性を確認する。我々は、国際的なルール形成における WTO 電
子商取引共同声明イニシアティブ交渉の重要性を認識する。我々は、2023 年末までの実質的な妥結に向けて取り組むことにコミッ
トする。その成果は、高水準で、包摂的で、商業的に意味のあるものであるべきである。 

我々は、正当化できないデータローカライゼーション措置が、企業、特に中小零細企業（MSMEs）のデータ管理コストを増加させ、
サイバーセキュリティのリスクを高めることにより、越境データ流通に悪影響を及ぼすことを認識する。我々は、透明性を欠き、恣意的に
課される正当化できないデータローカライゼーション措置に対処することに引き続きコミットしており、これは正当な規制目標を達成する
ために実施される措置とは区別されるべきである。我々は、データローカライゼーション措置を採用する国が世界的に増加傾向にある
中、OECD によるデータローカライゼーション措置に関する作業を歓迎するとともに、この問題について議論を継続する重要性を強調す
る。 

我々は、越境データ流通への信頼性を高め、それを促進するための重要なツールとして、「OECD の民間部門が保有する個人デー
タへのガバメントアクセスに関する宣言」を歓迎する。我々は、デジタル貿易に参加する消費者や企業の信頼を高める措置を支援する
ことにコミットする。これとは別に、我々は、政府による、機密情報を含む非個人データへの正当化できないアクセスが、越境データ流通
の信頼性を損ない、実質的な障壁となることを認識する。 

我々は、デジタル貿易制度が、より安価で、より迅速で、より安全な貿易を実現し、より多くの企業、特に中小零細企業による貿
易を可能にすることに貢献することを改めて表明する。我々は、政府及び産業界に対し、引き続きデジタル貿易文書に対する認識を
高め、信頼を醸成することを奨励する。 

貿易及び環境／気候変動 

我々は、貿易大臣として、貿易及び環境政策が、WTO 及び多数国間の環境条約と整合的な形で、相互に補完的であるべきこ
とを再確認する。我々は、貿易及び貿易政策が、気候変動、生物多様性の損失及び汚染という 3 つの世界的危機に対処するため
の重要な手段であり、持続可能な成長の推進力となり得ることを認識する。我々は、気候変動やその他の環境目標に合致すること
に寄与し得る物品、サービス及び技術の貿易の円滑化、並びに循環経済アプローチを促進することにコミットする。我々は、貿易と環
境に関する委員会（CTE）、及び貿易と環境持続性に関する体系的議論（TESSD）を含め、WTO における、非関税障壁及び
規制アプローチの特定を含む、このような円滑化及び促進の取組を支援する機会とアプローチを特定するための作業を歓迎する。
我々は、これらの問題に関して、開発途上国及び後発開発途上国を含む G7 を超えたパートナーとの関与を深める。 

我々は、遅くとも 2050 年までにネット・ゼロ排出という共通目標に沿って脱炭素化及び排出削減を推進する政策を追求するととも
に、貿易財を生産する際に生じた排出量を明らかにするよう市場に促すことにより、カーボンリーケージのリスクへの対処を支援する。気
候政策に関する野心の相違が大きくなることにより、カーボンリーケージのリスクが増大する可能性があるが、我々は、このリスクに対処
するため、関連する国際機関を含め、引き続き協力して取り組む。我々は、カーボンリーケージに対処することを目的とするものに限ら
ず、貿易に影響を与える気候変動に関する目標を追求する手段が、透明性があり WTO に整合的であることが、とりわけ重要である
と認識する。我々は、そのような手段が、各国が動員する多様な気候変動の緩和政策アプローチを適切に考慮し、世界的な排出削
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減に貢献すべきであることを認識する。我々はまた、そのような政策を実施する際に、国際的なパートナー、特に最も脆弱な開発途上
国及び後発開発途上国の状況に対して妥当な配慮をしていく。我々は、透明性と予見可能性を提供し、このような措置の設計及
び実施において、能力の制約に直面している中小零細企業を含む企業のニーズに注意を払う。この観点から、我々は、可能な限り、
生産時の排出量を測定する方法の国際的な整合性を確保するために協力する。 

ビジネスと人権 

我々は、「国連ビジネスと人権に関する指導原則（UNGPs）」、「国際労働機関（ILO）多国籍企業及び社会政策に関する
原則の三者宣言（MNE 宣言）」及び「OECD 責任ある企業行動に関する多国籍企業行動指針」を想起し、企業活動及びグロ
ーバル・サプライチェーンにおける人権及び国際労働基準の尊重を促進することの重要性を再確認する。我々は、2022 年 9 月の
G7 貿易大臣声明及び 2021 年 10 月の強制労働に関する G7 貿易大臣声明を再確認し、グローバル・サプライチェーンにおけるあ
らゆる形態の強制労働及び児童労働を撤廃するための措置をとることに再びコミットし、そのために企業のデュー・ディリジェンスを支援
する措置の妥当性を認識する。 

我々はさらに、G7 を超えてビジネスと人権に関するアウトリーチと関与を強化するとのコミットメントを改めて表明する。この観点から、
我々は、日本と ILO が共催した、G7 メンバー及び主に東南アジアを中心とするアジア諸国との最近の対話を歓迎する。この対話は、
ビジネスと人権における関連する国際基準を実施するための多様なアプローチを認識する機会を提供するとともに、包摂的な成長と
人権の尊重との間の相乗効果を活用することの重要性を示した。我々は、ビジネスと人権のアジェンダを推進するための協力を強化し、
企業やその他のステークホルダーにとっての予見可能性及び確実性を更に高める意図を有している。 

新興国及び開発途上国への関与の強化並びに貿易及び開発 

我々は、貿易がもたらす利益及び貧困の削減において貿易が果たしてきた役割を認識し、貿易が持続可能な経済開発及び貧困
の削減の強力な推進力となり得ることを確認する。我々は、WTO における開発のための貿易に関する提案の議論を認識する。 

我々は、貿易を通じて、開発途上国及び後発開発途上国の包摂的かつ持続可能な経済開発及び貧困の削減に貢献するとの
意思を確認する。この目的のため、我々は、公正かつ自由な世界貿易を更に支援し、貿易円滑化、貿易関連インフラへのアクセスの
強化及び拡大、並びにニーズと事実に基づく具体的な議論を通した開発途上国のための能力構築における我々の取組を、関連する
国際機関と協力しつつ、強化する意思を表明する。我々はまた、サプライチェーンの多様化及び地域の価値の創出を促進し、全ての
地域の労働者及びコミュニティに利益をもたらす形で、サプライチェーンにおける低・中所得国のより重要な役割を支援する。 

多角的貿易体制における包摂性を強化するために、開発途上国、特に後発開発途上国が多角的貿易体制に参加できるような
インフラと能力を開発することが不可欠である。この観点から、我々は、G7 メンバーが実施してきたプロジェクトやイニシアティブの重要
性を認識する。例えば、（i）貿易のための援助イニシアティブ、（ii）世界税関機構（WCO）、国際貿易センター（ITC）及びそ
の他の国際機関を通じた能力構築、（iii）災害時における緊急支援物資の受け入れのための税関手続を迅速化するための税関
職員の訓練、（iv）輸送やエネルギー網といった貿易に不可欠なインフラの改善、（v）STDF（規格及び通商開発機構）を通じ
た適切な SPS 手続の確保、（vi）金融リテラシー及びデジタルリテラシーの向上によるビジネス機会の確保、（vii）技能訓練の提
供である。さらに、我々は、適切に代表されていないグループが多角的貿易体制から利益を得られるよう、パートナーシップを強化及び
促進することの重要性を認識する。例えば、中小零細企業、貿易及びジェンダーに関する WTO 非公式作業部会は、国際貿易にお
ける代表性を向上させ、多角的貿易体制における包摂性を強化している。我々は、引き続きこれらのプロジェクトやイニシアティブを推
進することを再確認する。 

我々はまた、自然災害及びその他の緊急事態において国境を越えて人道物資を移動させることの課題、及び、貿易円滑化措置
が人道物資の迅速、安全かつ効果的な提供を促進する上で果たす前向きな役割について認識を高めていく。我々は、WTO 加盟
国に対し、人道物資の移動を促進するためのベスト・プラクティスを推進するよう要請する。 

推定 3 億 4,500 万人が深刻な食料不安を経験しており、また、世界は発展の根底を脅かす現代史上最大の食料及び栄養の
危機に直面している。これには、多くの根本的要因があるが、ロシアによるウクライナに対する侵略戦争は、農業と食料の生産及び貿
易を著しく妨害し、危機を更に増幅させている。 

我々は、最適なルートを通じて農産物を輸出し続けるというウクライナの権利を支持する。我々は、不足のリスクを軽減し、価格変
動を緩和することによって市場を安定させるために、ルールに基づき、開かれた、公正で、予見可能で、透明性があり、かつ無差別な
食料及び農産物の国際貿易の重要性を改めて表明する。我々は、国連世界食糧計画（WFP）による食料購入の輸出禁止又
は制限からの免除に関する 2022 年の WTO の閣僚決定及び食料不安への緊急対応に関する WTO の閣僚宣言を想起し、世界
の食料安全保障に影響を与える措置に取り組むため、MC13 においてより具体的な行動を追求する。 

結語 

我々は、食品輸入規制が科学に基づき、WTO 及びその他の国際ルールに従ってのみ適用されることの重要性を改めて表明し、
確認する。この観点から、G7 メンバーは、新たに導入された日本の食品への輸入規制を含め、不必要に貿易を制限するいかなる措
置も直ちに撤廃されることを強く求める。 

我々は、国際貿易が直面する課題に関し、緊密な協力と協調を継続することにコミットし、本年及びこれまでの議長国による進展
に立脚して、2024 年の議長国イタリアの下で更なる議論を行うことを期待する。この会合を主催した大阪・堺に感謝するとともに、
2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）の成功を願う。 

（了）  
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を更に強化する。 
我々は、サプライチェーンの強靭性は単独では達成できないことを認識し、この議長国期間中に将来の行動に向けてなされた進捗

に立脚して、本原則に基づく我々の連携を更に深め、「強靱で信頼性のあるサプライチェーン」の強化における我々の協調を強め、世
界中の国々、特に必要としている後発開発途上国及び開発途上国の経済的な脆弱性に対処する決意を新たにする。 

経済的威圧 

我々は、他の政府による正当な主権的選択に干渉する威圧的な経済的措置及びその威嚇に関する我々の共通の懸念を改めて
表明し、そのような措置の再発が拡大していることを憂慮する。我々は、「経済的威圧に対する調整プラットフォーム」に貢献する我々
の貿易担当官による進行中の作業を歓迎する。我々は、広島サミットにおける G7 首脳によるコミットメントに従い、本プラットフォーム
の作業に対する継続的支援及び本件に関する更なる進展にコミットする。 

我々は、WTO を含め、経済的威圧に対処するための共同の取組を継続し、迅速な情報共有を確保し、それぞれの法制度に沿
い、国際法に従った対応を、しかるべく共同で検討する。これには、我々の手段を更に検討し、サプライチェーンを分析し、経済的威圧
を抑止するとともに対抗するための協力を追求し、また、お互いへの及び G7 を超えたパートナーへの支援を目的として、損害を緩和す
る方策を検討することが含まれる。 

我々は、市場原理に基づく自由で、公正で、開かれた透明性のある経済を堅持することに強くコミットしている。そのため、我々は、
経済的威圧に対する企業の備えを強化するため、コミュニケーションにおける共同の取組を強化する。我々はまた、G7 内外の企業が、
共通の国際貿易ルールや規範に故意に違反する国々との貿易や投資を通じて、貿易関連の威圧的手段を可能にすることに意図せ
ず寄与する可能性についての認識を高め、ビジネス上の意思決定を行う際にこの情報を考慮できるように努める。 

デジタル貿易 

我々は、デジタル貿易の急速な発展を支える鍵となる「信頼性のある自由なデータ流通（DFFT）」を促進することの重要性を再
確認する。我々は、我々の「G7 デジタル貿易原則」へのコミットメント、開かれたデジタル市場への支持及びデジタル保護主義に対す
る反対を改めて表明する。我々はまた、人工知能（AI）を含むデジタル技術の発展が、国際デジタル貿易を更に加速させるために
貢献し得ることを認識する。 

我々は、DFFT を促進し、開発途上国及び先進国双方の労働者、消費者及び企業がデジタル貿易の機会を活用するため、国
際デジタル貿易を規律する一連の高水準のルールを確立する必要性を確認する。我々は、国際的なルール形成における WTO 電
子商取引共同声明イニシアティブ交渉の重要性を認識する。我々は、2023 年末までの実質的な妥結に向けて取り組むことにコミッ
トする。その成果は、高水準で、包摂的で、商業的に意味のあるものであるべきである。 

我々は、正当化できないデータローカライゼーション措置が、企業、特に中小零細企業（MSMEs）のデータ管理コストを増加させ、
サイバーセキュリティのリスクを高めることにより、越境データ流通に悪影響を及ぼすことを認識する。我々は、透明性を欠き、恣意的に
課される正当化できないデータローカライゼーション措置に対処することに引き続きコミットしており、これは正当な規制目標を達成する
ために実施される措置とは区別されるべきである。我々は、データローカライゼーション措置を採用する国が世界的に増加傾向にある
中、OECD によるデータローカライゼーション措置に関する作業を歓迎するとともに、この問題について議論を継続する重要性を強調す
る。 

我々は、越境データ流通への信頼性を高め、それを促進するための重要なツールとして、「OECD の民間部門が保有する個人デー
タへのガバメントアクセスに関する宣言」を歓迎する。我々は、デジタル貿易に参加する消費者や企業の信頼を高める措置を支援する
ことにコミットする。これとは別に、我々は、政府による、機密情報を含む非個人データへの正当化できないアクセスが、越境データ流通
の信頼性を損ない、実質的な障壁となることを認識する。 

我々は、デジタル貿易制度が、より安価で、より迅速で、より安全な貿易を実現し、より多くの企業、特に中小零細企業による貿
易を可能にすることに貢献することを改めて表明する。我々は、政府及び産業界に対し、引き続きデジタル貿易文書に対する認識を
高め、信頼を醸成することを奨励する。 

貿易及び環境／気候変動 

我々は、貿易大臣として、貿易及び環境政策が、WTO 及び多数国間の環境条約と整合的な形で、相互に補完的であるべきこ
とを再確認する。我々は、貿易及び貿易政策が、気候変動、生物多様性の損失及び汚染という 3 つの世界的危機に対処するため
の重要な手段であり、持続可能な成長の推進力となり得ることを認識する。我々は、気候変動やその他の環境目標に合致すること
に寄与し得る物品、サービス及び技術の貿易の円滑化、並びに循環経済アプローチを促進することにコミットする。我々は、貿易と環
境に関する委員会（CTE）、及び貿易と環境持続性に関する体系的議論（TESSD）を含め、WTO における、非関税障壁及び
規制アプローチの特定を含む、このような円滑化及び促進の取組を支援する機会とアプローチを特定するための作業を歓迎する。
我々は、これらの問題に関して、開発途上国及び後発開発途上国を含む G7 を超えたパートナーとの関与を深める。 

我々は、遅くとも 2050 年までにネット・ゼロ排出という共通目標に沿って脱炭素化及び排出削減を推進する政策を追求するととも
に、貿易財を生産する際に生じた排出量を明らかにするよう市場に促すことにより、カーボンリーケージのリスクへの対処を支援する。気
候政策に関する野心の相違が大きくなることにより、カーボンリーケージのリスクが増大する可能性があるが、我々は、このリスクに対処
するため、関連する国際機関を含め、引き続き協力して取り組む。我々は、カーボンリーケージに対処することを目的とするものに限ら
ず、貿易に影響を与える気候変動に関する目標を追求する手段が、透明性があり WTO に整合的であることが、とりわけ重要である
と認識する。我々は、そのような手段が、各国が動員する多様な気候変動の緩和政策アプローチを適切に考慮し、世界的な排出削
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減に貢献すべきであることを認識する。我々はまた、そのような政策を実施する際に、国際的なパートナー、特に最も脆弱な開発途上
国及び後発開発途上国の状況に対して妥当な配慮をしていく。我々は、透明性と予見可能性を提供し、このような措置の設計及
び実施において、能力の制約に直面している中小零細企業を含む企業のニーズに注意を払う。この観点から、我々は、可能な限り、
生産時の排出量を測定する方法の国際的な整合性を確保するために協力する。 

ビジネスと人権 

我々は、「国連ビジネスと人権に関する指導原則（UNGPs）」、「国際労働機関（ILO）多国籍企業及び社会政策に関する
原則の三者宣言（MNE 宣言）」及び「OECD 責任ある企業行動に関する多国籍企業行動指針」を想起し、企業活動及びグロ
ーバル・サプライチェーンにおける人権及び国際労働基準の尊重を促進することの重要性を再確認する。我々は、2022 年 9 月の
G7 貿易大臣声明及び 2021 年 10 月の強制労働に関する G7 貿易大臣声明を再確認し、グローバル・サプライチェーンにおけるあ
らゆる形態の強制労働及び児童労働を撤廃するための措置をとることに再びコミットし、そのために企業のデュー・ディリジェンスを支援
する措置の妥当性を認識する。 

我々はさらに、G7 を超えてビジネスと人権に関するアウトリーチと関与を強化するとのコミットメントを改めて表明する。この観点から、
我々は、日本と ILO が共催した、G7 メンバー及び主に東南アジアを中心とするアジア諸国との最近の対話を歓迎する。この対話は、
ビジネスと人権における関連する国際基準を実施するための多様なアプローチを認識する機会を提供するとともに、包摂的な成長と
人権の尊重との間の相乗効果を活用することの重要性を示した。我々は、ビジネスと人権のアジェンダを推進するための協力を強化し、
企業やその他のステークホルダーにとっての予見可能性及び確実性を更に高める意図を有している。 

新興国及び開発途上国への関与の強化並びに貿易及び開発 

我々は、貿易がもたらす利益及び貧困の削減において貿易が果たしてきた役割を認識し、貿易が持続可能な経済開発及び貧困
の削減の強力な推進力となり得ることを確認する。我々は、WTO における開発のための貿易に関する提案の議論を認識する。 

我々は、貿易を通じて、開発途上国及び後発開発途上国の包摂的かつ持続可能な経済開発及び貧困の削減に貢献するとの
意思を確認する。この目的のため、我々は、公正かつ自由な世界貿易を更に支援し、貿易円滑化、貿易関連インフラへのアクセスの
強化及び拡大、並びにニーズと事実に基づく具体的な議論を通した開発途上国のための能力構築における我々の取組を、関連する
国際機関と協力しつつ、強化する意思を表明する。我々はまた、サプライチェーンの多様化及び地域の価値の創出を促進し、全ての
地域の労働者及びコミュニティに利益をもたらす形で、サプライチェーンにおける低・中所得国のより重要な役割を支援する。 

多角的貿易体制における包摂性を強化するために、開発途上国、特に後発開発途上国が多角的貿易体制に参加できるような
インフラと能力を開発することが不可欠である。この観点から、我々は、G7 メンバーが実施してきたプロジェクトやイニシアティブの重要
性を認識する。例えば、（i）貿易のための援助イニシアティブ、（ii）世界税関機構（WCO）、国際貿易センター（ITC）及びそ
の他の国際機関を通じた能力構築、（iii）災害時における緊急支援物資の受け入れのための税関手続を迅速化するための税関
職員の訓練、（iv）輸送やエネルギー網といった貿易に不可欠なインフラの改善、（v）STDF（規格及び通商開発機構）を通じ
た適切な SPS 手続の確保、（vi）金融リテラシー及びデジタルリテラシーの向上によるビジネス機会の確保、（vii）技能訓練の提
供である。さらに、我々は、適切に代表されていないグループが多角的貿易体制から利益を得られるよう、パートナーシップを強化及び
促進することの重要性を認識する。例えば、中小零細企業、貿易及びジェンダーに関する WTO 非公式作業部会は、国際貿易にお
ける代表性を向上させ、多角的貿易体制における包摂性を強化している。我々は、引き続きこれらのプロジェクトやイニシアティブを推
進することを再確認する。 

我々はまた、自然災害及びその他の緊急事態において国境を越えて人道物資を移動させることの課題、及び、貿易円滑化措置
が人道物資の迅速、安全かつ効果的な提供を促進する上で果たす前向きな役割について認識を高めていく。我々は、WTO 加盟
国に対し、人道物資の移動を促進するためのベスト・プラクティスを推進するよう要請する。 

推定 3 億 4,500 万人が深刻な食料不安を経験しており、また、世界は発展の根底を脅かす現代史上最大の食料及び栄養の
危機に直面している。これには、多くの根本的要因があるが、ロシアによるウクライナに対する侵略戦争は、農業と食料の生産及び貿
易を著しく妨害し、危機を更に増幅させている。 

我々は、最適なルートを通じて農産物を輸出し続けるというウクライナの権利を支持する。我々は、不足のリスクを軽減し、価格変
動を緩和することによって市場を安定させるために、ルールに基づき、開かれた、公正で、予見可能で、透明性があり、かつ無差別な
食料及び農産物の国際貿易の重要性を改めて表明する。我々は、国連世界食糧計画（WFP）による食料購入の輸出禁止又
は制限からの免除に関する 2022 年の WTO の閣僚決定及び食料不安への緊急対応に関する WTO の閣僚宣言を想起し、世界
の食料安全保障に影響を与える措置に取り組むため、MC13 においてより具体的な行動を追求する。 

結語 

我々は、食品輸入規制が科学に基づき、WTO 及びその他の国際ルールに従ってのみ適用されることの重要性を改めて表明し、
確認する。この観点から、G7 メンバーは、新たに導入された日本の食品への輸入規制を含め、不必要に貿易を制限するいかなる措
置も直ちに撤廃されることを強く求める。 

我々は、国際貿易が直面する課題に関し、緊密な協力と協調を継続することにコミットし、本年及びこれまでの議長国による進展
に立脚して、2024 年の議長国イタリアの下で更なる議論を行うことを期待する。この会合を主催した大阪・堺に感謝するとともに、
2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）の成功を願う。 

（了）  
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2．経済波及効果及びパブリシティ効果 

■趣旨 

今回、大阪市・堺市で開催される G7 大阪・堺貿易大臣会合による効果を測定することにより、今後、MICE 誘致

を進める上での施策提案につなげるため、堺市が経済波及効果及びパブリシティ効果の推計等を実施したもので、その

報告結果を参考に掲載する。 

 

■経済波及効果及びパブリシティ効果の推計 

項目 堺市 大阪府 備考 

経済波及効果 約 1 億 4100 万円 約 6 億 3600 万円  

パブリシティ効果 約 2 億 9015 万円 約 2 億 9015 万円 同額として推計 

合計 約 4 億 3115 万円 約 9 億 2615 万円  

事業支出に対する効果比 約 4 倍 約 2 倍  

注：使用する産業連関表：「平成 27 年堺市産業連関表」及び「平成 27 年大阪府産業連関表」 

 

◇各項目別経済波及効果（単位：億円・人） 

項目 

堺市 大阪府 

生産創出 雇用創出 
付加価値 

創出 生産創出 雇用創出 
付加価値 

創出 

直接効果と一次波及効果 1.21 10 0.74 5.27 44 3.29 

二次波及効果 0.20 1 0.12 1.09 7 0.71 

合計 1.41 11 0.86 6.36 51 4.00 

注：同上  

※直接効果    ：会合の事業費支出、関連イベントや会合の参加者が消費したことなどによって発生する生産額 

※一次波及効果：直接効果に伴い発生する原材料等の需要によって誘発される生産額 

※二次波及効果：直接効果と一次波及効果を通じて発生した雇用者所得のうち消費に回された民間消費支出の増加によって誘発された生産額 

 

◇メディア別パブリシティ効果 

項目 広告換算額 備考 

新聞記事 約 1 億 1002 万円 朝日、読売、毎日、産経、日経 

テレビ放映 約 1 億 8013 万円 全国、ローカル含む 

合計 約 2 億 9015 万円  

注：使用する広告料金表 新聞 一般社団法人 日本広告業協会「新聞広告料金表 2023 年版」 

テレビ 一般社団法人 日本広告業協会「放送広告料金表 2023 年版」 

 

堺市「G7 大阪・堺貿易大臣会合がもたらす経済波及効果及びパブリシティ効果に関する調査研究報告書」より 
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3．全体スケジュール 

年 月日 出来事 

３
年

令
和 

12 月 1 日 大阪府知事、堺市長が共同で G7 関係閣僚会合の誘致を発表 

12 月 24 日 大阪府知事、堺市長連名で、外務大臣あてに誘致計画案概要を提出 

令
和
４
年 

6 月 16 日 堺市長、大阪府副知事が官房副長官へ大阪・堺での開催に関する要望書を手交 

9 月 16 日 内閣官房長官が大阪府での貿易大臣会合の開催決定を発表 

9 月 30 日 協議会の設立総会（設立趣旨、協議会規約の承認／会長、会長代行の選任） 

11 月 1 日 協議会事務局の設置（堺市役所本館 5 階） 

11 月 17 日 幹事会【持ち回り開催】（協議会規約の一部改正（構成団体・委員・幹事の追加）） 

11 月 29 日 外務大臣、経済産業大臣が G7 貿易大臣会合の名称及び開催日程の決定を発表 

11 月 30 日 役員会【書面決議】（協議会規約の一部改正（構成団体・委員・幹事の追加）） 

11 月 30 日 総会（協議会規約の一部改正（構成団体・委員・幹事の追加）／副会長の選任／顧問の委嘱） 

12 月 23 日 協議会公式の Twitter（現 X）、Facebook アカウントを開設 

令
和
５
年 

1 月 19 日 幹事会（幹事長の選任／令和 4 年度事業計画／令和 4 年度収支予算） 

1 月 31 日 役員会【書面決議】（令和 4 年度事業計画／令和 4 年度収支予算） 

1 月 31 日 総会【書面報告】（令和 4 年度事業計画／令和 4 年度収支予算） 

2 月 10 日 協議会ホームページを開設 

3 月 15 日 幹事会【持ち回り開催】（令和 5 年度事業計画／令和 5 年度収支予算） 

3 月 31 日 役員会【書面決議】（令和 5 年度事業計画／令和 5 年度収支予算） 

3 月 31 日 総会【書面報告・同意】（令和 5 年度事業計画／令和 5 年度収支予算／顧問の委嘱） 

4 月 4 日 G7 大阪・堺貿易大臣会合（第 1 回会合）開催 ※オンライン 

5 月 26 日 総会【書面同意】（役員の選出） 

5 月 26 日 幹事会【持ち回り開催】（令和 4 年度決算に伴う残余金の取扱い） 

6 月 7 日 各国総領事等による特別授業 第 1 回（在京都フランス総領事館 総領事）を実施 

6 月 9 日 各国総領事等による特別授業 第 2 回（在名古屋カナダ領事館 領事）を実施 

6 月 13 日 各国総領事等による特別授業 第 3 回（在大阪・神戸米国総領事館 領事）を実施 

6 月 15 日 役員会【書面決議】（令和 4 年度決算に伴う残余金の取扱い） 

6 月 23 日 大臣会合会場の決定を発表 

7 月 4 日 
幹事会【持ち回り開催】 

（令和 4 年度事業報告／令和 4 年度収支決算報告／令和 5 年度収支補正予算） 

7 月 11 日 各国総領事等による特別授業 第４回（大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館 首席領事）を実施 
7 月 20 日‒ 

7 月 23 日 会合開催 100 日前イベント（カウントダウン用デジタルサイネージ点灯／国際交流フェスタ）を開催 

8 月 2 日 地元産品推薦リストの活用を外務省、経済産業省へ提案 

8 月 3 日 
役員会【書面決議】 

（令和 4 年度事業報告／令和 4 年度収支決算報告／令和 5 年度収支補正予算） 

8 月 4 日 
総会【書面報告】 

（令和 4 年度事業報告／令和 4 年度収支決算報告／令和 5 年度収支補正予算） 

8 月 17 日 歓迎行事会場の決定を発表 

9 月 6 日 各国総領事等による特別授業 第５回（在大阪英国総領事館 大阪・関西万博アタッシェ）を実施 

9 月 27 日 各国総領事等による特別授業 第 6 回（在大阪イタリア総領事館 領事部長）を実施 

10 月 4 日 記念フォーラム 万博でチャンスを掴む！世界に挑む！を開催 

10 月 7 日 地域住民説明会 第 1 回を開催 

10 月 10 日 地域住民説明会 第 2 回を開催 
10 月 12 日‒ 

10 月 13 日 協議会主催プレスツアーを実施 

10 月 28 日‒ 
10 月 29 日 

G7 大阪・堺貿易大臣会合（第 2 回会合）開催 

12 月 13 日 各国総領事等による特別授業 第 7 回（在大阪英国総領事館 大阪・関西万博アタッシェ）を実施   
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2．経済波及効果及びパブリシティ効果 
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を進める上での施策提案につなげるため、堺市が経済波及効果及びパブリシティ効果の推計等を実施したもので、その

報告結果を参考に掲載する。 
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直接効果と一次波及効果 1.21 10 0.74 5.27 44 3.29 

二次波及効果 0.20 1 0.12 1.09 7 0.71 

合計 1.41 11 0.86 6.36 51 4.00 
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※直接効果    ：会合の事業費支出、関連イベントや会合の参加者が消費したことなどによって発生する生産額 
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（令和 4 年度事業報告／令和 4 年度収支決算報告／令和 5 年度収支補正予算） 
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9 月 6 日 各国総領事等による特別授業 第５回（在大阪英国総領事館 大阪・関西万博アタッシェ）を実施 

9 月 27 日 各国総領事等による特別授業 第 6 回（在大阪イタリア総領事館 領事部長）を実施 
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12 月 13 日 各国総領事等による特別授業 第 7 回（在大阪英国総領事館 大阪・関西万博アタッシェ）を実施   
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4．「2023 年 G7 関係閣僚会合の大阪・堺開催」に関する要望書 
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5．2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会 規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、2023 年Ｇ７貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

 

（事務所） 

第２条 協議会の事務所は、大阪府堺市に置く。 

 

（目的） 

第３条 協議会は、2023 年に大阪・堺で開催されるＧ７貿易大臣会合及び関連する一連の事業（以下「貿易大臣会合」と

いう。）への協力・支援などを通じて貿易大臣会合の成功と世界に向けた大阪・堺及び関西の魅力の発信と存在感の向上及

び発展に資することを目的とする。 

 

（事業） 

第４条 協議会は、前条の目的を達成するため、国と緊密な連絡、連携を図りながら次の事業を行う。 

（1） 貿易大臣会合の準備・開催などに係る国、関係団体との連絡調整 

（2） 会場の確保・設営、交通対策など条件整備に関する協議・調整 

（3） 会議開催に必要な情報収集、提供 

（4） 貿易大臣会合の開催に伴う広報、情報発信 

（5） 歓迎行事の企画、実施 

（6） その他協議会の目的を達成するために必要な取組み 

 

（構成） 

第５条 協議会は、別表１に掲げる団体（以下「構成団体」という。）をもって構成し、別表２に掲げる者を委員とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、役員会の議決により、構成団体及び委員の構成を変更することができる。 

 

（委員の報酬） 

第６条 委員は、無報酬とする。 

 

（役員） 

第７条 協議会に次の役員を置く。 

（1） 会長 １名 

（2） 会長代行 １名 

（3） 副会長 ５名 

２ 役員は、協議会の会議（以下「総会」という。）において、委員の中から互選により選出する。 

 

（役員の職務） 

第８条 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

２ 会長代行は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代行する。 

３ 副会長は、会長を補佐する。 

 

（監事） 

第９条 協議会に監事を置く。 

２ 監事は、会長が委嘱する。 

３ 監事は、協議会の業務の執行状況及び会計を監査し、役員会へ報告する。 

 

（顧問） 

第１０条 協議会に顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、総会の同意を得て会長が委嘱する。 

３ 顧問は、協議会の事業の円滑な推進について、専門的見地から会長に対して意見を述べることができる。 

 

（任期） 

第１１条 役員、監事及び顧問の任期は、その選任の日から協議会が解散する日までとする。 
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（賛助団体） 

第１２条 構成団体以外に協議会の趣旨に賛同する団体を賛助団体として置くことができる。 

２ 賛助団体は、協議会から必要な情報提供を受け、協議会の事業活動に対して、協力・支援するものとする。 

 

（総会） 

第１３条 総会は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 議長は、総会において、会計年度における事業計画、予算、決算その他の協議会の運営に係る重要事項を報告する。 

 

（役員会） 

第１４条 協議会の円滑な業務執行を図るため、協議会に役員会を置く。 

２ 役員会は、第７条第１項各号に掲げる役員をもって構成し、会計年度における事業計画、予算、決算その他の協議会の

運営に関し会長が特に必要と定める事項について審議し、及び決定する。 

３ 役員会は、会長が招集し、その議長となる。 

４ 役員会は、役員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

５ 役員会の議事は、役員の出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

６ 会長は、必要に応じて、役員会の会議の議事に関係のある者の出席を求め、その意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出

を求めることができる。 

７ やむを得ない理由のため、役員会の会議に出席できない役員は、あらかじめ書面で表決し、又は他の出席する役員を代理人

として表決を委任することができる。この場合において、第４項及び第５項の規定の適用については、その役員は出席したものと

みなす。 

８ 会長は、役員会を招集する暇のない場合及び議事が軽易である場合は、役員会の会議に付議すべき事案を記載した書面

を役員に回付し、その賛否を問うことにより役員会の会議に代えることができる。 

 

（幹事会） 

第１５条 協議会の円滑な運営に資するため、協議会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、協議会の事業に関して企画・立案を行う。 

３ 幹事会は、役員会に付議すべき事項を審議する。 

４ 幹事は、別表３に掲げる者とし、幹事の中から幹事長を互選により選出する。 

５ 幹事会は、必要に応じ、幹事長が招集する。 

６ 幹事長は、必要に応じて、幹事会の会議の議事に関係のある者の出席を求め、その意見若しくは説明を聴き、又は資料の提

出を求めることができる。 

 

（事務局） 

第１６条 協議会の事務を処理するため、事務局を設け、事務局長その他必要な職員を置く。 

２ 事務局及び職員に関し必要な事項は、会長が定める。 

３ 事務局の事務は、事務局長が総括する。 

 

（経費） 

第１７条 協議会の運営及びその実施する事業に要する経費は、構成団体、賛助団体等からの分担金、協賛金、寄附金、そ

の他の収入をもって充てる。 

 

（会計年度） 

第１８条 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。ただし、協議会設立初年度は、設立の日か

らその日以降最初に到達する３月３１日までとする。 

 

（出納閉鎖） 

第１９条 出納は、会計年度の翌年度の５月３１日をもって閉鎖する。 

 

（残余金） 

第２０条 決算に残余金が生じた場合は、役員会において審議し、その取扱いを決定する。 

 

（規約の変更） 

第２１条 この規約の変更は、役員会において決定し、総会に報告する。 
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（解散） 

第２２条 協議会は、第３条の目的が達成されたときに、役員会の議決を経て解散するものとする。 

 

（残余財産） 

第２３条 協議会が解散するときに有する残余財産については、役員会において審議し、その取扱いを決定する。 

 

（その他） 

第２４条 この規約に定める事項のほか、協議会の運営に関して必要な事項は、役員会の議を経て、会長が別に定める。 

 

附 則 

１ この規約は、令和４年９月３０日から施行する。ただし、第１６条の規定及び別表３のうち 2023 年Ｇ７貿易大臣会合

大阪・堺推進協力協議会事務局長に係る部分の規定は、別途、その施行の日を決定する。 

２ 協議会設立時の役員の選任については、設立総会の議決をもって第７条の手続きにより選任されたものとみなす。 

３ この規約の施行後、第１項ただし書に規定する日までの間は、協議会の事務は、第１６条の規定にかかわらず、大阪府政

策企画部企画室及び堺市市長公室において処理する。 

 

   附 則 

 この規約は、令和４年１１月３０日から施行する。 

 

別表 1 

大阪府 

堺市 

公益社団法人 関西経済連合会 

大阪商工会議所 

一般社団法人 関西経済同友会 

堺商工会議所 

公益財団法人 大阪観光局 

 

別表 2 

大阪府知事 

堺市長 

公益社団法人 関西経済連合会会長 

大阪商工会議所会頭 

一般社団法人 関西経済同友会代表幹事 

堺商工会議所会頭 

公益財団法人 大阪観光局理事長 

 

別表 3 

大阪府副知事 

堺市副市長 

大阪府政策企画部長 

大阪府府民文化部長 

大阪府商工労働部長 

大阪府環境農林水産部長 

堺市市長公室長 

堺市文化観光局長 

堺市産業振興局長 

公益社団法人 関西経済連合会専務理事 

大阪商工会議所専務理事 

一般社団法人 関西経済同友会常任幹事 事務局長 

堺商工会議所専務理事 

協議会事務局長 
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（解散） 

第２２条 協議会は、第３条の目的が達成されたときに、役員会の議決を経て解散するものとする。 

 

（残余財産） 

第２３条 協議会が解散するときに有する残余財産については、役員会において審議し、その取扱いを決定する。 

 

（その他） 

第２４条 この規約に定める事項のほか、協議会の運営に関して必要な事項は、役員会の議を経て、会長が別に定める。 

 

附 則 

１ この規約は、令和４年９月３０日から施行する。ただし、第１６条の規定及び別表３のうち 2023 年Ｇ７貿易大臣会合

大阪・堺推進協力協議会事務局長に係る部分の規定は、別途、その施行の日を決定する。 

２ 協議会設立時の役員の選任については、設立総会の議決をもって第７条の手続きにより選任されたものとみなす。 

３ この規約の施行後、第１項ただし書に規定する日までの間は、協議会の事務は、第１６条の規定にかかわらず、大阪府政

策企画部企画室及び堺市市長公室において処理する。 
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 この規約は、令和４年１１月３０日から施行する。 

 

別表 1 

大阪府 

堺市 

公益社団法人 関西経済連合会 

大阪商工会議所 

一般社団法人 関西経済同友会 

堺商工会議所 

公益財団法人 大阪観光局 

 

別表 2 

大阪府知事 

堺市長 

公益社団法人 関西経済連合会会長 

大阪商工会議所会頭 

一般社団法人 関西経済同友会代表幹事 

堺商工会議所会頭 

公益財団法人 大阪観光局理事長 

 

別表 3 

大阪府副知事 

堺市副市長 

大阪府政策企画部長 

大阪府府民文化部長 

大阪府商工労働部長 

大阪府環境農林水産部長 

堺市市長公室長 

堺市文化観光局長 

堺市産業振興局長 

公益社団法人 関西経済連合会専務理事 
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堺商工会議所専務理事 

協議会事務局長 
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6．2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会設立趣旨 

 

 

世界は、ロシアによるウクライナ侵略、エネルギー供給、食料安全保障、気候変動などの人々の生命と暮らしを脅かす

課題が山積しています。 

 こうした課題を主要国の首脳が協議する G7 サミットが、2023 年に日本において開催されます。 

 

2025 年大阪・関西万博は、「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに、人々の行動変容と時代を切り拓く新たな

イノベーションを巻き起こすとともに、世界との交流を通じ、新たな知見や英知が生まれることで、世界的課題の解決に貢

献する場であります。 

 

多くの国や人が交流する万博開催の 2 年前に、人と人、モノとモノをつなぐ貿易を担当する大臣による国際会議が、

中世の時代から国際貿易都市として繁栄を極めた、ここ大阪・堺で開催されることは、世界を結び付け、いのちをともに

大切にするという万博のテーマにも合致するものであり、その成功に大きな弾みとなります。 

 

大阪・堺は、世界文化遺産に登録された「百舌鳥・古市古墳群」や日本の精神文化に影響を与えている「茶の湯」

など、古くから海外と交流し発展を遂げてきた都市であります。 

海外から多くの人が参加する G7 貿易大臣会合において、大阪・関西万博の取組みや、大阪・堺の魅力を世界に発

信することは、大阪・堺のプレゼンスを向上させる、絶好の機会となります。 

 

こうした意義を有するG7貿易大臣会合の成功に向け、大阪・堺の総力を結集し、幅広い協力を得るため「2023年

G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会」を設立し、万全の体制で G7 貿易大臣会合に向けた準備を進めるもの

です。 

 

（令和 4 年 9 月 30 日 2023 年 G7 貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会 設立総会にて承認）  
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7．G7 大阪・堺貿易大臣会合開催に向けた推進体制 
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7．G7 大阪・堺貿易大臣会合開催に向けた推進体制 
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8．警備・交通関係の広報チラシ 

協議会 

 

大阪府警察（2 種） 

       

海上保安庁第五管区海上保安本部（表面・裏面） 
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9．開催期間中の防災・危機管理等体制 
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9．開催期間中の防災・危機管理等体制 
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10．各消防本部（局）消防長への通知 
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10．各消防本部（局）消防長への通知 
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G7 大阪・堺貿易大臣会合 大阪府消防特別警戒について（抜粋） 

 

 

第１ 会合開催期間 

令和５年 10 月 28 日（土）・29 日（日） 

 

第２ 特別警戒実施期間 

令和５年 10 月 27 日（金）～29 日（日） 

 

第３ 参加国等 

仏・米・英・独・日・伊・加の７か国 

EU（欧州連合）＋国際機関（３機関程度）＋招待国（５か国程度） 

日本からは、外務大臣、経済産業大臣の２名が出席 

 

第４ 警戒対象範囲   

１ 警戒対象施設（別表１参照）※宿泊場所等、追加の可能性あり 

２ 移動経路（空港、駅、高速道路等） 

 

第５ 消防特別警戒実施消防本部（局） 

１ 大阪市消防局 

２ 堺市消防局 

３ 泉州南消防組合泉州南広域消防本部 

４ 豊中市消防局 

５ 池田市消防本部 

６ 岸和田市消防本部 

７ 泉大津市消防本部 

８ 貝塚市消防本部 

９ 忠岡町消防本部 

 

第６～第９    （略） 

 

別表１～別表３ （略） 
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11．医療機関への依頼文書 

 
  

医療機関名（注） 

（注）府内 13 の救急告示医療機関に対し、大阪府知事名にて協力依頼を行った。 
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12．毒物劇物営業者関係団体への通知 
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13．開催に向けた寄附のお願い（経済団体） 
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12．毒物劇物営業者関係団体への通知 
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13．開催に向けた寄附のお願い（経済団体） 
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2023 年 G7 大阪・堺貿易大臣会合に係る寄附手続きのご案内／寄附申込書 
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14．寄附金実績 

寄附金合計 

95 件 34,700,000 円 

企業名・団体名及び寄附金額 

 

 

企業名・団体名 

朝日製パン株式会社 
株式会社池田泉州銀行 

伊藤忠商事株式会社 
稲畑産業株式会社 
岩谷産業株式会社 

学校法人 エール学園 
大阪ガス株式会社 
大阪信用金庫 

株式会社大西 
要薬品株式会社 
川崎重工業株式会社 

株式会社河村工務店 
協同組合関西ファッション連合 
関電不動産開発株式会社 

菊地光学精工株式会社 
株式会社紀陽銀行堺支店 
近鉄グループホールディングス株式会社 

株式会社クボタ 
小泉株式会社 
コーナン商事株式会社 

コクヨ株式会社 
堺化学工業株式会社 
阪本興産株式会社 

株式会社さくらコーポレーション 
サラヤ株式会社 
サントリーホールディングス株式会社 

塩野義製薬株式会社 
株式会社シティホテルサンプラザ 
株式会社シマノ 

新洋海運株式会社 
住友商事株式会社 
住友電気工業株式会社 

積水ハウス株式会社 
株式会社錢高組 
泉都興業株式会社 

双日株式会社 
象印マホービン株式会社 
ダイキン工業株式会社 

株式会社ダイネツ 
ダイネツ商事株式会社 

大和ハウス工業株式会社 
株式会社竹中工務店 

辰野株式会社 
株式会社タブチ 
タマノイ酢株式会社 

東洋紡株式会社 
南海電気鉄道株式会社 
西日本電信電話株式会社 

西日本旅客鉄道株式会社 
日本絨氈株式会社 
日本製鉄株式会社 

日本生命保険相互会社 
株式会社日本ビジネス開発 
日本フッソ工業株式会社 

野村證券株式会社  
株式会社橋爪工務店 
八田工業株式会社 

パナソニック ホールディングス株式会社 
阪急電鉄株式会社 
阪神電気鉄道株式会社 

株式会社東野朝商店 
日立造船株式会社 
日野建設工業株式会社 

株式会社広瀬製作所 
堀富商工株式会社 
株式会社堀場製作所 

マツ六株式会社 
丸一鋼管株式会社 
丸紅株式会社 大阪支社 

株式会社みずほ銀行 
株式会社三井住友銀行 
三井住友信託銀行株式会社 

三井物産株式会社 
三菱商事株式会社 
株式会社三菱 UFJ 銀行 

株式会社ユニオン 
株式会社りそな銀行 
株式会社隆栄建設 

レンゴー株式会社 
株式会社ロイヤルホテル 

 

※50 音順・敬称略 
※企業名・団体名及び金額は、本誌への掲載を承諾いただいた企業・団体について記載している。  

企業・団体名 寄附金額 

有光工業株式会社 100,000 円 

FYH 株式会社 200,000 円 

株式会社カワハラ 200,000 円 

堺刀司 株式会社 和泉利器製作所 200,000 円 

株式会社青雲荘 200,000 円 

タカラベルモント株式会社 100,000 円 

株式会社ティアタス 200,000 円 

株式会社都市環境設計 200,000 円 

トヨタカローラ南海株式会社 200,000 円 

株式会社南海スズキ 200,000 円 

株式会社藤木組 200,000 円 
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15．開催に向けたご支援のお願い（協賛・応援事業） 
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16．協賛・応援実績 

企業・団体名 
種別

※ 
取組内容 

イオンリテール株式会社 近畿カンパニー ①④ 
店舗内デジタルサイネージでの広報、チラシ・広報グッズの配布、 

自社チラシでの会合情報掲載、関連フェア実施 

一般社団法人 梅田１丁目エリアマネジメント  ① 大阪駅前地下道デジタルサイネージでの広報 

一般社団法人 大阪府トラック協会 ① ポスター・チラシを支部に掲示、トラック広報・協会 HP に掲載 

大阪信用金庫 ① 店舗内デジタルサイネージでの広報 

株式会社紀陽銀行 ① ポスター・チラシの各支店掲示による広報 

株式会社セルビス ① 結婚式場店外デジタルサイネージでの広報 

株式会社セレッソ大阪 ② 公式戦での PR（ブース設置、運営協力、デジタルサイネージでの広報） 

株式会社ハークスレイ ① 屋外デジタルサイネージでの広報 

株式会社ペーパル ③ 歓迎レセプションのメニュー表に使用した紙の提供（kome-kami） 

株式会社三菱 UFJ 銀行 ① ポスター・チラシの各支店掲示による広報 

株式会社読売新聞大阪本社 ④ こども新聞企画・発行による会合情報の発信 

株式会社りそな銀行 ① メールマガジンによる情報発信 

関西大学人間健康学部安田ゼミ ④ 開催記念イベント実施（国際交流フェスタ） 

KDDI 株式会社 ① 社内デジタルサイネージでの広報・チラシの貼付・配架 

京阪電気鉄道株式会社 ① 駅貼りポスター・駅デジタルサイネージでの広報 

堺駅前商店会 ④ 開催記念イベント実施（プレミアム商品券） 

堺東商店街連合会 ④ 開催記念イベント実施（堺東フードフェス 2023） 

堺ライオンズクラブ ① 会合情報発信のためのデジタルサイネージ提供 

真生印刷株式会社 ① 会合周知チラシの制作、チラシの提供 

住友生命保険相互会社 ① 職員によるチラシの配布 

第一生命保険株式会社 ① 職員によるチラシの配布 

ダイドードリンコ株式会社 ② 開催記念イベントでの飲料提供 

大同生命保険株式会社 ① 顧客向け WEB サイト・メールマガジンによる情報発信 

中西金属工業株式会社 ① 屋外デジタルサイネージでの広報 

南海電気鉄道株式会社 ① 堺市内各駅への駅貼りポスターでの広報 

西尾レントオール株式会社 ② 開催記念イベントでの備品提供 

西日本高速道路株式会社 ① サービスエリアのデジタルサイネージでの広報 

西日本旅客鉄道株式会社  ① 百舌鳥駅での交通規制ポスター掲示による広報 

日産大阪販売株式会社 ① 店舗内デジタルサイネージでの広報 

日本生命保険相互会社 ① 屋外デジタルサイネージでの広報、職員によるチラシの配布 

阪神高速道路株式会社 ① パーキングエリアでのチラシ配架 

リコージャパン株式会社 ① 社内デジタルサイネージでの広報 

※次の 4 つの部門で可能な取組を実施いただいた。 

①PR・プロモーション協賛 ②住民向けイベント協賛 ③おもてなし協賛 ④主催取組で応援 
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15．開催に向けたご支援のお願い（協賛・応援事業） 
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16．協賛・応援実績 

企業・団体名 
種別

※ 
取組内容 

イオンリテール株式会社 近畿カンパニー ①④ 
店舗内デジタルサイネージでの広報、チラシ・広報グッズの配布、 

自社チラシでの会合情報掲載、関連フェア実施 

一般社団法人 梅田１丁目エリアマネジメント  ① 大阪駅前地下道デジタルサイネージでの広報 

一般社団法人 大阪府トラック協会 ① ポスター・チラシを支部に掲示、トラック広報・協会 HP に掲載 

大阪信用金庫 ① 店舗内デジタルサイネージでの広報 

株式会社紀陽銀行 ① ポスター・チラシの各支店掲示による広報 

株式会社セルビス ① 結婚式場店外デジタルサイネージでの広報 

株式会社セレッソ大阪 ② 公式戦での PR（ブース設置、運営協力、デジタルサイネージでの広報） 

株式会社ハークスレイ ① 屋外デジタルサイネージでの広報 

株式会社ペーパル ③ 歓迎レセプションのメニュー表に使用した紙の提供（kome-kami） 

株式会社三菱 UFJ 銀行 ① ポスター・チラシの各支店掲示による広報 

株式会社読売新聞大阪本社 ④ こども新聞企画・発行による会合情報の発信 

株式会社りそな銀行 ① メールマガジンによる情報発信 

関西大学人間健康学部安田ゼミ ④ 開催記念イベント実施（国際交流フェスタ） 

KDDI 株式会社 ① 社内デジタルサイネージでの広報・チラシの貼付・配架 

京阪電気鉄道株式会社 ① 駅貼りポスター・駅デジタルサイネージでの広報 

堺駅前商店会 ④ 開催記念イベント実施（プレミアム商品券） 

堺東商店街連合会 ④ 開催記念イベント実施（堺東フードフェス 2023） 

堺ライオンズクラブ ① 会合情報発信のためのデジタルサイネージ提供 

真生印刷株式会社 ① 会合周知チラシの制作、チラシの提供 

住友生命保険相互会社 ① 職員によるチラシの配布 

第一生命保険株式会社 ① 職員によるチラシの配布 

ダイドードリンコ株式会社 ② 開催記念イベントでの飲料提供 

大同生命保険株式会社 ① 顧客向け WEB サイト・メールマガジンによる情報発信 

中西金属工業株式会社 ① 屋外デジタルサイネージでの広報 

南海電気鉄道株式会社 ① 堺市内各駅への駅貼りポスターでの広報 

西尾レントオール株式会社 ② 開催記念イベントでの備品提供 

西日本高速道路株式会社 ① サービスエリアのデジタルサイネージでの広報 

西日本旅客鉄道株式会社  ① 百舌鳥駅での交通規制ポスター掲示による広報 

日産大阪販売株式会社 ① 店舗内デジタルサイネージでの広報 

日本生命保険相互会社 ① 屋外デジタルサイネージでの広報、職員によるチラシの配布 

阪神高速道路株式会社 ① パーキングエリアでのチラシ配架 

リコージャパン株式会社 ① 社内デジタルサイネージでの広報 

※次の 4 つの部門で可能な取組を実施いただいた。 

①PR・プロモーション協賛 ②住民向けイベント協賛 ③おもてなし協賛 ④主催取組で応援 
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17．地元産品推薦リスト 

※下表は「G7 大阪・堺貿易大臣会合」における地元産品推薦リスト（令和 5 年 8 月／当協議会作成）に掲載の事項（品名、ブランド名等）
を抜粋したもの 

※表記略 大阪産：大阪産（もん）、エコ：大阪エコ農産物 なにわ：なにわ特産物、 
La Matsubara：La Matsubara～ら・まつばら～（松原ブランド研究会認定） 

【食材】 103 品 

分類 食品名 ブランド名 公的認証 

米類 米 上神谷米ひのひかり 大阪産 

米類 米 水越米（かなんエコ米水越） 大阪産、エコ 

米類 米 ほんわか米ひのちゃん 大阪産、エコ 

米類 米 金賞健康米 大阪産、La Matsubara 

米類 米 WE 米Ⓡ 大阪産 

米類 米 ― 大阪産、エコ 

野菜 小松菜 堺のめぐみ なにわ、大阪産、泉州さかい育ち（エコ） 

野菜 みずな 堺のめぐみ 大阪産、泉州さかい育ち（エコ） 

野菜 しゅんぎく しゅんぎく なにわ、大阪産、エコ 

野菜 しろな 堺のめぐみ なにわ、大阪産、泉州さかい育ち（エコ） 

野菜 水なす 泉州水なす 大阪産、エコ 

野菜 馬場なす ― なにわ、大阪産 

野菜 きゅうり 大阪きゅうり なにわ、大阪産、JGAP、エコ 

野菜 さといも 泉州さといも 大阪産、エコ、なにわ 

野菜 えびいも えびいも なにわ、大阪産、JGAP 

野菜 さつまいも ― 大阪産 

野菜 みつば 大阪みつば なにわ、大阪産、エコ 

野菜 ねぎ 大阪ねぎ なにわ、大阪産、エコ 

野菜 ねぎ 難波葱 なにわ、大阪産、La Matsubara 

野菜 ミニトマト ― 大阪産、エコ 

野菜 イタリアントマト ― 大阪産、エコ 

野菜 えごまの実 ― 大阪産 

野菜 ほうれん草 ― 大阪産、エコ 

野菜 スペアミント ― 大阪産 

野菜 まこも茸 ― 大阪産 

野菜 たまねぎ ― 大阪産 

野菜 泉州キャベツ 松波キャベツ なにわ、大阪産 

野菜 ブロッコリー ― 大阪産 

野菜 パプリカ ― 大阪産 

野菜 冬瓜 ― 大阪産、エコ 

野菜 スイスチャード ― 大阪産 

野菜 クリスピーレタス ― 大阪産 

野菜 レタスミックス ― 大阪産 

野菜 セルバチコ ― 大阪産 

野菜 豆苗 ― 大阪産 

野菜 スイートコーン ― 大阪産 

果物 シャインマスカット ― 大阪産 

果物 みかん 大阪みかん なにわ、大阪産、エコ 

果物 みかん 和泉みかん 大阪産 

果物 ブルーベリー 熊取産ブルーベリー 大阪産、くまとりやもん⤴ 

果物 ブルーベリー ブルーベリーファームみさきの冷凍ブルーベリー  大阪産 

果物 ブルーベリー ― 大阪産 

果物 くり 能勢ぐり なにわ、大阪産、エコ 

果物 いちご ― 大阪産 

畜産物 牛肉 大阪ウメビーフ 大阪産 

畜産物 牛肉 なにわ黒牛 大阪産 

畜産物 牛肉 能勢黒牛・能勢黒若牛 大阪産 

畜産物 豚肉 のうげいポーク 大阪産 
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分類 食品名 ブランド名 公的認証 

畜産物 豚肉 犬鳴豚 大阪産 

畜産物 犬鳴豚 川上さん家の犬鳴豚 大阪産 

畜産物 豚肉 なにわ星の豚 大阪産 

畜産物 豚肉 なにわポーク 大阪産 

畜産物 合鴨肉 河内鴨 大阪産、La Matsubara 

畜産物 兎肉 兎龍月夜 大阪産 

畜産物 たまご 匠の卵 大阪産 

畜産物 たまご さしみ卵 大阪産 

畜産物 たまご 美人たまご 大阪産、大阪府知事賞 

畜産物 たまご なにわワインたまご 大阪産 

畜産物 たまご 能勢おうはんのたまご 大阪産 

畜産物 たまご 能勢の味たまご 大阪産 

畜産物 たまご 清水養鶏場のたまご 大阪産 

畜産物 たまご 北摂地黄卵 大阪産 

畜産物 たまご 喜味の鶏子 大阪産 

畜産物 たまご 辰巳弘養鶏場のたまご 大阪産 

畜産物 たまご 夢想丸 大阪産 

畜産物 たまご とのたま 大阪産 

畜産物 はちみつ 泉州産生ハチミツ 大阪産、くまとりやもん⤴ 

畜産物 はちみつ 柴田養蜂場のはちみつ 大阪産 

畜産物 はちみつ 茨木養蜂園のはちみつ 大阪産 

畜産物 はちみつ アズマ養蜂場のはちみつ 大阪産 

畜産物 はちみつ 東みつばち農園のはちみつ 大阪産 

水産物 たこ（ゆでだこ） 泉だこ 大阪産 

水産物 マダコ ― 大阪産 

水産物 かき 波有手のかき 大阪産 

水産物 クロダイ ― 大阪産 

水産物 エビじゃこ ― 大阪産 

水産物 シャコ ― 大阪産 

水産物 ガザミ（ワタリガニ） ― 大阪産 

水産物 マダイ ― 大阪産 

水産物 ハモ ― 大阪産 

水産物 カレイ ― 大阪産 

水産物 サワラ ― 大阪産 

水産物 コウイカ ― 大阪産 

水産物 マナガツオ ― 大阪産 

水産物 タチウオ ― 大阪産 

水産物 冷凍生しらす 泉州生しらす 大阪産 

水産物 しらす（釜揚げ） ― 大阪産 

水産物 しらす ― 大阪産、MEL 

水産物 アカシタ（シタビラメ） ― 大阪産 

水産物 アコウ（キジハタ） ― 大阪産 

水産物 スズキ ― 大阪産 

水産物 カワハギ ― 大阪産 

水産物 アカガイ ― 大阪産 

水産物 トリガイ ― 大阪産 

水産物 ミヤコボラ ― 大阪産 

水産物 マルアジ ― 大阪産 

水産物 マアジ ― 大阪産 

水産物 とらふぐ ― 大阪産 

水産物 しじみ ― 大阪産 

水産物 フカ（サメ類） ― 大阪産 

水産物 アカエイ ― 大阪産 

林産物 生キクラゲ（白） ― 大阪産 

林産物 しいたけ ― 大阪産 
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17．地元産品推薦リスト 

※下表は「G7 大阪・堺貿易大臣会合」における地元産品推薦リスト（令和 5 年 8 月／当協議会作成）に掲載の事項（品名、ブランド名等）
を抜粋したもの 

※表記略 大阪産：大阪産（もん）、エコ：大阪エコ農産物 なにわ：なにわ特産物、 
La Matsubara：La Matsubara～ら・まつばら～（松原ブランド研究会認定） 

【食材】 103 品 

分類 食品名 ブランド名 公的認証 

米類 米 上神谷米ひのひかり 大阪産 

米類 米 水越米（かなんエコ米水越） 大阪産、エコ 

米類 米 ほんわか米ひのちゃん 大阪産、エコ 

米類 米 金賞健康米 大阪産、La Matsubara 

米類 米 WE 米Ⓡ 大阪産 

米類 米 ― 大阪産、エコ 

野菜 小松菜 堺のめぐみ なにわ、大阪産、泉州さかい育ち（エコ） 

野菜 みずな 堺のめぐみ 大阪産、泉州さかい育ち（エコ） 

野菜 しゅんぎく しゅんぎく なにわ、大阪産、エコ 

野菜 しろな 堺のめぐみ なにわ、大阪産、泉州さかい育ち（エコ） 

野菜 水なす 泉州水なす 大阪産、エコ 

野菜 馬場なす ― なにわ、大阪産 

野菜 きゅうり 大阪きゅうり なにわ、大阪産、JGAP、エコ 

野菜 さといも 泉州さといも 大阪産、エコ、なにわ 

野菜 えびいも えびいも なにわ、大阪産、JGAP 

野菜 さつまいも ― 大阪産 

野菜 みつば 大阪みつば なにわ、大阪産、エコ 

野菜 ねぎ 大阪ねぎ なにわ、大阪産、エコ 

野菜 ねぎ 難波葱 なにわ、大阪産、La Matsubara 

野菜 ミニトマト ― 大阪産、エコ 

野菜 イタリアントマト ― 大阪産、エコ 

野菜 えごまの実 ― 大阪産 

野菜 ほうれん草 ― 大阪産、エコ 

野菜 スペアミント ― 大阪産 

野菜 まこも茸 ― 大阪産 

野菜 たまねぎ ― 大阪産 

野菜 泉州キャベツ 松波キャベツ なにわ、大阪産 

野菜 ブロッコリー ― 大阪産 

野菜 パプリカ ― 大阪産 

野菜 冬瓜 ― 大阪産、エコ 

野菜 スイスチャード ― 大阪産 

野菜 クリスピーレタス ― 大阪産 

野菜 レタスミックス ― 大阪産 

野菜 セルバチコ ― 大阪産 

野菜 豆苗 ― 大阪産 

野菜 スイートコーン ― 大阪産 

果物 シャインマスカット ― 大阪産 

果物 みかん 大阪みかん なにわ、大阪産、エコ 

果物 みかん 和泉みかん 大阪産 

果物 ブルーベリー 熊取産ブルーベリー 大阪産、くまとりやもん⤴ 

果物 ブルーベリー ブルーベリーファームみさきの冷凍ブルーベリー  大阪産 

果物 ブルーベリー ― 大阪産 

果物 くり 能勢ぐり なにわ、大阪産、エコ 

果物 いちご ― 大阪産 

畜産物 牛肉 大阪ウメビーフ 大阪産 

畜産物 牛肉 なにわ黒牛 大阪産 

畜産物 牛肉 能勢黒牛・能勢黒若牛 大阪産 

畜産物 豚肉 のうげいポーク 大阪産 
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分類 食品名 ブランド名 公的認証 

畜産物 豚肉 犬鳴豚 大阪産 

畜産物 犬鳴豚 川上さん家の犬鳴豚 大阪産 

畜産物 豚肉 なにわ星の豚 大阪産 

畜産物 豚肉 なにわポーク 大阪産 

畜産物 合鴨肉 河内鴨 大阪産、La Matsubara 

畜産物 兎肉 兎龍月夜 大阪産 

畜産物 たまご 匠の卵 大阪産 

畜産物 たまご さしみ卵 大阪産 

畜産物 たまご 美人たまご 大阪産、大阪府知事賞 

畜産物 たまご なにわワインたまご 大阪産 

畜産物 たまご 能勢おうはんのたまご 大阪産 

畜産物 たまご 能勢の味たまご 大阪産 

畜産物 たまご 清水養鶏場のたまご 大阪産 

畜産物 たまご 北摂地黄卵 大阪産 

畜産物 たまご 喜味の鶏子 大阪産 

畜産物 たまご 辰巳弘養鶏場のたまご 大阪産 

畜産物 たまご 夢想丸 大阪産 

畜産物 たまご とのたま 大阪産 

畜産物 はちみつ 泉州産生ハチミツ 大阪産、くまとりやもん⤴ 

畜産物 はちみつ 柴田養蜂場のはちみつ 大阪産 

畜産物 はちみつ 茨木養蜂園のはちみつ 大阪産 

畜産物 はちみつ アズマ養蜂場のはちみつ 大阪産 

畜産物 はちみつ 東みつばち農園のはちみつ 大阪産 

水産物 たこ（ゆでだこ） 泉だこ 大阪産 

水産物 マダコ ― 大阪産 

水産物 かき 波有手のかき 大阪産 

水産物 クロダイ ― 大阪産 

水産物 エビじゃこ ― 大阪産 

水産物 シャコ ― 大阪産 

水産物 ガザミ（ワタリガニ） ― 大阪産 

水産物 マダイ ― 大阪産 

水産物 ハモ ― 大阪産 

水産物 カレイ ― 大阪産 

水産物 サワラ ― 大阪産 

水産物 コウイカ ― 大阪産 

水産物 マナガツオ ― 大阪産 

水産物 タチウオ ― 大阪産 

水産物 冷凍生しらす 泉州生しらす 大阪産 

水産物 しらす（釜揚げ） ― 大阪産 

水産物 しらす ― 大阪産、MEL 

水産物 アカシタ（シタビラメ） ― 大阪産 

水産物 アコウ（キジハタ） ― 大阪産 

水産物 スズキ ― 大阪産 

水産物 カワハギ ― 大阪産 

水産物 アカガイ ― 大阪産 

水産物 トリガイ ― 大阪産 

水産物 ミヤコボラ ― 大阪産 

水産物 マルアジ ― 大阪産 

水産物 マアジ ― 大阪産 

水産物 とらふぐ ― 大阪産 

水産物 しじみ ― 大阪産 

水産物 フカ（サメ類） ― 大阪産 

水産物 アカエイ ― 大阪産 

林産物 生キクラゲ（白） ― 大阪産 

林産物 しいたけ ― 大阪産 
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【加工食品】 207 品 

分類 食品名 ブランド名 製造元又は販売元 

加工食品 こんにゃく 菊松こんにゃく 中尾食品工業株式会社 

加工食品 豆腐、その他大豆製品 豆富工房 仁徳 株式会社髙丸食品 

加工食品 フランクフルトソーセージ ハーメイド 株式会社堺ファーム 

加工食品 レモンとバジルの白ソーセージ ハーメイド 株式会社堺ファーム 

加工食品 ハム 夢一喜 夢一喜フーズ株式会社 

加工食品 ウインナー 夢一喜 夢一喜フーズ株式会社 

加工食品 加工肉類 美味大阪 焼豚 タケダハム株式会社 

加工食品 加工肉類 金剛山麓ベーコン 株式会社ジェイフーズ 

加工食品 水産加工品 木曜日のサーモン 株式会社大市珍味 

加工食品 総菜 おぼろ昆布 株式会社郷田商店 

加工食品 塩昆布 Hana 塩昆布（バラ・カーネーション） 株式会社鳥居商店 

加工食品 佃煮 廣川昆布 株式会社廣川 

加工食品 塩わかめ 塩わかめ 株式会社和（なごみ） 

加工食品 茎わかめ佃煮 茎わかめ佃煮 株式会社和（なごみ） 

加工食品 塩ふき昆布 えびすめ 株式会社小倉屋山本 

加工食品 塩ふき昆布 えぞ冨貴 株式会社おきな昆布 

加工食品 塩ふき昆布 松ヶ枝 株式会社松前屋 

加工食品 塩昆布 塩昆布 株式会社神宗 

加工食品 塩昆布 山椒昆布 小倉屋株式会社 

加工食品 佃煮 有機しょうゆで炊いた金ごま昆布「恵幸」 株式会社鳥居商店 

加工食品 佃煮 浅利しぐれ煮 明治食品株式会社 

加工食品 佃煮 釜炊きしいたけ 能勢茸屋本舗 

加工食品 佃煮 磯じまん 磯じまん株式会社 

加工食品 佃煮 あさり大和煮 株式会社 JAPAN 大和グループ  

加工食品 海苔 竹内海苔 株式会社竹内海苔 

加工食品 海苔 極上海苔 岸本水産 

加工食品 海苔 名倉さんちの味付のり 名倉水産 

加工食品 練物 奴 別寅かまぼこ株式会社 

加工食品 練物 うめやき 別寅かまぼこ株式会社 

加工食品 乾物 清水寒天（かんてんやの糸寒天） 株式会社タニチ 

加工食品 乾物 直火焙煎いりごま白 カタギ食品株式会社 

調味料 和風香辛料 堺鷹の爪 株式会社やまつ辻田 

調味料 オリーブオイル YURINA OLIVE 北野緑生園株式会社 

調味料 調味料 堺生味噌 株式会社雨風 

調味料 調味料 王醤 大醤株式会社 

調味料 ソース パロマソース タカワソース 株式会社和泉食品 

調味料 ポン酢 かなんのみかんぽんず 農事組合法人 かなん（道の駅かなん） 

調味料 ぽん酢 名倉ポン酢 名倉商店 

調味料 みかんドレッシング ― 太子松株式会社 

調味料 味噌 特上白味噌・米糀赤味噌 南宗味噌株式会社 

調味料 ドレッシング 彩誉人参ドレッシング あぐり酵房 

調味料 柚子胡椒 ゆずからりん 極み 株式会社柚子辛凛 

調味料 柚子胡椒 ゆずからりん 株式会社柚子辛凛 

調味料 調味料 パセリ印綿実サラダ油 岡村製油株式会社 

調味料 調味料 上野焚黒糖 上野砂糖株式会社 

調味料 調味料 特製赤味噌 米忠味噌株式会社 

調味料 調味料 手づくり七味／素心技 株式会社向井珍味堂 

調味料 調味料 なにわ名物 串かつソース 株式会社大黒屋 

調味料 調味料 星トンボとんかつソース 星トンボ食産工業所 

調味料 調味料 むらた蔵 蔵の技 白味噌 村田味噌株式会社 

調味料 調味料 焼肉のたれ金龍（中辛） キンリューフーズ株式会社 

調味料 調味料 旭ポンズ 株式会社旭食品 

調味料 調味料 大阪特産白みそ 肥塚味噌株式会社 

調味料 調味料 三晃とんかつソース 三晃ソース株式会社 

総菜 うどん 大阪（きつね）うどん 有限会社太田製麺所 
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分類 食品名 ブランド名 製造元又は販売元 

総菜 コロッケ 富田林コロッケ 開屋本舗株式会社 

総菜 コロッケ イノちゃんコロッケ 特定非営利活動法人 就労継続支援 B 型事業所バンジー 

総菜 コロッケ 熊取コロッケ 熊取町商工会熊取町 

総菜 総菜 小鯛雀すし 株式会社小鯛雀鮨鮨萬 

総菜 総菜 しゅうまい（15 ヶ入） 株式会社一芳亭本店 

総菜 総菜 豚まん 株式会社蓬莱 

総菜 総菜 梅焼 大寅蒲鉾株式会社 

総菜 総菜 ふる里の味 とん蝶 株式会社御菓子司絹笠 

総菜 総菜 玉子入りいかやき 有限会社和顔 

総菜 総菜 しょうが天 有限会社藤熊食品 

総菜 総菜 桜橋しゅうまい 株式会社 GCC 

総菜 総菜 丸萬の鯛めし 株式会社丸萬本家 

総菜 総菜 自家特製 はもの皮 有限会社魚竹蒲鉾店 

総菜 総菜 いか焼き 株式会社栄食品 

総菜 総菜 なにわら納豆 小金屋食品株式会社 

総菜 総菜 元祖たこ焼き 株式会社会津屋 

総菜 総菜 ひとくち餃子 株式会社点天 

総菜 総菜 焼あなご 株式会社縄幸 

総菜 総菜 きつねうどん 株式会社今井（道頓堀今井） 

総菜 総菜 雁飯店の餃子 雁飯店 

総菜 総菜 たこ焼 白ハト食品工業株式会社 

総菜 総菜 元祖 とん玉 株式会社大阪フード 

総菜 総菜 横田水産の釜揚げしらす 横田水産 

漬物 漬物 みずなす漬（調味液漬） 堺共同漬物株式会社 

漬物 漬物 ダイワフード 水なすぬか漬 ダイワフード株式会社 

漬物 漬物 水なす塩漬 水なす工房やくし 

漬物 漬物 水なす浅漬（ぬか漬） 南漬物株式会社 

漬物 漬物 水なすの郷 まるも 

漬物 漬物 毛馬胡瓜粕漬 株式会社飛鳥 

漬物 漬物 水なす漬 株式会社天政松下 

漬物 漬物 水なすぬか漬 株式会社伊勢屋商店 

漬物 漬物 水なす漬（ぬか漬）A 級品 株式会社きしかん 

漬物 漬物 水なすぬか漬け「泉州久米田漬®」 内山商店 

漬物 漬物 水茄子（ぬか漬） 株式会社味彩 

漬物 漬物 水茄子（液漬） 株式会社藤原商店 

漬物 漬物 水なすぬか漬 株式会社谷野 

漬物 簡単ぬか漬けキット NUKA MARCHE 草竹農園 

漬物 漬物 泉州水なす漬（ぬか漬） 株式会社マツモト 

漬物 漬物 水なす浅漬（液漬タイプ） 水なす工房よさこい 

漬物 漬物 水なす浅漬け 大阪泉州農業協同組合 

漬物 梅干し 金熊寺梅 金熊寺梅林組合 

漬物 漬物 泉州水茄子ぬか漬 髙野食品株式会社 

漬物 漬物 泉州水なす漬（塩漬） 旭漬物味噌株式会社 

漬物 漬物 水なす漬（ぬか漬） 株式会社久吾商店 

漬物 漬物 大阪鶴橋黄さんの手造りキムチ通の味 有限会社高麗食品 

その他 粉末スープ 堺の玉葱すーぷ 堺 4H クラブ 

その他 たこ飯の素 たこも 株式会社和（なごみ） 

その他 パスタソース トマト農家のポモドーロ 株式会社キャニオンスパイス 

その他 カレー トマト農家のカレー 株式会社キャニオンスパイス 

その他 カレー kumatori original curry 株式会社アライブ 

その他 レトルトシチュー 美咲サーモンレトルトシチュー 株式会社陸水 

その他 レトルトカレー 日本遺産×楠公めし 歴史と生姜が香る薬膳精進カレー 河内長野市商店連合会 

その他 果実加工品 大阪の河内いちじく 有限会社千総 

菓子類 ヨーグルト（加糖） ハーメイド 株式会社堺ファーム 

菓子類 ジェラート 和田山ブルーベリージェラート Humming Fields（ニド・ジェラート） 

菓子類 ― TAISHI Rich gelato PICCORESTA GELATO 

菓子類 洋菓子 ハーメイド ソフトバウム 株式会社堺ファーム 
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【加工食品】 207 品 

分類 食品名 ブランド名 製造元又は販売元 

加工食品 こんにゃく 菊松こんにゃく 中尾食品工業株式会社 

加工食品 豆腐、その他大豆製品 豆富工房 仁徳 株式会社髙丸食品 

加工食品 フランクフルトソーセージ ハーメイド 株式会社堺ファーム 

加工食品 レモンとバジルの白ソーセージ ハーメイド 株式会社堺ファーム 

加工食品 ハム 夢一喜 夢一喜フーズ株式会社 

加工食品 ウインナー 夢一喜 夢一喜フーズ株式会社 

加工食品 加工肉類 美味大阪 焼豚 タケダハム株式会社 

加工食品 加工肉類 金剛山麓ベーコン 株式会社ジェイフーズ 

加工食品 水産加工品 木曜日のサーモン 株式会社大市珍味 

加工食品 総菜 おぼろ昆布 株式会社郷田商店 

加工食品 塩昆布 Hana 塩昆布（バラ・カーネーション） 株式会社鳥居商店 

加工食品 佃煮 廣川昆布 株式会社廣川 

加工食品 塩わかめ 塩わかめ 株式会社和（なごみ） 

加工食品 茎わかめ佃煮 茎わかめ佃煮 株式会社和（なごみ） 

加工食品 塩ふき昆布 えびすめ 株式会社小倉屋山本 

加工食品 塩ふき昆布 えぞ冨貴 株式会社おきな昆布 

加工食品 塩ふき昆布 松ヶ枝 株式会社松前屋 

加工食品 塩昆布 塩昆布 株式会社神宗 

加工食品 塩昆布 山椒昆布 小倉屋株式会社 

加工食品 佃煮 有機しょうゆで炊いた金ごま昆布「恵幸」 株式会社鳥居商店 

加工食品 佃煮 浅利しぐれ煮 明治食品株式会社 

加工食品 佃煮 釜炊きしいたけ 能勢茸屋本舗 

加工食品 佃煮 磯じまん 磯じまん株式会社 

加工食品 佃煮 あさり大和煮 株式会社 JAPAN 大和グループ  

加工食品 海苔 竹内海苔 株式会社竹内海苔 

加工食品 海苔 極上海苔 岸本水産 

加工食品 海苔 名倉さんちの味付のり 名倉水産 

加工食品 練物 奴 別寅かまぼこ株式会社 

加工食品 練物 うめやき 別寅かまぼこ株式会社 

加工食品 乾物 清水寒天（かんてんやの糸寒天） 株式会社タニチ 

加工食品 乾物 直火焙煎いりごま白 カタギ食品株式会社 

調味料 和風香辛料 堺鷹の爪 株式会社やまつ辻田 

調味料 オリーブオイル YURINA OLIVE 北野緑生園株式会社 

調味料 調味料 堺生味噌 株式会社雨風 

調味料 調味料 王醤 大醤株式会社 

調味料 ソース パロマソース タカワソース 株式会社和泉食品 

調味料 ポン酢 かなんのみかんぽんず 農事組合法人 かなん（道の駅かなん） 

調味料 ぽん酢 名倉ポン酢 名倉商店 

調味料 みかんドレッシング ― 太子松株式会社 

調味料 味噌 特上白味噌・米糀赤味噌 南宗味噌株式会社 

調味料 ドレッシング 彩誉人参ドレッシング あぐり酵房 

調味料 柚子胡椒 ゆずからりん 極み 株式会社柚子辛凛 

調味料 柚子胡椒 ゆずからりん 株式会社柚子辛凛 

調味料 調味料 パセリ印綿実サラダ油 岡村製油株式会社 

調味料 調味料 上野焚黒糖 上野砂糖株式会社 

調味料 調味料 特製赤味噌 米忠味噌株式会社 

調味料 調味料 手づくり七味／素心技 株式会社向井珍味堂 

調味料 調味料 なにわ名物 串かつソース 株式会社大黒屋 

調味料 調味料 星トンボとんかつソース 星トンボ食産工業所 

調味料 調味料 むらた蔵 蔵の技 白味噌 村田味噌株式会社 

調味料 調味料 焼肉のたれ金龍（中辛） キンリューフーズ株式会社 

調味料 調味料 旭ポンズ 株式会社旭食品 

調味料 調味料 大阪特産白みそ 肥塚味噌株式会社 

調味料 調味料 三晃とんかつソース 三晃ソース株式会社 

総菜 うどん 大阪（きつね）うどん 有限会社太田製麺所 
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分類 食品名 ブランド名 製造元又は販売元 

総菜 コロッケ 富田林コロッケ 開屋本舗株式会社 

総菜 コロッケ イノちゃんコロッケ 特定非営利活動法人 就労継続支援 B 型事業所バンジー 

総菜 コロッケ 熊取コロッケ 熊取町商工会熊取町 

総菜 総菜 小鯛雀すし 株式会社小鯛雀鮨鮨萬 

総菜 総菜 しゅうまい（15 ヶ入） 株式会社一芳亭本店 

総菜 総菜 豚まん 株式会社蓬莱 

総菜 総菜 梅焼 大寅蒲鉾株式会社 

総菜 総菜 ふる里の味 とん蝶 株式会社御菓子司絹笠 

総菜 総菜 玉子入りいかやき 有限会社和顔 

総菜 総菜 しょうが天 有限会社藤熊食品 

総菜 総菜 桜橋しゅうまい 株式会社 GCC 

総菜 総菜 丸萬の鯛めし 株式会社丸萬本家 

総菜 総菜 自家特製 はもの皮 有限会社魚竹蒲鉾店 

総菜 総菜 いか焼き 株式会社栄食品 

総菜 総菜 なにわら納豆 小金屋食品株式会社 

総菜 総菜 元祖たこ焼き 株式会社会津屋 

総菜 総菜 ひとくち餃子 株式会社点天 

総菜 総菜 焼あなご 株式会社縄幸 

総菜 総菜 きつねうどん 株式会社今井（道頓堀今井） 

総菜 総菜 雁飯店の餃子 雁飯店 

総菜 総菜 たこ焼 白ハト食品工業株式会社 

総菜 総菜 元祖 とん玉 株式会社大阪フード 

総菜 総菜 横田水産の釜揚げしらす 横田水産 

漬物 漬物 みずなす漬（調味液漬） 堺共同漬物株式会社 

漬物 漬物 ダイワフード 水なすぬか漬 ダイワフード株式会社 

漬物 漬物 水なす塩漬 水なす工房やくし 

漬物 漬物 水なす浅漬（ぬか漬） 南漬物株式会社 

漬物 漬物 水なすの郷 まるも 

漬物 漬物 毛馬胡瓜粕漬 株式会社飛鳥 

漬物 漬物 水なす漬 株式会社天政松下 

漬物 漬物 水なすぬか漬 株式会社伊勢屋商店 

漬物 漬物 水なす漬（ぬか漬）A 級品 株式会社きしかん 

漬物 漬物 水なすぬか漬け「泉州久米田漬®」 内山商店 

漬物 漬物 水茄子（ぬか漬） 株式会社味彩 

漬物 漬物 水茄子（液漬） 株式会社藤原商店 

漬物 漬物 水なすぬか漬 株式会社谷野 

漬物 簡単ぬか漬けキット NUKA MARCHE 草竹農園 

漬物 漬物 泉州水なす漬（ぬか漬） 株式会社マツモト 

漬物 漬物 水なす浅漬（液漬タイプ） 水なす工房よさこい 

漬物 漬物 水なす浅漬け 大阪泉州農業協同組合 

漬物 梅干し 金熊寺梅 金熊寺梅林組合 

漬物 漬物 泉州水茄子ぬか漬 髙野食品株式会社 

漬物 漬物 泉州水なす漬（塩漬） 旭漬物味噌株式会社 

漬物 漬物 水なす漬（ぬか漬） 株式会社久吾商店 

漬物 漬物 大阪鶴橋黄さんの手造りキムチ通の味 有限会社高麗食品 

その他 粉末スープ 堺の玉葱すーぷ 堺 4H クラブ 

その他 たこ飯の素 たこも 株式会社和（なごみ） 

その他 パスタソース トマト農家のポモドーロ 株式会社キャニオンスパイス 

その他 カレー トマト農家のカレー 株式会社キャニオンスパイス 

その他 カレー kumatori original curry 株式会社アライブ 

その他 レトルトシチュー 美咲サーモンレトルトシチュー 株式会社陸水 

その他 レトルトカレー 日本遺産×楠公めし 歴史と生姜が香る薬膳精進カレー 河内長野市商店連合会 

その他 果実加工品 大阪の河内いちじく 有限会社千総 

菓子類 ヨーグルト（加糖） ハーメイド 株式会社堺ファーム 

菓子類 ジェラート 和田山ブルーベリージェラート Humming Fields（ニド・ジェラート） 

菓子類 ― TAISHI Rich gelato PICCORESTA GELATO 

菓子類 洋菓子 ハーメイド ソフトバウム 株式会社堺ファーム 
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分類 食品名 ブランド名 製造元又は販売元 

菓子類 洋菓子 ハーメイド ハードバウム 株式会社堺ファーム 

菓子類 焼きプリン ハーメイド 株式会社堺ファーム 

菓子類 菓子 都こんぶ 中野物産株式会社 

菓子類 菓子 くるみ餅 株式会社かん袋 

菓子類 菓子 大寺餅 大寺餅河合堂株式会社 

菓子類 菓子 斗々屋茶碗 株式会社丸市菓子舗 

菓子類 菓子 芥子餅 本家小嶋 

菓子類 菓子 けし餅 株式会社小島屋 

菓子類 菓子 松露だんご 福栄堂 

菓子類 菓子 天領もなか 南曜堂 

菓子類 菓子 磯時雨（栗入） 朝日堂菓子舗 

菓子類 菓子 スイートポテト 株式会社美乃や 

菓子類 菓子 まったら最中 御菓子司 吉乃屋 

菓子類 豆菓子 雀の玉子 株式会社冨士屋製菓本舗 

菓子類 豆菓子 楽豆屋すえひろやっつまめ 株式会社冨士屋製菓本舗 

菓子類 焼き菓子 寺内町せんべい 柏屋葛城堂 

菓子類 ゼリー菓子 いちじくゼリー 株式会社かつら屋 

菓子類 和菓子 あてまげの辻 和菓子工房あん庵 

菓子類 洋菓子 とんだばやしなすケーキ 社会福祉法人 こごせ福祉会 拓共同作業所 

菓子類 洋菓子 いっちゃんバーム 御菓子の夢工房 樹 

菓子類 菓子 えび芋チップス 開屋本舗株式会社 

菓子類 菓子 ほんまもんのたこ焼きせんべい 開屋本舗株式会社 

菓子類 菓子 風土銘菓 河内もなか 株式会社かつら屋 

菓子類 カステラ 青箱 株式会社銀装 

菓子類 カステラ あすか 株式会社銀装 

菓子類 饅頭 かりんとう饅頭 御和菓子司壽屋 

菓子類 あんみつ 利休抹茶あんみつ 株式会社つぼ市製茶本舗 

菓子類 菓子 玉時雨 岸和田風月堂 

菓子類 菓子 登録銘菓 八陣の庭 銘菓本陣 朝日堂 

菓子類 菓子 時雨餅 竹利商店 

菓子類 菓子 だんぢり だんぢり屋製菓株式会社 

菓子類 菓子 梅花むらさめ 御菓子司小山梅花堂 

菓子類 菓子 村雨 株式会社塩五 

菓子類 菓子 たこぼうずもなか 有限会社林宝泉堂 

菓子類 クッキー バケツ缶クッキー ナカイ製菓株式会社 

菓子類 おかき こだわりのおかき 辻茂製菓有限会社 

菓子類 和洋菓子 みるく饅頭「月化粧」 株式会社青木松風庵 

菓子類 菓子 和泉村雨（あずき） 本舗辻八 

菓子類 焼き菓子 くまとりハチミツカステラ 銘菓創園北泉 

菓子類 生菓子、焼き菓子 里芋薯蕷 里の菓 銘菓創庵むか新 熊取店 

菓子類 菓子 大阪みたらしだんご 株式会社向新 

菓子類 菓子 満月ポン 株式会社松岡製菓 

菓子類 菓子 有平糖 菊の露 株式会社喜多林堂 

菓子類 菓子 粟おこし 株式会社あみだ池大黒 

菓子類 菓子 天狗おこし 岩束おこし 株式会社梅仙堂 

菓子類 菓子 宗右衛門 株式会社福壽堂秀信 

菓子類 菓子 懐中志る古 御菓子司亀屋茂廣 

菓子類 菓子 お好みかりんとう（お好みカリント） 岡部製菓株式会社 

菓子類 菓子 梅干し 有限会社菊壽堂 

菓子類 菓子 錦マヨネーズ 株式会社珍々堂 

菓子類 菓子 栗むし羊羹 御菓子司 廣井堂 

菓子類 菓子 さつま焼 株式会社末廣堂 

菓子類 菓子 釣鐘まんじゅう 株式会社釣鐘屋 

菓子類 菓子 カステーラ 株式会社長﨑堂 

菓子類 菓子 浪花津 株式会社薫々堂 

菓子類 菓子 本わらび餅 御菓子司髙岡福信 

菓子類 菓子 モロッコフルーツヨーグル サンヨー製菓株式会社 
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分類 食品名 ブランド名 製造元又は販売元 

菓子類 菓子 鶏卵素麺 株式会社鶴屋八幡 

菓子類 菓子 みたらし団子 株式会社喜八洲総本舗 

菓子類 菓子 名物あべのポテト 株式会社嶋屋 

菓子類 菓子 ウィスキーボンボン 株式会社丸赤製菓糸田川商店 

菓子類 菓子 文楽せんべい 有限会社文楽せんべい本舗 

菓子類 菓子 庵月最中 有限会社庵月堂 

菓子類 菓子 富士鶴（煉羊羹） 株式会社大阪の駿河屋 

菓子類 菓子 釣鐘まんじゅう 株式会社釣鐘屋本舗 

菓子類 菓子 夫婦善哉 サトフードサービス株式会社 

菓子類 菓子 駿河屋の夜の梅 株式会社駿河屋岡本 

菓子類 菓子 こんぺいとう 株式会社佐々木製菓 

菓子類 菓子 手焼の香 株式会社井の一 

菓子類 菓子 とら吉のトラ焼 株式会社浪速育松月 

菓子類 菓子 いちご大福 有限会社松福堂正一 

菓子類 菓子 和洋 株式会社粟玄 

菓子類 菓子 ええもんちぃ 有限会社五感 

菓子類 菓子 お好み甘納豆 旭屋製菓株式会社 

菓子類 菓子 黄金糖 株式会社黄金糖 

菓子類 菓子 みたらし小餅 株式会社千鳥屋宗家 

菓子類 菓子 こいさん 富屋製菓有限会社 

菓子類 菓子 粟新の粟おこし 株式会社あわしん 

菓子類 菓子 鬼サラダ 株式会社ふじや 

菓子類 菓子 観音ゴマさぶれ 株式会社フローレンス 

菓子類 菓子 焼きたてチーズケーキ リクロー株式会社 

菓子類 菓子 ジャンボ饅頭 有限会社モモヤ 

菓子類 菓子 かた焼せんべい 布一屋 

菓子類 菓子 すはま団子 株式会社五色堂 

菓子類 菓子 野菜せんべい「里の香」 株式会社播彦 

菓子類 菓子 はすね最中 マツヤ製菓株式会社 

菓子類 菓子 バナナカステラ 株式会社リマ 

菓子類 菓子 あかつき 株式会社呼人堂 

菓子類 菓子 郷土銘菓寝屋川 有限会社一力総本店 

菓子類 菓子 河内音頭たいこ 株式会社アーバンティフティ（栄久堂吉宗） 

菓子類 菓子 ハイサラダ とよす株式会社 

菓子類 菓子 能勢の栗きんとん 御菓子司津村屋 

菓子類 菓子 もみじの天ぷら 有限会社久國 

菓子類 菓子 たこパティエ 株式会社瓢月堂 

菓子類 菓子 ティラプリ 有限会社上竜 
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分類 食品名 ブランド名 製造元又は販売元 

菓子類 洋菓子 ハーメイド ハードバウム 株式会社堺ファーム 

菓子類 焼きプリン ハーメイド 株式会社堺ファーム 

菓子類 菓子 都こんぶ 中野物産株式会社 

菓子類 菓子 くるみ餅 株式会社かん袋 

菓子類 菓子 大寺餅 大寺餅河合堂株式会社 

菓子類 菓子 斗々屋茶碗 株式会社丸市菓子舗 

菓子類 菓子 芥子餅 本家小嶋 

菓子類 菓子 けし餅 株式会社小島屋 

菓子類 菓子 松露だんご 福栄堂 

菓子類 菓子 天領もなか 南曜堂 

菓子類 菓子 磯時雨（栗入） 朝日堂菓子舗 

菓子類 菓子 スイートポテト 株式会社美乃や 

菓子類 菓子 まったら最中 御菓子司 吉乃屋 

菓子類 豆菓子 雀の玉子 株式会社冨士屋製菓本舗 

菓子類 豆菓子 楽豆屋すえひろやっつまめ 株式会社冨士屋製菓本舗 

菓子類 焼き菓子 寺内町せんべい 柏屋葛城堂 

菓子類 ゼリー菓子 いちじくゼリー 株式会社かつら屋 

菓子類 和菓子 あてまげの辻 和菓子工房あん庵 

菓子類 洋菓子 とんだばやしなすケーキ 社会福祉法人 こごせ福祉会 拓共同作業所 

菓子類 洋菓子 いっちゃんバーム 御菓子の夢工房 樹 

菓子類 菓子 えび芋チップス 開屋本舗株式会社 

菓子類 菓子 ほんまもんのたこ焼きせんべい 開屋本舗株式会社 

菓子類 菓子 風土銘菓 河内もなか 株式会社かつら屋 

菓子類 カステラ 青箱 株式会社銀装 

菓子類 カステラ あすか 株式会社銀装 

菓子類 饅頭 かりんとう饅頭 御和菓子司壽屋 

菓子類 あんみつ 利休抹茶あんみつ 株式会社つぼ市製茶本舗 

菓子類 菓子 玉時雨 岸和田風月堂 

菓子類 菓子 登録銘菓 八陣の庭 銘菓本陣 朝日堂 

菓子類 菓子 時雨餅 竹利商店 

菓子類 菓子 だんぢり だんぢり屋製菓株式会社 

菓子類 菓子 梅花むらさめ 御菓子司小山梅花堂 

菓子類 菓子 村雨 株式会社塩五 

菓子類 菓子 たこぼうずもなか 有限会社林宝泉堂 

菓子類 クッキー バケツ缶クッキー ナカイ製菓株式会社 

菓子類 おかき こだわりのおかき 辻茂製菓有限会社 

菓子類 和洋菓子 みるく饅頭「月化粧」 株式会社青木松風庵 

菓子類 菓子 和泉村雨（あずき） 本舗辻八 

菓子類 焼き菓子 くまとりハチミツカステラ 銘菓創園北泉 

菓子類 生菓子、焼き菓子 里芋薯蕷 里の菓 銘菓創庵むか新 熊取店 

菓子類 菓子 大阪みたらしだんご 株式会社向新 

菓子類 菓子 満月ポン 株式会社松岡製菓 

菓子類 菓子 有平糖 菊の露 株式会社喜多林堂 

菓子類 菓子 粟おこし 株式会社あみだ池大黒 

菓子類 菓子 天狗おこし 岩束おこし 株式会社梅仙堂 

菓子類 菓子 宗右衛門 株式会社福壽堂秀信 

菓子類 菓子 懐中志る古 御菓子司亀屋茂廣 

菓子類 菓子 お好みかりんとう（お好みカリント） 岡部製菓株式会社 

菓子類 菓子 梅干し 有限会社菊壽堂 

菓子類 菓子 錦マヨネーズ 株式会社珍々堂 

菓子類 菓子 栗むし羊羹 御菓子司 廣井堂 

菓子類 菓子 さつま焼 株式会社末廣堂 

菓子類 菓子 釣鐘まんじゅう 株式会社釣鐘屋 

菓子類 菓子 カステーラ 株式会社長﨑堂 

菓子類 菓子 浪花津 株式会社薫々堂 

菓子類 菓子 本わらび餅 御菓子司髙岡福信 

菓子類 菓子 モロッコフルーツヨーグル サンヨー製菓株式会社 
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分類 食品名 ブランド名 製造元又は販売元 

菓子類 菓子 鶏卵素麺 株式会社鶴屋八幡 

菓子類 菓子 みたらし団子 株式会社喜八洲総本舗 

菓子類 菓子 名物あべのポテト 株式会社嶋屋 

菓子類 菓子 ウィスキーボンボン 株式会社丸赤製菓糸田川商店 

菓子類 菓子 文楽せんべい 有限会社文楽せんべい本舗 

菓子類 菓子 庵月最中 有限会社庵月堂 

菓子類 菓子 富士鶴（煉羊羹） 株式会社大阪の駿河屋 

菓子類 菓子 釣鐘まんじゅう 株式会社釣鐘屋本舗 

菓子類 菓子 夫婦善哉 サトフードサービス株式会社 

菓子類 菓子 駿河屋の夜の梅 株式会社駿河屋岡本 

菓子類 菓子 こんぺいとう 株式会社佐々木製菓 

菓子類 菓子 手焼の香 株式会社井の一 

菓子類 菓子 とら吉のトラ焼 株式会社浪速育松月 

菓子類 菓子 いちご大福 有限会社松福堂正一 

菓子類 菓子 和洋 株式会社粟玄 

菓子類 菓子 ええもんちぃ 有限会社五感 

菓子類 菓子 お好み甘納豆 旭屋製菓株式会社 

菓子類 菓子 黄金糖 株式会社黄金糖 

菓子類 菓子 みたらし小餅 株式会社千鳥屋宗家 

菓子類 菓子 こいさん 富屋製菓有限会社 

菓子類 菓子 粟新の粟おこし 株式会社あわしん 

菓子類 菓子 鬼サラダ 株式会社ふじや 

菓子類 菓子 観音ゴマさぶれ 株式会社フローレンス 

菓子類 菓子 焼きたてチーズケーキ リクロー株式会社 

菓子類 菓子 ジャンボ饅頭 有限会社モモヤ 

菓子類 菓子 かた焼せんべい 布一屋 

菓子類 菓子 すはま団子 株式会社五色堂 

菓子類 菓子 野菜せんべい「里の香」 株式会社播彦 

菓子類 菓子 はすね最中 マツヤ製菓株式会社 

菓子類 菓子 バナナカステラ 株式会社リマ 

菓子類 菓子 あかつき 株式会社呼人堂 

菓子類 菓子 郷土銘菓寝屋川 有限会社一力総本店 

菓子類 菓子 河内音頭たいこ 株式会社アーバンティフティ（栄久堂吉宗） 

菓子類 菓子 ハイサラダ とよす株式会社 

菓子類 菓子 能勢の栗きんとん 御菓子司津村屋 

菓子類 菓子 もみじの天ぷら 有限会社久國 

菓子類 菓子 たこパティエ 株式会社瓢月堂 

菓子類 菓子 ティラプリ 有限会社上竜 
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【酒類等飲料】 59 品 

分類 食品名 ブランド名 製造元又は販売元 

日本酒 日本酒 純米大吟醸 八段仕込 酣楽酒 株式会社利休蔵 

日本酒 日本酒 天野酒（あまのさけ） 西條合資会社 

日本酒 日本酒 純米大吟醸三輪福 米の華 井坂酒造場 

日本酒 日本酒 吟醸生酒 篁（たかむら） 寺田酒造有限会社 

日本酒 日本酒 清酒 三輪福 井坂酒造場 

日本酒 日本酒 浪花正宗 浪花酒造有限会社 

日本酒 日本酒 荘の郷 有限会社北庄司酒造店 

日本酒 日本酒 上神谷 純米大吟醸 有限会社北庄司酒造店 

日本酒 日本酒 國乃長 大吟醸 壽酒造株式会社 

日本酒 日本酒 清鶴 本醸造 上撰 清鶴酒造株式会社 

日本酒 日本酒 国乃長本醸造酒 上撰 壽酒造株式会社 

日本酒 日本酒 清酒 清鶴 本醸造上撰 清鶴酒造株式会社 

日本酒 日本酒 特別本醸造 原酒緑一 吉田酒造株式会社 

日本酒 日本酒 純米大吟醸 秋鹿 一貫造り 秋鹿酒造有限会社 

日本酒 日本酒 吉野杉の樽酒 長龍酒造株式会社 

日本酒 日本酒 DAIMON35 大門酒造株式会社 

日本酒 日本酒 純米吟醸 かたの桜 山野酒造株式会社 

日本酒 日本酒 清酒 上撰片野桜 山野酒造株式会社 

ビール 泉北レモンビール Harvest Hill 株式会社ワールドインテック 

ビール すきやさかい Pilsner 堺収穫麦酒 株式会社ワールドインテック 

ビール ビール 熊紡ブルーベリークラフト（ビール） Grin Associates 

ビール クラフトビール ― 泉佐野ブルーイング 

ビール ビール KIX ビール 泉佐野ブルーイング 

ビール ビール BAK 株式会社 JCTN 

ビール ビール 上方ビール 株式会社上方ビール 

ビール ビール 船場ビール 有限会社中井レストラン企画 

ビール ビール 3TREE BREWERY 3TREE BREWERY 

ビール ビール MARCA BREWING 合同会社 Marca 

ビール ビール CRAFT BEER BASE 株式会社 CRAFT BEER BASE 

ビール ビール Derailleur Brew Works 株式会社シクロ 

ビール ビール Nakatsu brewery 株式会社 NI‒WA 

ビール ビール ONE's BREWERY 株式会社 ONE's 

ビール ビール 箕面ビール エイ.ジェイ.アイ.ビア株式会社 

ビール ビール 河内乃えーる 大阪渋谷麦酒 

ビール ビール 美陵ビール 株式会社道明寺麦酒 

ビール ビール 道頓堀麦酒 道頓堀麦酒醸造株式会社 

ビール ビール ブリューパブテタールヴァレ/ブリューパブセンターポイント ブリューパブスタンダード株式会社 

ビール ビール 有本麦酒株式会社 有本麦酒株式会社 

ビール ビール 國乃長ビール 壽酒造株式会社 

ビール ビール 瓢箪山ビール 瓢箪山ビール 

ワイン ワイン 飛鳥 デラウェア 2021 白 飛鳥ワイン株式会社 

ワイン 白ワイン 金徳葡萄酒 デラウエア 株式会社河内ワイン 

ワイン 白ワイン キュベパピーユ Dela‒Light2022 年 株式会社パピーユ 

ワイン スパークリングワイン 自社畑 宮ノ下 スパークリング デラウェア（キングセルビー） カタシモワインフード株式会社 

ワイン 白ワイン 堅下本葡萄合名山南西畑（キングセルビー） カタシモワインフード株式会社 

その他 ブランデー ジャパニーズブランデー葡萄華 35 度（キングセルビー） カタシモワインフード株式会社 

その他 梅酒 Golden Party 株式会社河内ワイン 

その他 梅酒 The CHOYA FROM THE BARREL 2014 チョーヤ梅酒株式会社 

ノンアルコール コーヒー KUMATORI BLEND BEARCOFFEE 

ノンアルコール コーヒー 真ごころブレンド 他 吉田珈琲本舗 

ノンアルコール コーヒー ホリデーブレンドコーヒー 田代珈琲株式会社 

ノンアルコール 飲料 彩誉人参飲料（彩誉人参ジュース） 株式会社岸和田南宗 

ノンアルコール 飲料 カタシモのひやしあめ カタシモワインフード株式会社 

ノンアルコール 飲料 瓶ラムネ ハタ鉱泉株式会社 

ノンアルコール 茶 特選 利休の詩（煎茶） 株式会社つぼ市製茶本舗 

ノンアルコール 茶 深蒸し藪北茶 小佳女（おかめ） 株式会社宇治園 

ノンアルコール 茶 森半 グリーンティー 共栄製茶株式会社 

ノンアルコール 茶 不二の昆布茶 不二食品株式会社 

ノンアルコール 茶 帰去来 株式会社先春園本店 
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【花き類】 11 品 

分類 品名 

花き類 パンジー 

花き類 ビオラ 

花き類 コスモス 

花き類 グラジオラス 

花き類 ストレリチア（極楽鳥花） 

花き類 フウセントウワタ（風船唐綿） 

花き類 小菊 

花き類 プリムラマラコイデス 

花き類 ノースポール 

花き類 胡蝶蘭 

花き類 観葉植物 
 

【伝統工芸品・工業製品】 86 品 

品名 ブランド名 製造元又は販売元 

生分解性プラスチック製品 地球に還る SDGs バッジ 株式会社サンエイプラテック 

生分解性プラスチック製品 PLA 製カトラリ（耐熱仕様） 株式会社サンエイプラテック 

刃物 「煤黒」和三徳包丁（堺キッチンオリジナル） 株式会社青木刃物製作所 

刃物 「煤黒」和ペテ包丁（堺キッチンオリジナル） 株式会社青木刃物製作所 

刃物 INOX 和三徳 間伐材八角柄 株式会社高橋楠 

刃物 iDChoki アルスコーポレーション株式会社 

刃物 漆 景清 SANMA KNIFE 株式会社馬場刃物製作所 

刃物 漆 景清 切付型 和三徳包丁 株式会社馬場刃物製作所 

刃物 一刀斎虎徹 INOX 和三徳 青森ヒバ八角人工大理石口輪柄 株式会社高橋楠 

刃物 一刀斎虎徹 INOX 和ペティ 青森ヒバ八角人工大理石口輪柄 株式会社高橋楠 

刃物 堺打刃物 牛刀 青 2 墨流し 堺打刃物伝統工芸士会 

刃物 堺打刃物 ペティ 本焼き 堺打刃物伝統工芸士会 

刃物 堺打刃物 牛刀 黒打ち 堺打刃物伝統工芸士会 

和晒 さささ 〈和晒ロール Stand〉 株式会社武田晒工場 

和晒 さささ 〈和晒ロール Cut〉（ミシン目あり） 株式会社武田晒工場 

染物 注染ダブルガーゼハンカチ  株式会社協和染晒工場 

染物 にじゆら手ぬぐい boulangerie Esquisse‒France‒ 株式会社ナカニ 

染物 チェアクッションカバー  株式会社ナカニ 

染物 WASIL 〈佐山愛〉夜の森 S 株式会社三共晒 

染物 浪華本染め日傘 協同組合オリセン 

染物 浪華本染め手拭い 協同組合オリセン 

染物 減災手ぬぐい 協同組合オリセン 

染物 にじゆら・堺刀司コラボ手拭い 株式会社和泉利器製作所 

染物 和泉木綿 平山繊維株式会社 

線香 堺線香 堺線香工業協同組合 

お香立て プレミアムインセンスホルダー Fio 株式会社梅栄堂 

食器 CHOPLATE（チョップレート） 株式会社河辺商会 

食器 PANDAYS 株式会社アワーズ 

食器（酒器） shitatari：PRODUCED BY HAREBI 中川鉄工株式会社 

食器（錫製） 大阪浪華錫器 タンブラー 大阪錫器株式会社 

食器（錫製） 大阪浪華錫器「錫製タンブラー 冷香‒reico‒」 大阪錫器株式会社 

食器（コースター） すだれ印のこぉすたぁ 井上スダレ株式会社 

食器（箸置き） いずみガラス（箸置き） 日本人造真珠硝子細貨工業組合 

食器（カトラリーレスト） ITADAKI 株式会社武林製作所 

タオル製品 水とともに生きる泉州タオル 大阪タオル工業組合 

タオル製品 温泉州タオル 大阪タオル工業組合 

野菜染め泉州タオル 「雫～SHIZUKU～」籠入りタオルハンカチセット 袋谷タオル合資会社 

抹茶等で染めた泉州タオル 「NOKORI-FUKU のこり福」抹茶タオルまたはワインタオル 袋谷タオル合資会社 

和紙タオル泉州タオル washi matou 和紙纏う 袋谷タオル合資会社 

和紙浴用タオルセット 和紙の布 株式会社和紙の布 
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【酒類等飲料】 59 品 

分類 食品名 ブランド名 製造元又は販売元 

日本酒 日本酒 純米大吟醸 八段仕込 酣楽酒 株式会社利休蔵 

日本酒 日本酒 天野酒（あまのさけ） 西條合資会社 

日本酒 日本酒 純米大吟醸三輪福 米の華 井坂酒造場 

日本酒 日本酒 吟醸生酒 篁（たかむら） 寺田酒造有限会社 

日本酒 日本酒 清酒 三輪福 井坂酒造場 

日本酒 日本酒 浪花正宗 浪花酒造有限会社 

日本酒 日本酒 荘の郷 有限会社北庄司酒造店 

日本酒 日本酒 上神谷 純米大吟醸 有限会社北庄司酒造店 

日本酒 日本酒 國乃長 大吟醸 壽酒造株式会社 

日本酒 日本酒 清鶴 本醸造 上撰 清鶴酒造株式会社 

日本酒 日本酒 国乃長本醸造酒 上撰 壽酒造株式会社 

日本酒 日本酒 清酒 清鶴 本醸造上撰 清鶴酒造株式会社 

日本酒 日本酒 特別本醸造 原酒緑一 吉田酒造株式会社 

日本酒 日本酒 純米大吟醸 秋鹿 一貫造り 秋鹿酒造有限会社 

日本酒 日本酒 吉野杉の樽酒 長龍酒造株式会社 

日本酒 日本酒 DAIMON35 大門酒造株式会社 

日本酒 日本酒 純米吟醸 かたの桜 山野酒造株式会社 

日本酒 日本酒 清酒 上撰片野桜 山野酒造株式会社 

ビール 泉北レモンビール Harvest Hill 株式会社ワールドインテック 

ビール すきやさかい Pilsner 堺収穫麦酒 株式会社ワールドインテック 

ビール ビール 熊紡ブルーベリークラフト（ビール） Grin Associates 

ビール クラフトビール ― 泉佐野ブルーイング 

ビール ビール KIX ビール 泉佐野ブルーイング 

ビール ビール BAK 株式会社 JCTN 

ビール ビール 上方ビール 株式会社上方ビール 

ビール ビール 船場ビール 有限会社中井レストラン企画 

ビール ビール 3TREE BREWERY 3TREE BREWERY 

ビール ビール MARCA BREWING 合同会社 Marca 

ビール ビール CRAFT BEER BASE 株式会社 CRAFT BEER BASE 

ビール ビール Derailleur Brew Works 株式会社シクロ 

ビール ビール Nakatsu brewery 株式会社 NI‒WA 

ビール ビール ONE's BREWERY 株式会社 ONE's 

ビール ビール 箕面ビール エイ.ジェイ.アイ.ビア株式会社 

ビール ビール 河内乃えーる 大阪渋谷麦酒 

ビール ビール 美陵ビール 株式会社道明寺麦酒 

ビール ビール 道頓堀麦酒 道頓堀麦酒醸造株式会社 

ビール ビール ブリューパブテタールヴァレ/ブリューパブセンターポイント ブリューパブスタンダード株式会社 

ビール ビール 有本麦酒株式会社 有本麦酒株式会社 

ビール ビール 國乃長ビール 壽酒造株式会社 

ビール ビール 瓢箪山ビール 瓢箪山ビール 

ワイン ワイン 飛鳥 デラウェア 2021 白 飛鳥ワイン株式会社 

ワイン 白ワイン 金徳葡萄酒 デラウエア 株式会社河内ワイン 

ワイン 白ワイン キュベパピーユ Dela‒Light2022 年 株式会社パピーユ 

ワイン スパークリングワイン 自社畑 宮ノ下 スパークリング デラウェア（キングセルビー） カタシモワインフード株式会社 

ワイン 白ワイン 堅下本葡萄合名山南西畑（キングセルビー） カタシモワインフード株式会社 

その他 ブランデー ジャパニーズブランデー葡萄華 35 度（キングセルビー） カタシモワインフード株式会社 

その他 梅酒 Golden Party 株式会社河内ワイン 

その他 梅酒 The CHOYA FROM THE BARREL 2014 チョーヤ梅酒株式会社 

ノンアルコール コーヒー KUMATORI BLEND BEARCOFFEE 

ノンアルコール コーヒー 真ごころブレンド 他 吉田珈琲本舗 

ノンアルコール コーヒー ホリデーブレンドコーヒー 田代珈琲株式会社 

ノンアルコール 飲料 彩誉人参飲料（彩誉人参ジュース） 株式会社岸和田南宗 

ノンアルコール 飲料 カタシモのひやしあめ カタシモワインフード株式会社 

ノンアルコール 飲料 瓶ラムネ ハタ鉱泉株式会社 

ノンアルコール 茶 特選 利休の詩（煎茶） 株式会社つぼ市製茶本舗 

ノンアルコール 茶 深蒸し藪北茶 小佳女（おかめ） 株式会社宇治園 

ノンアルコール 茶 森半 グリーンティー 共栄製茶株式会社 

ノンアルコール 茶 不二の昆布茶 不二食品株式会社 

ノンアルコール 茶 帰去来 株式会社先春園本店 
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【花き類】 11 品 

分類 品名 

花き類 パンジー 

花き類 ビオラ 

花き類 コスモス 

花き類 グラジオラス 

花き類 ストレリチア（極楽鳥花） 

花き類 フウセントウワタ（風船唐綿） 

花き類 小菊 

花き類 プリムラマラコイデス 

花き類 ノースポール 

花き類 胡蝶蘭 

花き類 観葉植物 
 

【伝統工芸品・工業製品】 86 品 

品名 ブランド名 製造元又は販売元 

生分解性プラスチック製品 地球に還る SDGs バッジ 株式会社サンエイプラテック 

生分解性プラスチック製品 PLA 製カトラリ（耐熱仕様） 株式会社サンエイプラテック 

刃物 「煤黒」和三徳包丁（堺キッチンオリジナル） 株式会社青木刃物製作所 

刃物 「煤黒」和ペテ包丁（堺キッチンオリジナル） 株式会社青木刃物製作所 

刃物 INOX 和三徳 間伐材八角柄 株式会社高橋楠 

刃物 iDChoki アルスコーポレーション株式会社 

刃物 漆 景清 SANMA KNIFE 株式会社馬場刃物製作所 

刃物 漆 景清 切付型 和三徳包丁 株式会社馬場刃物製作所 

刃物 一刀斎虎徹 INOX 和三徳 青森ヒバ八角人工大理石口輪柄 株式会社高橋楠 

刃物 一刀斎虎徹 INOX 和ペティ 青森ヒバ八角人工大理石口輪柄 株式会社高橋楠 

刃物 堺打刃物 牛刀 青 2 墨流し 堺打刃物伝統工芸士会 

刃物 堺打刃物 ペティ 本焼き 堺打刃物伝統工芸士会 

刃物 堺打刃物 牛刀 黒打ち 堺打刃物伝統工芸士会 

和晒 さささ 〈和晒ロール Stand〉 株式会社武田晒工場 

和晒 さささ 〈和晒ロール Cut〉（ミシン目あり） 株式会社武田晒工場 

染物 注染ダブルガーゼハンカチ  株式会社協和染晒工場 

染物 にじゆら手ぬぐい boulangerie Esquisse‒France‒ 株式会社ナカニ 

染物 チェアクッションカバー  株式会社ナカニ 

染物 WASIL 〈佐山愛〉夜の森 S 株式会社三共晒 

染物 浪華本染め日傘 協同組合オリセン 

染物 浪華本染め手拭い 協同組合オリセン 

染物 減災手ぬぐい 協同組合オリセン 

染物 にじゆら・堺刀司コラボ手拭い 株式会社和泉利器製作所 

染物 和泉木綿 平山繊維株式会社 

線香 堺線香 堺線香工業協同組合 

お香立て プレミアムインセンスホルダー Fio 株式会社梅栄堂 

食器 CHOPLATE（チョップレート） 株式会社河辺商会 

食器 PANDAYS 株式会社アワーズ 

食器（酒器） shitatari：PRODUCED BY HAREBI 中川鉄工株式会社 

食器（錫製） 大阪浪華錫器 タンブラー 大阪錫器株式会社 

食器（錫製） 大阪浪華錫器「錫製タンブラー 冷香‒reico‒」 大阪錫器株式会社 

食器（コースター） すだれ印のこぉすたぁ 井上スダレ株式会社 

食器（箸置き） いずみガラス（箸置き） 日本人造真珠硝子細貨工業組合 

食器（カトラリーレスト） ITADAKI 株式会社武林製作所 

タオル製品 水とともに生きる泉州タオル 大阪タオル工業組合 

タオル製品 温泉州タオル 大阪タオル工業組合 

野菜染め泉州タオル 「雫～SHIZUKU～」籠入りタオルハンカチセット 袋谷タオル合資会社 

抹茶等で染めた泉州タオル 「NOKORI-FUKU のこり福」抹茶タオルまたはワインタオル 袋谷タオル合資会社 

和紙タオル泉州タオル washi matou 和紙纏う 袋谷タオル合資会社 

和紙浴用タオルセット 和紙の布 株式会社和紙の布 
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品名 ブランド名 製造元又は販売元 

タオル製品 泉州こだわりタオル「コットンベビー」他タオル、バスタオル製品 株式会社松藤テリー 

タオル製品 W Rremier Towel 株式会社 W 

衣類（エプロン） ウォッシャブルレザーハカマエプロン 株式会社 waji 

衣類（靴下） 高機能 3D ソックス コーマ株式会社 

衣類（マスク） 泉州マスク 株式会社 MIX 

衣類（マスクフレーム） マスクのほね 株式会社武林製作所 

衣類 楽勝ボタン・前あきストレッチシャツ（半袖） Three Rivers 栗山縫製株式会社 

装飾品 EMBLOOM 渡辺徽章株式会社 

装飾品 いずみパール 日本人造真珠硝子細貨工業組合 

装飾品 いずみガラス（ネックレス） 日本人造真珠硝子細貨工業組合 

装飾品 いずみガラス（お雛様） 日本人造真珠硝子細貨工業組合 

装飾品 藤村トンボ玉工房（トンボ玉チョーカー） 有限会社藤村トンボ玉工房 

装飾品 藤村トンボ玉工房（トンボ玉根付け（ストラップ）） 有限会社藤村トンボ玉工房 

装飾品・お香立て 2WAY 和泉蜻蛉玉 山月工房 

化粧筆 べっぴん桜筆 村岸産業株式会社 

工芸品 和泉櫛 有限会社辻忠商店 

工芸品 唐木指物 工房キハラ 

木工 大阪唐木指物 大阪唐木指物組合 

竹製品 竹のつり竿、竹文鎮、箸、ボールペンなど竹製品全般 つり竿のタケ・ササ 竹甚工房 

皮製品 ブルーベリーレザーコンパクト財布他皮製品 mhd（マサカズホリデザイン） 

文具 地産廃材が価値を生んだ文具シリーズ単色ペン（黒インク） 10 種類（2 本入りアソート） 株式会社第一精工舎 

消しゴム スレンディプラス 株式会社シード 

カードゲーム 懐話ふだ 株式会社明成孝橋美術 

シール デコペタシール 株式会社明成孝橋美術 

彫刻 大阪欄間 彫刻額 大阪欄間工芸高橋商店 

彫刻品 mocca〈杢花〉らんま職人が作る花小皿セット 木下らんま店 

彫刻額 大阪欄間 大阪欄間工芸協同組合 

透かし彫刻額 大阪欄間 大阪欄間工芸協同組合 

綿棒 こだわり綿棒シリーズ 株式会社山洋 

つまようじ 純国産 白樺ようじ 菊水産業株式会社 

「自然に還る歯ブラシ」 turalist Nhes. 株式会社プラス 

歯ブラシ（Pet 用） ミガケンデ 有限会社多葉刷子工業所 

固形シャンプー＆固形コンディショナー TheBAR ソリッドシャンプー・コンディショナーセット 株式会社マックス 

毛布 ― 日本毛布工業組合 

ピクニックラグ CREP 山陽製紙株式会社 

米びつ 泉州留河桐製米びつ 株式会社留河 

まな板 「大阪泉州桐箪笥」の派生商品 株式会社田中家具製作所 

林産物 日本遺産×おおさか河内材 ミニ杉玉づくりキット 市立林業総合センター木根館 

和晒 FABRIC FRAME  株式会社三共晒 

染物 ゆかた 協同組合オリセン 

染物 北斎手拭い 協同組合オリセン 

鯉幟 堺五月鯉幟 堺五月鯉幟・高儀 

簾製品 大阪金剛簾 杉多製簾株式会社 

金網 デザインメッシュ マツバラ金網株式会社 

箪笥 大阪泉州桐箪笥 株式会社田中家具製作所 

装飾品 いずもく 大阪府森林組合泉州支店 
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【観光資源】 146 か所 

分類 市町村名 名称 

観光 堺市 さかい利晶の杜 

観光 堺市 南宗寺 

観光 堺市 妙國寺 

観光 堺市 方違神社 

観光 堺市 堺市茶室 伸庵 

観光 堺市 本願寺堺別院 

観光 堺市 堺泉北臨海工業地帯夜景 

観光 堺市 百舌鳥八幡宮 

観光 堺市 千利休屋敷跡 

観光 堺市 開口神社 

観光 堺市 菅原神社 

観光 堺市 気球搭乗体験 

観光 堺市 堺のんびりクルーズ 

観光 堺市 大浜相撲場 

観光 堺市 堺 アルフォンス・ミュシャ館 

観光 堺市 土塔 

観光 堺市 仁徳天皇陵古墳 

観光 堺市 百舌鳥古墳群ビジターセンター 

観光 堺市 堺伝匠館 

観光 堺市 堺・緑のミュージアム ハーベストの丘 

観光 堺市 履中天皇陵古墳 

観光 堺市 堺市博物館 

観光 河内長野市 観心寺 

観光 河内長野市 天野山金剛寺 

観光 河内長野市 関西サイクルスポーツセンター 

観光 河内長野市 道の駅 奥河内くろまろの郷 

観光 羽曳野市 河内こんだハニワの里 

観光 羽曳野市 誉田八幡宮 

観光 羽曳野市 応神天皇陵古墳 

観光 羽曳野市、河内長野市 あすかてくるで 

観光 河南町 近つ飛鳥博物館 

観光 河南町 道の駅 かなん 

観光 太子町 叡福寺（聖徳太子御廟） 

観光 高石市 工場夜景ツアー 

観光 高石市 專稱寺 

観光 和泉市 和泉リサイクル環境公園 

観光 和泉市 道の駅 いずみ山愛の里 

観光 岸和田市 岸和田城 

観光 岸和田市 だんじり会館 

観光 岸和田市 愛彩ランド 

観光 貝塚市 水間寺 

観光 泉佐野市 LOVE RINKu/関空・大阪湾を望むりんくう公園 

観光 泉佐野市 犬鳴山温泉 

観光 泉南市 SENNAN LONG PARK 

観光 泉南市 泉南マーブルビーチ 

観光 泉南市 URBAN CAMP HOTEL 

観光 岬町 深日洲本ライナー 

観光 池田市 カップヌードルミュージアム 

観光 吹田市 万博記念公園 

観光 吹田市 太陽の塔 生命の樹 

観光 吹田市 NIFREL 

観光 池田市 池田城跡公園 

観光 池田市 小林一三記念館 

観光 箕面市 勝尾寺 

観光 箕面市 瀧安寺 
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品名 ブランド名 製造元又は販売元 

タオル製品 泉州こだわりタオル「コットンベビー」他タオル、バスタオル製品 株式会社松藤テリー 

タオル製品 W Rremier Towel 株式会社 W 

衣類（エプロン） ウォッシャブルレザーハカマエプロン 株式会社 waji 

衣類（靴下） 高機能 3D ソックス コーマ株式会社 

衣類（マスク） 泉州マスク 株式会社 MIX 

衣類（マスクフレーム） マスクのほね 株式会社武林製作所 

衣類 楽勝ボタン・前あきストレッチシャツ（半袖） Three Rivers 栗山縫製株式会社 

装飾品 EMBLOOM 渡辺徽章株式会社 

装飾品 いずみパール 日本人造真珠硝子細貨工業組合 

装飾品 いずみガラス（ネックレス） 日本人造真珠硝子細貨工業組合 

装飾品 いずみガラス（お雛様） 日本人造真珠硝子細貨工業組合 

装飾品 藤村トンボ玉工房（トンボ玉チョーカー） 有限会社藤村トンボ玉工房 

装飾品 藤村トンボ玉工房（トンボ玉根付け（ストラップ）） 有限会社藤村トンボ玉工房 

装飾品・お香立て 2WAY 和泉蜻蛉玉 山月工房 

化粧筆 べっぴん桜筆 村岸産業株式会社 

工芸品 和泉櫛 有限会社辻忠商店 

工芸品 唐木指物 工房キハラ 

木工 大阪唐木指物 大阪唐木指物組合 

竹製品 竹のつり竿、竹文鎮、箸、ボールペンなど竹製品全般 つり竿のタケ・ササ 竹甚工房 

皮製品 ブルーベリーレザーコンパクト財布他皮製品 mhd（マサカズホリデザイン） 

文具 地産廃材が価値を生んだ文具シリーズ単色ペン（黒インク） 10 種類（2 本入りアソート） 株式会社第一精工舎 

消しゴム スレンディプラス 株式会社シード 

カードゲーム 懐話ふだ 株式会社明成孝橋美術 

シール デコペタシール 株式会社明成孝橋美術 

彫刻 大阪欄間 彫刻額 大阪欄間工芸高橋商店 

彫刻品 mocca〈杢花〉らんま職人が作る花小皿セット 木下らんま店 

彫刻額 大阪欄間 大阪欄間工芸協同組合 

透かし彫刻額 大阪欄間 大阪欄間工芸協同組合 

綿棒 こだわり綿棒シリーズ 株式会社山洋 

つまようじ 純国産 白樺ようじ 菊水産業株式会社 

「自然に還る歯ブラシ」 turalist Nhes. 株式会社プラス 

歯ブラシ（Pet 用） ミガケンデ 有限会社多葉刷子工業所 

固形シャンプー＆固形コンディショナー TheBAR ソリッドシャンプー・コンディショナーセット 株式会社マックス 

毛布 ― 日本毛布工業組合 

ピクニックラグ CREP 山陽製紙株式会社 

米びつ 泉州留河桐製米びつ 株式会社留河 

まな板 「大阪泉州桐箪笥」の派生商品 株式会社田中家具製作所 

林産物 日本遺産×おおさか河内材 ミニ杉玉づくりキット 市立林業総合センター木根館 

和晒 FABRIC FRAME  株式会社三共晒 

染物 ゆかた 協同組合オリセン 

染物 北斎手拭い 協同組合オリセン 

鯉幟 堺五月鯉幟 堺五月鯉幟・高儀 

簾製品 大阪金剛簾 杉多製簾株式会社 

金網 デザインメッシュ マツバラ金網株式会社 

箪笥 大阪泉州桐箪笥 株式会社田中家具製作所 

装飾品 いずもく 大阪府森林組合泉州支店 
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【観光資源】 146 か所 

分類 市町村名 名称 

観光 堺市 さかい利晶の杜 

観光 堺市 南宗寺 

観光 堺市 妙國寺 

観光 堺市 方違神社 

観光 堺市 堺市茶室 伸庵 

観光 堺市 本願寺堺別院 

観光 堺市 堺泉北臨海工業地帯夜景 

観光 堺市 百舌鳥八幡宮 

観光 堺市 千利休屋敷跡 

観光 堺市 開口神社 

観光 堺市 菅原神社 

観光 堺市 気球搭乗体験 

観光 堺市 堺のんびりクルーズ 

観光 堺市 大浜相撲場 

観光 堺市 堺 アルフォンス・ミュシャ館 

観光 堺市 土塔 

観光 堺市 仁徳天皇陵古墳 

観光 堺市 百舌鳥古墳群ビジターセンター 

観光 堺市 堺伝匠館 

観光 堺市 堺・緑のミュージアム ハーベストの丘 

観光 堺市 履中天皇陵古墳 

観光 堺市 堺市博物館 

観光 河内長野市 観心寺 

観光 河内長野市 天野山金剛寺 

観光 河内長野市 関西サイクルスポーツセンター 

観光 河内長野市 道の駅 奥河内くろまろの郷 

観光 羽曳野市 河内こんだハニワの里 

観光 羽曳野市 誉田八幡宮 

観光 羽曳野市 応神天皇陵古墳 

観光 羽曳野市、河内長野市 あすかてくるで 

観光 河南町 近つ飛鳥博物館 

観光 河南町 道の駅 かなん 

観光 太子町 叡福寺（聖徳太子御廟） 

観光 高石市 工場夜景ツアー 

観光 高石市 專稱寺 

観光 和泉市 和泉リサイクル環境公園 

観光 和泉市 道の駅 いずみ山愛の里 

観光 岸和田市 岸和田城 

観光 岸和田市 だんじり会館 

観光 岸和田市 愛彩ランド 

観光 貝塚市 水間寺 

観光 泉佐野市 LOVE RINKu/関空・大阪湾を望むりんくう公園 

観光 泉佐野市 犬鳴山温泉 

観光 泉南市 SENNAN LONG PARK 

観光 泉南市 泉南マーブルビーチ 

観光 泉南市 URBAN CAMP HOTEL 

観光 岬町 深日洲本ライナー 

観光 池田市 カップヌードルミュージアム 

観光 吹田市 万博記念公園 

観光 吹田市 太陽の塔 生命の樹 

観光 吹田市 NIFREL 

観光 池田市 池田城跡公園 

観光 池田市 小林一三記念館 

観光 箕面市 勝尾寺 

観光 箕面市 瀧安寺 
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分類 市町村名 名称 

観光 藤井寺市 道明寺天満宮 

観光 東大阪市 石切劔箭神社 

観光 八尾市 顕証寺 

観光 八尾市 久宝寺寺内町 

観光 八尾市 許麻神社 

観光 大阪市 チームラボ ボタニカルガーデン 

観光 大阪市 ナニワの商店街歩き 

観光 大阪市 水上散歩ツアー 

観光 大阪市 大阪城道頓堀クルーズ 

産業 堺市 打刃物実演見学 

産業 堺市 注染の染め物作り体験 

産業 堺市 シマノ自転車博物館 

産業 松原市 幸南食糧株式会社食品開発センター 

産業 松原市 河内鴨新鶏舎 

産業 羽曳野市 河内ワイン（ワイナリー見学） 

産業 田尻町 田尻漁業体験 

産業 貝塚市 明治なるほどファクトリー関西 

産業 泉佐野市 北庄司酒造 

産業 阪南市 月化粧ファクトリー 

産業 門真市 パナソニックミュージアム 

産業 大阪市 食品サンプル作り体験 

産業 大阪市 大阪企業家ミュージアム 

文化 堺市 薫主堂 

文化 松原市 相撲 

文化 藤井寺市 津堂城山古墳（ガイダンス棟） 

文化 河南町 近つ飛鳥風土記の丘 

文化 河南町 弘川寺歴史と文化の森 

文化 富田林市 寺内町 

文化 貝塚市 善兵衛ランド 

文化 泉佐野市 泉佐野ふるさと町屋館（旧新川家住宅） 

文化 泉南市 長慶寺 

文化 泉南市 信達宿角谷家本陣跡 

文化 泉南市 林昌寺 

文化 泉南市 やぐらまつり 

文化 太子町 二上山万葉の森 

文化 池田市 落語ミュージアム 

文化 大阪市 能楽体験 

文化 大阪市 サムライ殺陣体験 

自然 堺市 大仙公園 

自然 堺市 大仙公園 日本庭園 

自然 富田林市 農業公園サバーファーム 

自然 河内長野市 大阪府立花の文化園 

自然 和泉市 いずみふれあい農の里 

自然 岸和田市 きしわだ自然資料館 

自然 貝塚市 かいづかいぶきヴィレッジ 

自然 貝塚市 かいづかいぶき温泉 

自然 泉佐野市 犬鳴山七宝瀧寺 

自然 泉佐野市 泉佐野漁協青空市場 

自然 泉南市 ふじまつり 

自然 泉南市 大阪府民の森 ほりご園地 紀泉わいわい村 

自然 泉南市 デビッドオースチンロージズ イングリッシュローズガーデン 

自然 太子町 上の太子観光みかん園 

自然 千早赤阪村 大阪府民の森 ちはや園地  

自然 交野市 大阪府民の森 くろんど園地 

自然 交野市 大阪府民の森 ほしだ園地 

自然 四條畷市 大阪府民の森 緑の文化園むろいけ園地 

自然 東大阪市 大阪府民の森 くさか園地 
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自然 東大阪市 大阪府民の森 ぬかた園地 

自然 東大阪市 大阪府民の森 なるかわ園地 

自然 箕面市 箕面大滝 

自然 能勢町 冒険の森 in のせ 

自然 高槻市 安満遺跡公園 

自然 八尾市 久宝寺緑地 

自然 八尾市 大阪府民の森 みずのみ園地 

自然 柏原市 亀の瀬地すべり資料館 

自然 柏原市 昔の亀の瀬トンネル 

食 堺市 堺あなご専門 松井泉 

食 堺市 梅の花 さかい利晶の杜店 

食 堺市 茶寮 つぼ市製茶本舗 

食 堺市 かん袋 

食 堺市 深清鮓 

食 堺市 紙 Cafe produced by TOUR DE SAKAI 

食 堺市 こふん前 Café IROHA 

食 堺市 ちく満 

食 堺市 コンペイ糖ミュージアム 

食 堺市 和菓子作り体験 

食 千早赤阪村 千早川マス釣場 

食 和泉市 いずみ小川 イチゴ農園 

食 岸和田市 五風荘 

食 泉南市 LONGPARK 海のマルシェ（SENNAN LONG PARK） 

食 泉南市 泉州アナゴ養殖プロジェクト 

食 阪南市 浪花酒造有限会社 

食 阪南市 牡蠣養殖体験 

食 島本町 サントリー山崎蒸溜所 

食 大阪市 象印食堂 

食 柏原市他 ワイナリー見学 

その他 大阪市 阪堺線レトロ車輛 

その他 岸和田市 サイクルピア岸和田 BMX 

その他 ― 南河内フルーツロード 

その他 門真市 海洋堂ホビーランド 

その他 大阪市 忍者トリックハウス  
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観光 藤井寺市 道明寺天満宮 

観光 東大阪市 石切劔箭神社 

観光 八尾市 顕証寺 

観光 八尾市 久宝寺寺内町 

観光 八尾市 許麻神社 

観光 大阪市 チームラボ ボタニカルガーデン 

観光 大阪市 ナニワの商店街歩き 

観光 大阪市 水上散歩ツアー 

観光 大阪市 大阪城道頓堀クルーズ 

産業 堺市 打刃物実演見学 

産業 堺市 注染の染め物作り体験 

産業 堺市 シマノ自転車博物館 

産業 松原市 幸南食糧株式会社食品開発センター 

産業 松原市 河内鴨新鶏舎 

産業 羽曳野市 河内ワイン（ワイナリー見学） 

産業 田尻町 田尻漁業体験 

産業 貝塚市 明治なるほどファクトリー関西 

産業 泉佐野市 北庄司酒造 

産業 阪南市 月化粧ファクトリー 

産業 門真市 パナソニックミュージアム 

産業 大阪市 食品サンプル作り体験 

産業 大阪市 大阪企業家ミュージアム 

文化 堺市 薫主堂 

文化 松原市 相撲 

文化 藤井寺市 津堂城山古墳（ガイダンス棟） 

文化 河南町 近つ飛鳥風土記の丘 

文化 河南町 弘川寺歴史と文化の森 

文化 富田林市 寺内町 

文化 貝塚市 善兵衛ランド 

文化 泉佐野市 泉佐野ふるさと町屋館（旧新川家住宅） 

文化 泉南市 長慶寺 

文化 泉南市 信達宿角谷家本陣跡 

文化 泉南市 林昌寺 

文化 泉南市 やぐらまつり 

文化 太子町 二上山万葉の森 

文化 池田市 落語ミュージアム 

文化 大阪市 能楽体験 

文化 大阪市 サムライ殺陣体験 

自然 堺市 大仙公園 

自然 堺市 大仙公園 日本庭園 

自然 富田林市 農業公園サバーファーム 

自然 河内長野市 大阪府立花の文化園 

自然 和泉市 いずみふれあい農の里 

自然 岸和田市 きしわだ自然資料館 

自然 貝塚市 かいづかいぶきヴィレッジ 

自然 貝塚市 かいづかいぶき温泉 

自然 泉佐野市 犬鳴山七宝瀧寺 

自然 泉佐野市 泉佐野漁協青空市場 

自然 泉南市 ふじまつり 
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